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はは  じじ  めめ  にに  
長崎大学工学部に入学された皆さんは，これから４年間の大学教育を受けることにな

ります。長崎大学の教育課程は大きく二つに分けられています。一つは主に１～２年生

で受ける教養教育であり，二つ目は所属する学部で受ける専門教育です。 
この『履修の手引』は，専門教育科目の履修等について詳細に記載したものです。『履

修の手引』に説明されている事柄をよく読み，十分理解した上で，専門教育科目の履修

に臨んでください。なお，ここでは，専門教育科目に関する説明をしていますので，教

養教育科目の履修に関する事項と混同しないように注意してください。 
『履修の手引』に書かれている約束事は，実際に皆さんと約束事を運用していく過程

で改善しなければならないことや，社会の変化に対応して変更されることもあります。 
変更するときには必ず掲示を行いますので，普段から掲示板に注意するよう心がけて

ください。 
 

学学  修修  計計  画画  
高校までの学年進行とは異なり，大学では別途定められた単位数を修得すると卒業が

認められる「単位制」を敷いています。このため，学修計画は学生各人の責任において

立てることとなります。この『履修の手引』や『授業計画書（シラバス）』，さらに教務

委員などから，必要かつ的確で正しい情報を得て，各人の学習目標を見定め，より適切

な学修計画を立てることが大切です。 
学修計画を立てるにあたって，次の点に留意しましょう。 

① 特定の学期に学修の負担が偏らないように，学期ごとに均衡のとれた計画を立て

ることが大切です。修得すべき単位を残したままにしておくと，その後の専門教

育科目の授業の合間に初年次科目の再履修をすることはかなり難しく，卒業が遅

れる原因となります。それぞれの学修段階で，修得すべき単位を確実に充足する

ように計画してください。 

② 工学部においては，履修登録単位数に制限を設けています。この目的は，自主的

に学修する時間を増やし，教育効果を高めることにあります。したがってこの制

度を十分活用し，自宅等での予習・復習を充実させ，授業に臨んでください。 

③ 科目によっては年次進行で段階的に積み上げられる場合があり，進路によって基

礎段階で十分に学修をしておかなければならない科目が定められています。この

ために『授業計画書（シラバス）』の各科目の内容説明に「履修条件」が示されて

いますので，確認してください。 

④ ４年間の工学部の教育課程では，重要な区切りの時期として，第３年次への進級，

卒業研究着手（３年次末），卒業の認定（４年次末）があります。 



⑤ 不明な点があれば，不確かな情報などで安易な判断をせずに，各コースの指導教

員，教務委員，各授業科目担当教員などに相談しましょう。また，教養教育科目

については教養教育事務室の窓口に，専門教育科目については工学部学務係窓口

に相談するのもよいでしょう。 
 

※ 授業計画書はシラバス（Syllabus）と呼ばれ，その授業科目の担当者名，

単位数，開講期，曜日，校時，必修・選択の別等の基本的情報とともに，

その授業科目の到達目標や具体的な授業内容，評価方法等が記載されてい

ます。各自が履修しなくてはならない科目については必ず目を通して，事

前・事後の学修に役立ててください。 
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第１章 専㛛教育のᴫ要

㸦㸯㸧学のᩍ⫱ㄢ⛬のᵓᡂ㸦ᩍ㣴ᩍ⫱࣭専㛛ᩍ⫱㸧 

長崎学の教育ㄢ⛬は長崎学యで行う教㣴教育と，各学部が行う専㛛教育

から構成されており，図示すると次のࡼうになります。

１年 教㣴教育

２年
  

㸱年 専㛛教育

㸲年  

また，専㛛教育の履修期間は，１年次は㐌２᪥間，２年次は๓期のみ㐌㸱᪥間と

定められており，下図のࡼうになります。

᭶᭙᪥ ⅆ᭙᪥ Ỉ᭙᪥ ᮌ᭙᪥ 㔠᭙᪥

１年次 専㛛教育 専㛛教育 教㣴教育 教㣴教育 教㣴教育

２年次
（๓期）

教㣴教育 教㣴教育 専㛛教育 専㛛教育 専㛛教育

２年次
（ᚋ期）

専㛛教育 専㛛教育 専㛛教育 専㛛教育 専㛛教育

① １年次では，ᚲࡎ指定された教㣴教育授業᭙᪥に教㣴教育の授業科目を履修

してください。௬に，専㛛教育の授業᭙᪥・ᰯに✵きがࡗ࠶ても，ࡑの間

に教㣴教育の授業科目を履修することはできませࢇ。

② ２年次以上では，専㛛教育の授業᭙᪥・ᰯに✵きが࠶れࡤ，教㣴教育の授業

科目を履修することができますが，教㣴教育の授業科目の開講は２年次๓期

までとなります。

㸦㸰㸧学ᖺ࣭学ᮇ࣭ᰯཬࡧ㛫

① 学年

㸲᭶１᪥にጞまり，⩣年㸱᭶㸱１᪥に⤊わります。

② 学期

各学年を次の㸲学期に分けて授業が行われます。（１学期は８㐌）

๓期
第１ク࢛ーター 㸲᭶～㸴᭶

第２ク࢛ーター 㸴᭶～８᭶

ᚋ期
第㸱ク࢛ーター 㸷᭶～１１᭶

第㸲ク࢛ーター １１᭶～⩣年２᭶

③ 授業間

授業は１ᰯ࠶たり㸷㸮分間で，᭶᭙᪥から㔠᭙᪥までの次の間ᖏに行わ

れます。
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ᰯ        間

Ϩᰯ   ８５㸮分～１㸮２㸮分

Ⅱᰯ １㸮㸱㸮分～１２㸮㸮分

Ϫᰯ １２５㸮分～１㸲２㸮分

ϫᰯ １㸲㸱㸮分～１㸴㸮㸮分

Ϭᰯ １㸴１㸮分～１㸵㸲㸮分

ϭᰯ １㸵５㸮分～１㸷２㸮分

մ 間

当ヱ年度に開講される授業間は各年度ጞめにⓎ⾲されます。

なお，授業間は，Ⓨ⾲ᚋኚ᭦されることが࠶り，この場合は掲示にࡗࡼてኚ

᭦が通知されます。また，通ᖖの授業以外に，期間を㝈定して㞟୰的に行われる授

業（㞟୰講⩏）が࠶り，ࡑの授業の行われる᪥は各学期のጞめに掲示なで内

されます。

㸦㸱㸧༢ไ

学は，学修の修了を単位のㄆ定にࡗࡼて行ࡗています。

学を卒業するには，所定の修業年㝈内に，୍定数以上の単位を修得するᚲ要

が࠶ります。単位は，ཎ๎として授業にすて出ᖍし，かつ考ᰝに合᱁すると修得

できます。

１単位とは，講⩏ᐊでの授業と自Ꮿ等の学修を合わせたᶆ‽㸲５間の学修を

要する内ᐜをもࡗて構成されているもので，授業の実ᙧែにࡼり講⩏ᐊで行う

授業間数と自Ꮿ等の学修を行う間数が，次のࡼうに定められています。

⩏講ࠕ①    ・ࠖ・・講⩏ᐊ内での授業１５間㸩自Ꮿ等での学修㸱㸮間

₇習ࠕ②     ・ࠖ・・講⩏ᐊ内での授業㸱㸮間㸩自Ꮿ等での学修１５間

実㦂・実習ࠕ③     ・ࠖ・・・・講⩏ᐊ内での授業（実㦂・実習）㸲５間

１ᰯの授業間は㸷㸮分間ですが，単位を計⟬する場合には，この㸷㸮分を

もࡗて２間と計⟬しています。

㸦㸲㸧ᒚಟᡭ⥆ࡽ༢ಟᚓ࡛ࡲ

履修手続は，履修する科目を登録するための手続きのことです。各科目の登録

から単位修得までの㐣⛬を次に示します。

㸺履修手続きから単位修得までの㐣⛬㸼
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㸦㸳㸧ಟᚓࡁࡍ༢ᩘ㸦᭱పಟᚓ༢ᩘ㸧

卒業までに次ペーࢪに示す᭱ప修得単位数をᚲࡎ修得しなけれࡤなりませࢇ。

また，専㛛教育において開設する授業科目の名⛠及び単位数については，㹎２㸱

～㹎㸲５に示すとおりです。各コースにおいて，詳細に᮲件が設定されています

ので，ᚲࡎ所属コースの指示にᚑࡗてください。

・ᚲ修科目 㸫 ᚲࡎ履修しなけれࡤならない授業科目です。

・選択科目 㸫 開講されている科目の୰から選択して履修する授業科目です。

学修計画（長期）

各学期の受講計画間㸤シラバス

履修手続

登録 ᮍ登録

受講ྍ

登録の☜ㄆ

手続了

ゞṇ࠶りゞṇなし

登録のゞṇ

（学期ጞめ）

（学期期間）
出ᖍ（学修） 出ᖍⰋ等授業

（学期ᮎ）
履修ㄆ定 履修ㄆ定

受㦂 Ḟᖍ

㏣ヨ㦂

定期ヨ㦂

合᱁ 合᱁

履修

ヨ㦂成績ホ౯

履修

単位取得

ͤ

ͤ༳については，各授業担当教員にࡼり␗なります。

ͤ
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ู⾲➨㸯 

ᩍ㣴ᩍ⫱科┠ཬࡧ専㛛ᩍ⫱科┠の᭱పಟᚓ༢ᩘ

区

分

コース 

授業科目の༊分 

機

械

工

学

コ

ー

ス

電

気

電

子

工

学

コ

ー

ス

構

造

工

学

コ

ー

ス

社

会

環

境

デ

ザ

イ

ン

工

学

コ

ー

ス

化
学
・
物
質
工
学
コ
ー
ス

備 

考 

教

養

教

育

科

目

教

養

基

礎

科

目

教 㣴 ࢮ ࣑ ࢼ ー ル 科 目 １ １ １ １ １ 

情 報 科 学 科 目 ２ ２ ２ ２ ２ 

数理・データࢧイ࢚ンス 

科 目 
２ ２ ２ ２ ２ 

ᗣ・ス࣏ーࢶ科学科目 １ １ １ １ １ （ὀ 1） 

࢟ ャ リ ア 教 育 科 目 １ １ １ １ １  

プ ラ ࢿ タ リ ー ࣊ ル ス 

科 目 
１ １ １ １ １ 

外

ᅜ

ㄒ

科

目 

ⱥ ㄒ 㸴 㸴 㸴 㸴 㸴 

ึ 習 外 ᅜ ㄒ ２ ２ ２ ２ ２ （ὀ �） 

ᑠ   計 １㸴 １㸴 １㸴 １㸴 １㸴  

モ
ジ
ュ
ー
ル
科
目

教㣴ࣔࣗࢪールϨ科目 㸲 㸲 㸲 㸲 㸲 

教㣴ࣔࣗࢪールⅡ科目 㸲 㸲 㸲 㸲 㸲 

ᑠ   計 ８ ８ ８ ８ ８ 

選 

択

科

目 

人 ᩥ ・ 社 会 科 学 科 目 ２～㸲 ２～㸲 ２～㸲 ２～㸲 ２～㸲 

⏕  ・ 自 然 科 学 科 目 ２～㸲 ２～㸲 ２～㸲 ２～㸲 ２～㸲 

⥲ 合 科 学 科 目 㸮～２ 㸮～２ 㸮～２ 㸮～２ 㸮～２ 

グ ロ ー バ ル 科 目 㸮～２ 㸮～２ 㸮～２ 㸮～２ 㸮～２ 

ᑠ   計 㸴 㸴 㸴 㸴 㸴 

計 㸱㸮 㸱㸮 㸱㸮 㸱㸮 㸱㸮  

専

門

教

育

科

目

ᚲ 修 科 目 㸴㸴 ５㸮 㸴㸲 㸴㸱 ５㸴 

選 択 科 目 ２２ 㸱８ ２㸲 ２５ 㸱２ 

卒 業 ◊ ✲ ８ ８ ８ ８ ８ 

計 㸷㸴 㸷㸴 㸷㸴 㸷㸴 㸷㸴 

合    計 １２㸴 １２㸴 １２㸴 １２㸴 １２㸴  

ὀ１ 教員චチ≧取得ᕼᮃ学⏕はᗣ・ス࣏ーࢶ科学科目のうち，ス࣏ー₇ࢶ習（１単位）

を修得するᚲ要が࠶る。ただし，᭱ప修得単位数には含まない。

ὀ２ ึ習外ᅜㄒ科目は，ドイࢶㄒ，ࣇランスㄒ，୰ᅜㄒ及び㡑ᅜㄒのうちから１科目を選

択する。 
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第２章 専㛛教育の履修᪉法

㸦㸯㸧ᤵᴗ科┠のᒚಟᡭ⥆

① 履修科目の登録

履修しࡼうとする授業科目が☜定したら，授業間をࡼく見て，長崎学のࣈ࢙࢘

イト上（NU-Webࢧ シスࢸム）で各自ࠕ登録ࠖを行います。登録に間㐪いが࠶ると履修

できませࢇ。履修科目の登録をする㝿には，授業間で授業科目名，担当教員を☜ㄆの

うえධຊしてください。また，ྠ୍間ᖏに，」数の授業科目（教㣴教育科目を含む。）

を履修することはできませࢇ。

履修登録手続期間は，ู ㏵掲示でお知らせします。履修登録手続期間を㐣ࡂると，NU-
Web シスࢸムでの履修登録はできなくなりますので，ὀពしてください。

② 履修科目の☜ㄆ

履修科目の登録ᚋは，NU-Web シスࢸムの画㠃上で，履修しࡼうとしているすての

授業科目がṇしく登録されているかをᚲࡎ☜ㄆしてください。☜ㄆの⤖ᯝ，備が࠶る

場合は，履修科目登録のࠕኚ᭦ がᚲ要になります。この手続きを行わなか๐㝖ࠖなࠕࠖ・

授業科目を受講できないう，ࡎた場合，当ヱ科目については，履修⪅としては登録されࡗ

えに単位のㄆ定もされないことになりますので，༑分ὀពしてください。履修ᮍ登録の

授業科目をたとえ受講・受㦂しても，単位はえられませࢇ。

③ 履修する場合

合᱁となࡗた場合，修得すき授業科目で࠶れࡤ，次年度以㝆にࡑの授業科目を

履修し，考ᰝに合᱁しなけれࡤなりませࢇ。履修する場合は，当ヱ学期にᨵめて履修登

録するᚲ要が࠶ります。

ͤ なお，履修手続の᪉法については，ኚ᭦されることが࠶ります。ࡑの㝿は，掲示ᯈ等

にࡼりお知らせしますのでᚲࡎ☜ㄆしてください。

㸦㸰㸧ᒚಟ科┠Ⓩ㘓༢ᩘのୖ㝈

履修科目の登録単位数は，１学年に教㣴教育科目及び専㛛教育科目を合わせて㸲８単

位までと定められています。ただし，㞟୰講⩏，教員චチに係る科目（学部つ⛬ู⾲第㸱

の授業科目名の┤ᚋに࣐ۼークがついている科目のみ）は上㝈単位に含みませࢇ。

なお，๓年度に登録した履修科目の単位について，次の計⟬᪉ᘧにࡼるグࣞード・࣏イ

ント・アࣞ࣋ーࢪ（㹅㹎㸿）（第㸲章の（㸴）を参照）が，２㸬５以上で࠶る場合には，

㸲８単位を㉸えて履修科目の登録を行うことができます（上㝈設定のゎ㝖）。

ͤ 以下の（㸴）及び第㸱章（１），（２）にࡼりコース，学部及び学等の授業

科目を履修する場合，ࡑの履修科目は，上記の登録できる単位数の上㝈単位数（㸲

８単位）に含まれますのでὀពしてください。
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㸦㸱㸧ᡂ⦼ඃ⚽⪅ཬࡧ᪤ಟᚓ༢ྲྀᚓ⪅のᤵᴗ科┠ᒚಟの≉

２年次以上の各学年において履修登録の上㝈設定をゎ㝖された学⏕（成績ඃ⚽⪅），࠶

るいは 1 年次以上の各学年で᪤修得単位のㄆ定を受けた学⏕（᪤修得単位取得⪅）は，

当ヱコースにおいて，ࡑの上位学年に開講される୍部の専㛛教育科目の履修を当ヱ年度

に㝈りㄆめることが࠶ります。このᥐ⨨をᕼᮃする学⏕は，࠶らかࡌめ所属コースのコ

ース長ཪは教務委員に申し出て履修指ᑟを受けなけれࡤなりませࢇ。

㸦㸲㸧ᒚಟの㡰ᗎ

履修しࡼうとする授業科目は，ཎ๎として，１年次に⦅成されている教㣴教育科目と

専㛛教育科目から㡰次履修しなけれࡤなりませࢇ。

㸦㸳㸧๓ᥦᒚಟ科┠

授業科目にࡗࡼては，関連科目を᪤に履修しているか，ཪはྠに受講しなけれࡤな

らない科目が࠶るので第８章（２）の各コースの࢝リࣗ࢟ラムに示す๓提履修科目及び

各コースの指示に༑分ὀពしてください。授業科目のうちϨ・Ⅱ…を付したものは，ẁ㝵

的履修を要するもので，ࡑの㡰ᗎで履修しなけれࡤならないことをពし，㸿・㹀…を付

したものは，単なる༊分でࡗ࠶て，履修㡰ᗎにはᚲࡎしもこだわらないことをពして

います。

㸦㸴㸧ࡿࡅ࠾ࢫ࣮ࢥᤵᴗ科┠のᒚಟ➼

所属コース以外のコースで開講されている授業科目を履修することができます。各コ

ースでは，ࠗ 工学部ࢵࣃケーࢪ科目 を࠘設けており，所属コース以外の分野について，基礎

知㆑から修得することができます。

工学部ࢵࣃケーࢪ科目の履修は㸱年次以上が対象です。工学部ࢵࣃケーࢪ科目につい

ては，㸱年次の࢜リ࢚ンࢸーシࣙンで説明します。   

なお，工学部ࢵࣃケーࢪ科目として設定されていないのコースの授業科目について

も，授業担当教員の了ゎが࠶れࡤ履修することができます。

Ӑ工学部ࢵࣃケーࢪ科目のӑ 

・ᶵᲔ⣔ロࢵ࣎トࢵࣃク（制ᚚ工学Ϩ・Ⅱ・Ϫ，ロࢵ࣎ト工学，メ࢝トロࢽクス）

・㟁Ẽ⣔㟁ືࢵࣃク（自ື制ᚚ，㟁Ẽᶵჾ，࣡ࣃー࢚ࣞクトロࢽクス）

・構造⣔建築計画・環境ࢵࣃク（建築史，建築計画基礎，建築計画 A，建築環境工学）

・社会環境デザイン⣔㜵⅏ࢵࣃク（㜵⅏工学，環境地㉁学，Ỉᩥ学）

・学・≀㉁工学⣔基礎ࢵࣃク（↓ᶵ学Ϩ，≀理学Ϩ，᭷ᶵ学Ϩ）

。科目の詳細は各コース教務委員ཪは学務係にၥい合わせることࢪケーࢵࣃͤ

履修の᮲件と手続きは下記のとおりです。なお，受講ᕼᮃ⪅は，各学期の所定の期間内

に，手続きを行ࡗてください。ࠗ 工学部ࢵࣃケーࢪ科目࠘もࡑれ以外のコース科目の履
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修も手続きはྠࡌです。

① 履修の手続きは，１）受講しࡼうとする授業科目の授業担当教員の๓了承を得て，

２）所属コースの教務委員にࠕコース履修㢪（㹃ᵝᘧ）ࠖ を提出し，チྍを受けなけ

れࡤなりませࢇ。（ͤ ࠖコース履修㢪（㹃ᵝᘧ）ࠕ は工学部学務係の❆ཱྀで㓄付しま

す。）

② 履修がㄆめられるためのලయ的᮲件，修得した単位のㄆ定単位数等の取扱いは，各

コースの定めるとおりです（第８章の各コースにおけるࠕ備考ࠖを参照）。

㸦㸵㸧㞟୰ㅮ⩏

㞟୰講⩏は，ṇつの授業間⾲以外のఇ業期間等に㞟୰して開講する講⩏のことで

す。㞟୰講⩏の期間及び講⩏ᐊ等は，開講学期のጞめに掲示にࡼり通知します。

㸦㸶㸧学እᐇ⩦㸦ࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥプ㸧ཬࡧᕤሙぢ学㺃学እぢ学

学外実習は，業所や◊✲所が指定したኟᏘఇ業期間等に㞟୰して実します。

工場見学・学外見学は，ᘬ⋡教員が計画して実します。詳細は，コースࡈとに説明が࠶

ります。

なお，学外実習等に参ຍする学⏕は，ᚲࡎ学⏕教育◊✲⅏ᐖയᐖಖ㝤及び学◊⅏付ᖏ

㈺ൾ㈐௵ಖ㝤へのຍධがᚲ要です。ಖ㝤のຍධ手続・ಖ㝤㔠請ồ等は学⏕ᨭࢭンター

にࡈ┦ㄯください。

㸦㸷㸧ᤵᴗのฟḞཬࡧḞᖍᒆ

出ᖍの☜ㄆは，授業担当教員にࡼるⅬ，出ᖍㄪᰝ⚊，㹇㹁࢝ードリーࢲーでの学⏕証

のㄞみ取り等で行われます。授業には，ཎ๎としてすて出ᖍしなけれࡤなりませࢇ。Ḟ

ᖍしたᅇ数がከい場合は，学期ᮎの定期ヨ㦂の受㦂㈨᱁をㄆめられない（ኻ᱁）ことが࠶

ります。

ただし，ᚷᘬき，Ẽࡑのやむを得ない理⏤のためḞᖍした⪅が所定の証明書等を

ῧえてḞᖍᒆを提出したときには，授業担当教員のุ᩿で，Ḟᖍ扱いとせࡑ，ࡎの分の授

業内ᐜを理ゎするためのアドバイスをえる（࣏ࣞートㄢ㢟を含む）ことが࠶ります。

㸦10㸧学㝔ᤵᴗ科┠のඛྲྀࡾᒚಟ࡚࠸ࡘ

卒業◊✲の履修をㄆめられ，学㝔へのධ学をᚿ㢪する学部学⏕は，指ᑟ教員の履修

指ᑟに基づき，㸲単位を㝈度として指定された学㝔授業科目を受講することができま

す。履修した授業科目は自⏤科目となるため，考ᰝに合᱁して単位を修得しても，卒業要

件単位には含めませࢇが，学㝔ධ学ᚋ，᪤修得単位ㄆ定を申請すると，修了要件単位と

してㄆ定されます。  

受講をᕼᮃする⪅は，受講することができる科目を☜ㄆし，ู㏵掲示する所定の期間
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内に工学部学務係でᵝᘧを受取り，受講したい科目の授業担当教員の承諾を得たうえで

工学部学務係へ提出してください。履修がチྍされた科目は工学部学務係で登録します

ので，各自での履修登録は要です。学㝔の授業科目のてが受講できるわけではな

いので，受講ྍ⬟な科目はᚲࡎ☜ㄆするࡼうにしてください。  
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第㸱章 学部・学における授業科目の履修等

各コースู࢝リࣗ࢟ラム⾲に記載されている科目以外に，下記に示すとおりࠕ学部 ࠕࠖ，

の学ཪは▷期学ࠖ及びࠕ学以外の教育設ࠖにおける授業科目を専㛛教育科目の୍部

として履修することができます。

㸦㸯㸧学部ࡿࡅ࠾ᤵᴗ科┠のᒚಟ

   ձ ሗࢱ࣮ࢹ科学部との副専攻プログラム

情報データ科学部と工学部との間で，ࡑれࡒれが提供する科目⩌から選択して履修で

きる制度です。工学部⏕は情報データ科学部が提供する以下の科目を履修することがで

きます。（科目の詳細についてはシラバスを参照のこと）

この副専攻プログラムの登録及び履修は２年次以上が対象です。履修をᕼᮃする場合

は，所定の期間に手続きを行ࡗてください。また，修得した単位の取扱いは，各コース

の定めるとおりです（第８章の各コースにおける備考を参照）。

・情報データ科学副専攻プログラム

コース༊分 科目༊分 科目名 単位数

イン࢛ࣇメー

シࣙンࢧイ࢚

ンスコース

ᛂ⏝⣔専㛛科目

（IoT・SE ⣔）

論理ᅇ㊰ １単位

コンࣗࣆータアーࢸ࢟クࢳャϨ １単位

コンࣗࣆータアーࢸ࢟クࢳャⅡ １単位

デࢪタルಙྕ処理Ϩ ２単位

デࢪタルಙྕ処理Ⅱ ２単位

組み㎸みシスࢸム １単位

データ࣋ース ２単位

ア工学࢙࢘トࣇࢯ ２単位

୪ิ分ᩓ処理 ２単位

データࢧイ࢚

ンスコース

⤫計学⣔科目 ᥈⣴的記㏙⤫計 ２単位

基礎データ分ᯒ₇習 ２単位

ᛂ⏝データ分ᯒ₇習 ２単位

ከኚ量ゎᯒ ２単位

ඹ通科目 AI ⣔科目 グデータ分ᯒࢵࣅ ２単位

グデータ分ᯒ₇習ࢵࣅ ２単位

ターンㄆ㆑とᶵᲔ学習ࣃ ２単位

ターンㄆ㆑とᶵᲔ学習₇習ࣃ ２単位

人工知⬟ ２単位

人工知⬟₇習 ２単位
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・履修の手続き

   所定の期間内に工学部学務係で申請書を受領し，受講したい科目の授業担当教

員の承諾を得て所属コースの教務委員に申し出たうえで，工学部学務係へ提出し

てください。工学部学務係で登録処理を行います。

・プログラムの修了要件

   所属するコースの卒業要件を満たし，情報データ科学副専攻プログラムから８

単位以上を修得した場合は，卒業年次に交付申請を行うことで修了証書が交付さ

れます。（申請をしなくても成績証明書には副専攻プログラムとして記載されま

す。）

② 環境科学部との副専攻プログラム

環境科学部と工学部におけるランドスケープに関連する授業を組み合わせて，下記の

５分野から選択し，履修できる制度です。地域における景観計画やランドスケープのス

ペシャリストとなる人材を育成することを目的としています。各分野から指定の単位数

を修得し，合計 10 単位以上でプログラム修了となり，修了証書が交付されます。 

この副専攻プログラムの登録及び履修は構造工学コース及び社会環境デザイン工学コ

ースの２年次以上が対象です。詳細は説明会で説明します。説明会の開催については，掲

示やメール等で通知します。 

なお，修得した単位の取扱いは，各コースの定めるとおりです（第８章の各コースにお

ける備考を参照）。 

・ランドスケープ学副専攻プログラム 

分野 授業科目名 単位数 提供学部

①景観計画・

デザイン理論

環境計画学Ⅱ ２単位 環境科学部

自然環境計画論 ２単位 環境科学部

建築史 ２単位 工学部

景観デザイン ２単位 工学部

②ランドスケープに

関する実践技法

社会環境デザイン製図 １単位 工学部

建築・アーバンデザイン １単位 工学部

学外実習及び見学 １単位 工学部

地域環境実習 A～E（長崎まちづくり

教育プログラムを含むもの２科目*）
２単位

（各１単位）
環境科学部

③構造

コンクリート工学 ２単位 工学部

測量学 ２単位 工学部

都市・交通計画 ２単位 工学部

基礎構造設計法 ２単位 工学部
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մ⏕ែ

環境⏕≀学Ⅱ ２単位 環境科学部

᳜≀自然史 ２単位 環境科学部

ಖ⏕≀学 ２単位 環境科学部

ಖ⏕ែ学 ２単位 環境科学部

環境᳜≀学（᳜≀ᶵ⬟学） ２単位 環境科学部

ᅵተ科学 ２単位 環境科学部

環境⏕ែ学 ２単位 工学部

յᨻ⟇

行ᨻ法 ２単位 環境科学部

環境法Ⅱ ２単位 環境科学部

環境ࢿࢪࣅス論（環境ࢿࢪࣅス論Ϩ） ２単位 環境科学部

᳃ᯘᨻ⟇論 ２単位 環境科学部

   㸨地域環境実習㸿～㹃は合計２単位を修得している場合に㝈り，修了要件の修得単位 

    に含めることができる。 

 ③ 副専攻プログラム以外の学部科目の履修 

副専攻プログラムとして設定されていない学部の科目もチྍを受けて受講するこ

とができます。受講をᕼᮃする場合は，１）工学部学務係の❆ཱྀで所定のᵝᘧを受取

り，２）所属コースの教務委員に申し出て指示を受け，㸱）受講したい学部の科目担当

教員の了承を得たうえでࠕ学部・学等履修㢪（㸿ᵝᘧ）ࠖ を所定の期間内に工学

部学務係に提出し，チྍを受けなけれࡤなりませࢇ。学⏕ಶ人のุ᩿で┤᥋学部に出

ྥき，履修手続きをすることはできませࢇ。

㸦㸰㸧学➼ࡿࡅ࠾ᤵᴗ科┠のᒚಟ

の学ཪは▷期学ࠕ 及ࠖびࠕ学以外の教育設 にࠖおける授業科目を履修するこ

とができます。ただし，履修する場合は，๓に学間等で༠㆟し，履修ྍ⬟な授業科目

等を指定して履修させる場合が୍⯡的です。履修をᕼᮃする場合は，工学部学務係へ┦

ㄯしてください。

なお，履修がㄆめられるためのලయ的᮲件，修得した単位のㄆ定単位数等の取扱いは，

各コースの定めるとおりです。

① ᨺ㏦学との単位

ᮏ学には，ࠕᨺ㏦学と長崎学との間における単位に関する༠定書ࠖに基づく

単位制度が࠶ります。この制度は，ᨺ㏦学で開講する授業科目をࠕ≉ู⫈講学⏕ࠖ

として履修し，ࡑの授業科目をᮏ学の授業科目として取り扱う制度です。⯆の࠶る学

⏕は，シラバスを工学部学務係の❆ཱྀに⨨いていますので，参照してください。

② ┴内学・▷との単位（NICE （ス長崎プログラムࣃャン࢟

長崎┴内の学・▷で開講する授業科目を履修し，ࡑの授業科目をᮏ学の授業科目

として取り扱うことができます。⯆の࠶る学⏕は，シラバスを工学部学務係の❆ཱྀに

⨨いていますので，参照してください。

― 11 ―



第㸲章 考ᰝ・ヨ㦂・成績等及び単位の授

㸦㸯㸧⪃ ᰝ

授業科目の単位のㄆ定は，考ᰝの⤖ᯝに基づいて行われます。考ᰝに合᱁すると単位

がㄆ定されます。

考ᰝは，学期ᮎに実される定期ヨ㦂にࡗࡼて行われるのがཎ๎ですが，論ᩥや࣏ࣞ

ート，ࡑのの᪉法にࡼり行われることも࠶ります。

ただし，授業科目にࡗࡼては㝶にヨ㦂（ᑠࢸストや୰間ヨ㦂）を行うことが࠶りま

す。

㸦㸰㸧ᐃᮇヨ㦂

定期ヨ㦂は，学期ᮎ（定期ヨ㦂期間）に行われるヨ㦂のことです。授業間とはู

にヨ㦂間がⓎ⾲されます。

ただし，授業科目にࡗࡼては，定期ヨ㦂期間外に定期ヨ㦂に௦わるヨ㦂が実される

ことも࠶ります。定期ヨ㦂期間以外のヨ㦂及び論ᩥや࣏ࣞート提出等については，授業

୰ཪは掲示等にࡗࡼて通知されますので授業に出ᖍし，かつ掲示をࡼく☜ㄆすることが

ྍḞです。また，出ᖍ≧ἣがⰋの場合，授業担当教員のุ᩿にࡼり受㦂㈨᱁がえ

られないことが࠶り，͆ ኻ᱁͇となりますのでὀពしてください。なお，授業には出ᖍし

たがヨ㦂を受㦂できなかࡗた⪅は͆Ḟᖍ͇となります。定期ヨ㦂をḞᖍした⪅で㏣ヨ㦂

受㦂をᕼᮃする場合は，以下の（㸱）の手続きがᚲ要となります。

㸦㸱㸧㏣ヨ㦂

㏣ヨ㦂は，ఱらかの理⏤で定期ヨ㦂を受けられなかࡗた⪅（Ḟᖍ⪅）に対して期を

ᨵめて行われるヨ㦂のことです。次のいࡎれかの⏤にࡼり各学期ᮎに行われるヨ㦂を

受けることができなかࡗた⪅が，ཎ๎として，定期ヨ㦂期間⤊了ᚋ１㐌間以内に証明書

等（Ẽにࡗ࠶てはデ᩿書）をῧえてࠕ㏣ヨ㦂㢪ࠖを提出した場合には，㏣ヨ㦂（࣏ࣞー

ト，ࡑのの᪉法にࡼり行うものを含む）を行うことが࠶ります。ᮏ人のὀព（ᐷ㐣

，㏣ヨ㦂の実は。ࢇるものは，ㄆめられませࡼ等の自ᕫ㈐௵に（し，間ㄗㄆなࡈ

各授業担当教員のุ᩿に௵せられており，ᚲࡎ実されるとは㝈りませࢇ。

① Ẽ・㈇യ

 ② ᚷᘬ

 ③ 交通ᶵ関の㐜ᘏ・ண定外の㐠ఇ

 մ ៖の⅏ᐖ

 յ ࡑの，やむを得ない⏤とㄆめられるもの
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㸦㸲㸧ヨ㦂  

ヨ㦂は，考ᰝに合᱁しなかࡗた⪅に対してホ౯のために行われるヨ㦂のことです。

ヨ㦂の実は，授業担当教員のุ᩿に௵せられており，ᚲࡎ実されるとは㝈りませ

͆。受㦂対象⪅は，定期ヨ㦂で合᱁（ホㄒ㹂）の⪅です。ࢇ ኻ᱁͇の⪅には受㦂㈨᱁が

͆，なお。ࢇりませ࠶ Ḟᖍ͇の⪅については，各担当教員のุ᩿にࡼり受㦂㈨᱁がえら

れることが࠶ります。ヨ㦂で合᱁した場合の成績は，C ホ౯となります。

なお，次学期に実されるヨ㦂の受㦂ᕼᮃ⪅は，通ᖖの授業科目とྠᵝに，㞟୰講⩏

として開講されるヨ㦂科目をNU-Webシスࢸムで履修登録しなけれࡤなりませࢇ。（履

修登録の上㝈単位に含みませࢇ。）履修登録をしなかࡗた場合，ヨ㦂は受㦂できませࢇ。

ヨ㦂の行われる᪥は，掲示等で通知されます。

㸦㸳㸧ᡂ⦼ホ౯  

専㛛教育科目の成績ホ౯の基‽及びホㄒについては，下⾲のࡼうになります。

㸦㸴㸧グ࣮ࣞࢪ࣮࣭ࣞ࣋ࢺ࣏࣭ࣥࢻ㸦㹅㹎㸿㸧࡚࠸ࡘ

工学部では，グࣞード・࣏イント・アࣞ࣋ーࢪ（㹅㹎㸿）にࡼり成績の⥲合ホ౯を行

い，履修科目登録単位数の上㝈ゎ㝖基‽なに⏝います。

   

㹅㹎㸿㸻
ホ౯㸿㸿の単位数�㸲㸩㸿の単位数�㸱㸩㹀の単位数�２㸩㹁の単位数�１

履修登録した授業科目の⥲単位数

学期㏵୰で履修をやめたり，合᱁Ⅼに㐩しない授業科目（合᱁）が࠶ると，㹅㹎㸿は

పくなります。༑分な履修計画を❧ててから履修登録と単位修得を行ࡗてください。

ただし，教㣴教育科目のうち成績ホ౯をࠕ合 ྰࠕࠖ， ㄆࠖとする科目及び自⏤科目ࠕࠖ，

（教⫋ㄢ⛬関連科目），専㛛教育科目のうち教員චチに係る科目（工学部つ⛬ ู⾲㸱の

ͤ༳の科目に㝈る）及び学㝔授業科目のඛ取り履修科目は GPA の計⟬から㝖外しま

す。  

ุ定 成績ホ౯ ホㄒ 成績ホ౯基‽ 

合᱁ 

100～�0 Ⅼ 㸿㸿 㸿以上にඃれている 

��～�0 Ⅼ 㸿 
授業科目の฿㐩目ᶆ以上に㧗度な内ᐜを㌟に付けており，

授業で㌟に付けるき内ᐜを༑分に習得している 

��～�0 Ⅼ 㹀 㹁以上にඃれているが㸿に満たない場合 

��～�0 Ⅼ 㹁 
授業科目の฿㐩目ᶆを満たしており，授業で㌟に付ける

き᭱ప㝈の内ᐜを習得している 

合᱁ �� Ⅼ以下 㹂 授業科目の฿㐩目ᶆを満たしていない 
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㸦㸵㸧ヨ㦂ᡂ⦼のⓎ⾲

成績は，ヨ㦂⤊了ᚋに NU-Web シスࢸムから☜ㄆすることができます。ただし，学

外から成績を☜ㄆする場合は，ࠕAnyConnect VPN ࢧーࣅスࠖを⏝するᚲ要が࠶り

ます。ྑの次ඖバーコードからアクࢭスして設定を行ࡗてください。

㸦㸶㸧ᡂ⦼の⩏⏦ࡋ❧࡚

専㛛教育科目において成績ホ౯に⩏が࠶る場合は，๓期，ᚋ期，各ク࢛ーターࡑれ

り通知する期間内において，成績ホ౯に対する⩏申し❧てを行うことࡼれに掲示にࡒ

ができます。所定のᵝᘧを工学部学務係で受取り，期間内に提出してください。

ただし，単に成績のホ౯の㢪い出やᩆ῭目的，᠓㢪的なものは受け付けませࢇ。

㸦㸷㸧ヨ㦂ཷ㦂࡚࠸ࡘ

① 所ᣢရの扱い 

・ヨ㦂୰は，学⏕証をᮘ上に⨨くこと。学⏕証を提示しない⪅は，ヨ㦂を受けるこ

とができませࢇ。が୍学⏕証をᛀれた⪅は，ヨ㦂開ጞ๓に工学部学務係に申し

出て，௬学⏕証（当᪥のみ᭷ຠ）の交付を受けるᚲ要が࠶ります。 

・ヨ㦂間୰に，ᮘの上に⨨けるものは，ࠕ学⏕証 㖄➹・シャープペンシルࠕࠖ ࢝ࠕࠖ

バーを外したᾘしࢦム 計ࠕࠖ 㖄➹๐りࠕࠖ ࠖー（୰㌟のみ）ࣃシࣗペーࢵࢸࠕࠖ

࠶㏵指示がู）。ࢇ㏱明な定つࠖです。これ以外の所ᣢရを⨨いてはいけませࠕ

 （。た場合を㝖くࡗ

・ᮘのᲴの୰は，ᚲࡎ✵の≧ែにすること。 

・ヨ㦂間୰は，ࠕ計のアラームࠖを⏝してはいけませࢇ。 

・ᦠᖏ㟁ヰ，ス࣐ート࢛ࣇン，ス࣐ートࢳࢵ࢛࢘等の㟁Ꮚᶵჾ㢮は，ヨ㦂ᐊにධる

๓に㟁※をษࡗてかࢇࡤ等にධれておくこと。㟁Ꮚᶵჾ㢮を計௦わりに⏝

することはできませࢇ。 

・㟁༟のᣢ㎸みをチྍされた科目において，β なᶵ⬟がᦚ載された㧗ᶵ⬟㟁༟をࠎ

ᣢ㎸む㝿は，担当教員に┦ㄯすること。 

・かࢇࡤはのできるものとし，のないものは㡸かることが࠶ります。 

   ② 㐜้⪅のධᐊ 

     ヨ㦂開ጞᚋ㸱㸮分を⤒㐣してからの㐜้⪅のධᐊは，ཎ๎としてㄆめませࢇ。 

③ ヨ㦂間୰の㏥ᐊ 

ヨ㦂開ጞから㸱㸮分以内の㏥ᐊは，ཎ๎として，㏥ᐊをㄆめませࢇ。ヨ㦂୰のⓎ

ཪはトイࣞ等やむを得ない場合には，手をᣲࡆて┘╩⪅の指示にᚑうこと。 

մ ヨ㦂間୰の┘╩⪅の指示 

ヨ㦂間୰は，┘╩⪅の指示にᚑうこと。ᚑわない場合は㏥ᐊさせることが࠶り

ます。 
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次のことをするとṇ行Ⅽとなることが࠶ります。ṇ行Ⅽを行ࡗた場合は，ࡑれ以ᚋの

受㦂はできませࢇ。また，ࠕ長崎学工学部の考ᰝに係るṇ行Ⅽの取扱いに関する申合せࠖ

にࡼり，᪤に受㦂したヨ㦂科目（定期ヨ㦂間掲載科目）の考ᰝも↓ຠとなります（㸷２

ペーࢪ参照）。

なお，上㏙のヨ㦂には，ࠕ定期ヨ㦂 。てを含みますヨ㦂ࠖのすࠕ㏣ヨ㦂ࠖ及びࠕࠖ，

յ  ゎ⟅⏝⣬の㓄付を受けたときには，ᚲࠕࡎ学部・学⏕␒ྕ・Ặ名ࠖを所定の⟠ 

所に記ධしてください。 

㸦10㸧ṇ⾜Ⅽ㛵ࡿࡍฎ⨨

。ヨ㦂受㦂についてࠖを㑂Ᏺしないこと（㸷）ࠕ・

ー・参考書・㟁Ꮚᶵჾ㢮の所ᣢ，の受㦂⪅の⟅ࣃングペーࢽン࢝）ングࢽン࢝・

等を見ること，の人から⟅えを教わることな）をすること。

・ᮘの上のⴠ書き。（ⴠ書きが࠶る場合は，ヨ㦂┘╩⪅に๓に申し出ること。）

・ヨ㦂間୰に㟁Ꮚᶵჾ㢮や計の㡢（╔ಙ・アラーム・ື㡢な）を㬆らすこと。

・ヨ㦂ᐊにおいて，の受㦂⪅の㏞ᝨとなる行Ⅽをすること。

・ヨ㦂ᐊにおいて，ヨ㦂┘╩⪅等の指示にᚑわないこと。

。の，ヨ㦂のබᖹᛶをᦆなう行Ⅽをすることࡑ・

㸦11㸧学のᒚಟ༢のㄆᐃ

学等の履修をチྍされ修得した単位のㄆ定を受けࡼうとする⪅は，次の書㢮を，

所属のコース長ཪは教務委員を⤒て工学部学務係に提出し㢪い出てください。

なお，履修単位のㄆ定はコースにࡗࡼて␗なります。

   ① 単位ㄆ定申請書・ㄆ定⾲（㸿ᵝᘧ）

   ② 成績証明書ཪは学修の成ᯝを証明する書㢮

㸦12㸧ධ学๓の᪤ಟᚓ༢のㄆᐃ

ᮏ学にධ学する๓に学ཪは▷期学（外ᅜの学ཪは▷期学を含む。）において修

得した単位を᭷する⪅は，教育上᭷┈とㄆめる場合に㝈り，ᮏ学部における授業科目の

履修にࡼり修得した単位としてㄆめることが࠶ります。ただし，ㄆ定にࡼり単位修得῭

みとなࡗたことにࡼる修業年㝈の▷⦰はできませࢇ。

上記の単位のㄆ定を受けࡼうとする⪅は，ධ学年度の所定の期᪥までに次の書㢮を工

学部学務係に提出してください。また，教㣴教育科目に係るㄆ定申請については，教㣴

教育務ᐊで手続きを行ࡗてください。

① ᪤修得単位ㄆ定申請書

② 成績証明書ཪは学修の成ᯝを証明する書㢮

③ 授業科目の内ᐜཪは学修の内ᐜを記載した書㢮（シラバス，授業内ᐜ୍ぴ等）
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なお，履修科目の登録に当たࡗては，当ึはㄆ定がないものとして所定の履修手続き

を行ࡗてください。申請した授業科目の単位のㄆ定がなされた場合は，工学部学務係に

おいて当ヱ授業科目の履修登録の取りᾘしを行います。 

㸦13㸧 ␃学㛵ࡿࡍ༢ㄆᐃ

    ␃学でᾏ外Ώ⯟して◊修を受けた場合やᾏ外の業や学を含む◊✲ᶵ関でインタ

ーンシࢵプ（ᑵ業య㦂）に参ຍした場合，以下の科目について単位がㄆ定されること

が࠶ります。 

・グローバルコࢽ࣑ࣗケーシࣙン₇習㸿（༠定ᰯでの◊修） 

・グローバルコࢽ࣑ࣗケーシࣙン₇習㹀（༠定ᰯ以外での◊修） 

・ᅜ㝿インターンシࢵプ（ᾏ外でのᑵ業య㦂） 

単位のㄆ定をᕼᮃする⪅は◊修等の開ጞண定᪥の㸱ࣨ᭶๓までに所属コース長へ申

し出，所定のᵝᘧ（ᾏ外◊修チྍ㢪・ᾏ外インターンシࢵプチྍ㢪）及び◊修ඛがⓎ行

する組⧊ᴫ要等を工学部学務係に提出してください。 

また，単位のㄆ定を申請する⪅は，ᖐᅜᚋ２㐌間以内に，ࠕ単位ㄆ定申請書 修◊ࠕࠖ，

᪥ㄅ 修⤖ᯝ報࿌書ࠖ及び修了証書等の◊✲証明書等のᚲ要書㢮を工学部学務係◊ࠕࠖ，

に提出してください。 
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第５章 ㌿コース

୍⯡選ᢤでのධ学⪅を対象として㌿コース制度を設けています。ධ学ヨ㦂の成績では

なく，ධ学ᚋの成績を基‽の୍つとして⏝いた選考を⤒て，㌿コースがྍ⬟です。

 詳細は，下記ࠕ長崎学工学部㌿コースに関する内つ 及ࠖびࠕ長崎学工学部㌿コース

ㄆ定ヨ㦂に関する実要領ࠖのとおりになࡗています。

 なお，選考への申請は，２年次に㐍⣭するだけでなく，㧗年次でもできるࡼうになࡗ

ています。

長崎学工学部㌿コースに関する内つ

 （㊃᪨）

第１᮲ この内つは，長崎学工学部つ⛬(ᖹ成１㸴年つ⛬第１ྕ。以下ࠕつ⛬ࠖという。)第
２１᮲のつ定に基づき，㌿コースに関しᚲ要な㡯を定めるものとする。

 （㌿コースྍ⬟人員）

第２᮲ ㌿コースྍ⬟人員は，各コースⱝᖸ人とする。

 （出㢪㈨᱁）

第㸱᮲ コースኚ᭦を出㢪できる⪅は，୍⯡選ᢤ合᱁⪅で次の各ྕすてにヱ当する⪅とす

る。

（１）ኚ᭦を㢪い出るコースの専㛛分野に関するᙉい関ᚰと目的ព㆑をᣢࡗている⪅

（２）ධ学してからの学習ែ度がⰋዲで，㧗いຮ学ពḧと基礎学ຊをᣢࡗている⪅

（㸱）コースをኚ᭦することにࡼり，ᶆ‽修業年㝈内に卒業できないことも࠶り得ることを

了承している⪅

 （選考᪉法）

第㸲᮲ ㌿コースᚿ㢪⪅を選考するため，㌿コースㄆ定ヨ㦂を実する。

２ ㌿コースㄆ定ヨ㦂に関する実要領は，ูに定める。

（㌿コースチྍ）

第５᮲ ㌿コースのチྍは，工学部教授会の㆟を⤒て，学部長が行う。

（㌿コースをチྍされた⪅の修業年㝈等）

第㸴᮲ ㌿コースをチྍされた⪅の修業年㝈，ᅾ学期間及びఇ学期間は，長崎学学๎のつ

定にࡼるものとする。

（㌿コースをチྍされた⪅の履修᪉法等）

第㸵᮲ ㌿コースをチྍされた⪅の履修᪉法及び卒業要件は，つ⛬につ定する㌿コースඛの

履修᪉法及び卒業要件にࡼるものとする。
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長崎学工学部㌿コースㄆ定ヨ㦂に関する実要領

１ ㊃᪨

この実要領は，長崎学工学部㌿コースに関する内つ第㸲᮲第２㡯のつ定に基づき，  

㌿コースㄆ定ヨ㦂に関しᚲ要な㡯を定めるものとする。

２ ㄆ定ヨ㦂᪉法

ㄆ定ヨ㦂は，㈨᱁ᑂᰝ及び㠃᥋にࡼり行う。

（１）㈨᱁ᑂᰝ

 当ヱ年度に登録した履修科目の㸷以上の単位（登録した履修科目が㸲５単位以下の    

場合にࡗ࠶ては㸲１単位以上）を修得し，かつ，これまでに修得したての科目の８以

上が，ホㄒ㸿以上で࠶ること。

（２）㠃᥋  
  （１）の㈨᱁ᑂᰝ要件を満たした⪅に対して」数の㠃᥋委員にࡼるಶ人㠃᥋を行う。

 なお，㠃᥋委員は，受ධண定コースにおける教授会構成員から選出することをཎ๎    

とし，ᚿ㢪⪅数☜定ᚋ，Ỵ定する。

 ホ౯㡯目は，コースኚ᭦のᚿᮃືᶵ，ຮ学ពḧ，基礎学ຊ等とし，１㸮㸮Ⅼ満ⅬでⅬ数

する。基礎学ຊに関しては，当ヱ学⏕が履修した工学基礎科目の内ᐜ࠶るいは履修して

いない分野については㧗ᰯ卒業⛬度の内ᐜをၥうものとする。

ὀ）各得Ⅼは，ホ౯㡯目ࡈとにᑠ数Ⅼ第㸱位をᅄᤞධするものとする。

㸱 ㄆ定ヨ㦂᪥⛬

（１）コースኚ᭦㢪受付⥾ษ  ２᭶１㸲᪥

（２）㈨᱁ᑂᰝ⤖ᯝ通知᪥   ᅾ学⏕の成績ධຊ᭱⤊᪥の⩣᪥

（㸱）㠃᥋ヨ㦂᪥       ㈨᱁ᑂᰝ⤖ᯝ通知᪥の⩣᪥

（㸲）ヨ㦂⤖ᯝ報࿌⥾ษ    㠃᥋ヨ㦂᪥の⩣᪥

（５）合ྰุ定会㆟      学部ධヨのᚋ期᪥⛬合ྰุ定会㆟᪥

ͤ 指定した᭶᪥が，ᅵ᭙・᪥᭙となる場合は，⩣᭶᭙᪥を指定᪥とする。

㸲 合ྰุ定

 合ྰุ定は，㠃᥋の得Ⅼに基づき，工学部教授会が行う。
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第㸴章 㐍 ⣭・卒 業

㸦㸯㸧㸱ᖺḟ㐍⣭

第㸱年次へ㐍⣭するためには，第２年次ᮎまでに開講される教㣴教育科目と

専㛛教育科目から，合計㸲㸮単位以上を修得しなけれࡤなりませࢇ。

第㸱年次へ㐍⣭できない場合，第２年次に␃年することとなり，第㸱年次以

上の授業科目を履修することができないか，工学部長から㏥学່࿌を出すこ

とが࠶ります。

㸦㸰㸧༞ᴗ◊✲

卒業◊✲とは，㸲年次に履修するᚲ修科目で，学⏕が㓄属された各分野の◊

✲ᐊにおいて指ᑟ教員の下，◊✲を行うものです。◊✲ᐊ㓄属までに自ᕫの㐺

ṇ，㐍みたい分野について༑分᳨ウできるࡼうຮᙉしておいてください。

㸦㸱㸧༞ᴗ◊✲のᒚಟ㈨᱁

卒業◊✲に╔手するためには，㸱年次⤊了に次の要件を満たしていなけれ

。ࢇなりませࡤ

① 教㣴教育科目については，ู⾲第１に定める᭱ప修得単位数を修得して

いること。

   ② 専㛛教育科目については，所属コースにおいてูに定める要件を満たして

いること。

㸦㸲㸧༞ᴗのㄆᐃ

ᮏ学部に㸲年以上ᅾ学し，ู⾲第１に定める᭱ప修得単位数以上を修得した

ものに対しては，卒業をㄆ定します。ㄆ定されたものには，ࠕ学ኈの学位ࠖが授

されます。

㸦㸳㸧ᡂ⦼ඃ⚽⪅のᤵᴗ科┠ᒚಟの≉

（㸱）の要件にかかわら２，ࡎ年次ᮎまでに，所属コースが指定する授業科目の

単位を修得し，かつ，ඃ⚽な成績を修めた⪅で教育上᭷┈で࠶るとㄆめた場合

には，㸱年次において卒業◊✲及び㸲年次に開講するᚲ修科目・選択科目の履

修をㄆめています。

このᥐ⨨をᕼᮃする⪅は，ணめ所属コースのコース長ཪは教務委員に申し出

て履修指ᑟを受けなけれࡤなりませࢇ。

なお，ᮏ学部は，成績のᴟめてඃ⚽な学⏕に対して，᪩期卒業及び㣕び⣭のࡼ

うに，学部の修業年㝈を㸱年間に▷⦰できる制度を設けています。
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㸦㸴㸧᪩ᮇ༞ᴗ

次に掲ࡆる要件にヱ当する場合には，（㸲）の要件に関わらࡎ，ᮏ学部に㸱年

以上ᅾ学した⪅の卒業をㄆ定します。

① 工学部つ⛬ู⾲第１に定める᭱ప修得単位数を修得し，かつ，当ヱ単位を

ඃ⚽な成績をもࡗて修得したとㄆめられること。

② ᪩期卒業をᕼᮃしていること。

これは，᪩期に学を卒業することで⤒῭的ඃ㐝をえ，かつ学㝔や実社会

等に᪩期に㐍むᶵ会を提供する㊃᪨で設けられています。

㸦㸵㸧学㝔༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ཬࡧ学㝔༤ኈㄢ⛬㸦㸳ᖺ୍㈏ไ㸧の㣕ࡧ⣭

◊✲⪅としてඃれた㈨㉁を᭷する⪅に᪩期から学㝔教育を提供する㊃᪨で

設けられています。ただし，㣕び⣭で学㝔にධ学した⪅にはᮏ学から卒業㈨᱁

はえられませࢇ。ただし，学㝔ᅾ学୰に㊊単位を修得したうえでࠕ学ホ

౯・学位授ᶵ構ࠖへ単位の修得≧ἣを証明する書㢮を提出し，㈨᱁ᑂᰝを⤒て

。学ኈの学位ࠖを上記のᶵ構から取得することができますࠕ

㣕び⣭をᕼᮃする⪅は，所属コースの教務委員や指ᑟ教員へ┦ㄯしてくださ

い。
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第㸵章 ᪥ᮏ技⾡⪅教育ㄆ定ᶵ構のㄆ定について

᪥ᮏ技⾡⪅教育ㄆ定ᶵ構（JABEE: Japan Accreditation Board for 
Engineering Education）は，学なの㧗等教育ᶵ関で実されている技⾡⪅

教育プログラムが，社会の要ồỈ‽を満たしているかうかをබᖹにホ౯し，要

ồỈ‽を満たしている教育プログラムをㄆ定するᶵ関です。（詳細は，

http://www.jabee.org/を参照してください。）

工学部では，ㄆ定ᑂᰝを受けるコースに所属する学⏕は，所属コースの教育プロ

グラムの履修⪅となります。ここで，所属コースの教育プログラムとは，教㣴教育，

専㛛教育を含むධ学から卒業までの࢝リࣗ࢟ラムのみならࡎ，教育᪉法，教育設

備・環境等を含む教育シスࢸムయのことをいいます。

ㄆ定ᑂᰝを受けるコースの卒業要件を満たし，᪥ᮏ技⾡⪅教育ㄆ定ᶵ構にࡗࡼ

てㄆ定された期間に卒業した⪅に対しては，プログラムの修了をㄆ定します。

プログラム修了⏕は，技⾡ኈの୍次ヨ㦂合᱁⪅とྠ等で࠶るとして，技⾡ኈ⿵と

なる㈨᱁がえられます。また，申請にࡼり技⾡ኈ⿵として登録することができま

す。

（ὀ）ᖹ成２㸱年度ධ学⪅からは，構造工学コース，社会環境デザイン工学コース

の２コースがプログラム修了のㄆ定を得られます。
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第８章 ラム⾲と各科目の単位数ࣗ࢟リ࢝

㸦㸯㸧ࣗ࢟ࣜ࢝ラム⾲࡚࠸ࡘ

ての授業科目は，࢝ࠕリࣗ࢟ラム⾲ࠖにỴめられています。専㛛教育科目につ

いては，コースูにస成されており，ࡑれࡒれ次㡫以㝆に掲載しています。

教㣴教育科目及び専㛛教育科目の᭱ప修得単位数（卒業にᚲ要な単位数）に関

しては，第１章（５）の㹙ู⾲第１㹛にまとめています。

㸦㸰㸧ྛࢫ࣮ࢥのつᐃཬࣗ࢟ࣜ࢝ࡧラム⾲

次㡫ࡼり，各コースで定められたつ定及び࢝リࣗ࢟ラム⾲を記載しています。
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－機械工学コース－ 

《規 定》

履修上の注意 

 機械工学コース学生は，工学部規程及びこの手引に定められた事項に加えて，次の

各項に注意して学習すること。

１．選択科目の履修方法 

選択科目については，各自，履修計画を立てて受講し，合計２２単位以上を修得

すること。ただし，カリキュラム表の備考欄に＊1 を付した科目（経営管理と産業経

済学の２科目）から２単位以上を必ず修得すること。

２．卒業研究着手基準 

３年次末までの履修実績が下記の全てに該当する者は，卒業研究に着手すること

ができる。

（１）教養教育の最低修得単位を修得している者。

（２）３年次までに取得すべき必修科目の修得単位が５５単位以上の者。

（３）選択科目の修得単位が１５単位以上の者。

３．早期卒業について 

早期卒業を希望する者は，２年次末の定められた時点までに，コース長又は教務

委員に予め申し出なくてはならない。早期卒業希望の申し出の期限については，掲

示等により別途，周知する。申し出た者のうち，２年次末の成績等が３年次における

卒業研究等の履修に係る認定基準を満足する者については，第６章（５）成績優秀者

の授業科目履修の特例（工学部規程第１８条及び第２０条関係）に示されているよ

うに，「２．卒業研究着手基準」に依らず，３年次での卒業研究の着手を認める。 

３年次での卒業研究の着手を認められた者は，４年次の開講科目も３年次に履修

できる。なお，３年次における卒業研究等の履修及び早期卒業に係る認定基準につ

いては，次のとおりとする。

（１）３年次における卒業研究等の履修に係る認定基準

   以下の条件を全て満足すること。

① １年次末及び２年次末において成績評価が工学部規程第９条第２項に規定

する上限単位数を超えて履修できる要件を満たしていること。

② ２年次末までに，教養教育科目の最低修得単位数を全て修得していること。

③ ２年次末までに，開講された必修の専門教育科目の全て５１単位及び選択の

専門教育科目９単位以上を修得していること。

④ ２年次末までに修得した必修の専門教育科目の全て５１単位が評語Ａ以上

であること。

⑤ ２年次末までに修得した選択の専門教育科目のうち９単位以上が評語Ａ以

上であること。

― 23 ―



（２）早期卒業の認定基準

   以下の条件を全て満足すること。

① 卒業に必要な専門教育科目の最低修得単位数９６単位を全て修得している

こと。

② 修得した必修の専門教育科目の全て（㸵４単位）が評語Ａ以上であること。

③ 修得した選択の専門教育科目のうち２２単位以上が評語Ａ以上であること。
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ࠔ⾲ラムࣗ࢟ࣜ࢝のࢫ࣮ࢥᶵᲔᕤ学ࠓ

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

工
業

理
科

微分積分学Ⅰ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅱ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅲ 2 1 ○ 4

線形代数学Ⅰ 2 1 ○ 2 2

線形代数学Ⅱ 2 1･2･3･4 ○

確率 1 2 ○ 2

統計 1 2 ○ 2

応用数学A 2 3 ○ 2 2

応用数学B 2 3 ○ 2 2

応用数学C 2 2 ○ 2 2

基礎物理A 2 1 ○ 4 ○

基礎物理B 2 1･2･3･4 ○ ○

基礎物理C 2 2 ○ 2 2 ○

基礎物理D 2 4 ○ 4 ○

基礎化学 2 1 ○ 2 2 ●

生命科学 2 1 ○ 2 2 ●

基礎実験 1 1 ○ 4 4 ●

情報科学概論 2 1 ○ 2 2

技術英語Ⅰ 1 2 　 ○ 2 2 ○

技術英語Ⅱ 1 3 　 ○ 4 ○

技術英語Ⅲ 1 3 　 ○ 2 2 ○

技術英語Ⅳ 1 4 　 ○ 2 2

創成プロジェクト 1 1･2･3･4 　 　 ○ ●

工学倫理 1 2 ○ 2 ●

安全工学 1 3 ○ 2 ●

経営管理 2 3 ○ 4 *1

産業経済学 2 3 ○ 2 2 *1

プログラミング概論 1 1 ○ 4 4

機械工学実験 1 2 　 ○ 4 4 ○

機械のデザインA 1 1 　 ○ 4 4 ○

機械のデザインB 1 2 ○ 4 4 ○

実践ＩＯＴ実習 1 3 ○ 4 4 ○

エンジニアリングアプローチ 2 2 ○ 4 ○

エンジニアリングプラクティス 1 3 ○ 集中

ＣＡＥ実習 1 3 ○ 4 4

材料力学Ⅰ 1 2 ○ 2 ○

材料力学Ⅱ 1 2 ○ 2 ○

材料力学Ⅲ 1 2 ○ 2 ○

材料力学Ⅳ 1 2 ○ 2 ○

弾性力学 1 3 ○ 2 ○

機械材料Ⅰ 1 1 ○ 2 ○

機械材料Ⅱ 1 1 ○ 2 ○

材料強度学 1 3 ○ 2 ○

機械力学Ⅰ 1 2 ○ 2 ○

機械力学Ⅱ 1 2 ○ 2 ○

機械力学Ⅲ 1 2 ○ 2 ○

機械力学Ⅳ 1 3 ○ 2 ○

機構システム学Ⅰ 1 2 ○ 2 ○

機構システム学Ⅱ 1 2 ○ 2 ○

設計工学Ⅰ 1 3 ○ 2 ○

設計工学Ⅱ 1 3 ○ 2 ○

生産加工学Ⅰ 1 2 ○ 2 ○

生産加工学Ⅱ 1 2 ○ 2 ○

生産加工学実習 1 2 ○ 4 4 ○

機械計測法Ⅰ 1 2 ○ 2 ○

機械計測法Ⅱ 1 2 ○ 2 ○

機械計測法Ⅲ 1 3 ○ 2 ○

メカトロニクス 2 3 ○ 4 ○

制御工学Ⅰ 1 2 ○ 2 ○

制御工学Ⅱ 1 2 ○ 2 ○

制御工学Ⅲ 1 3 ○ 2 ○

ロボット工学 1 3 ○ 2 ○

流体力学Ⅰ 1 2 ○ 2 ○

流体力学Ⅱ 1 2 ○ 　 2 ○

流体力学Ⅲ 1 2 ○ 2 ○

単位数

必
修

選
択

自
由

専
門
科
目

備考（前
提履修
科目及
び注記）

工
学
基
礎
科
目

毎週授業時間数 教員免許に
係る科目

1年次 2年次 4年次3年次

科
目
区
分

授業科目名
標準
履修
年次

講
義

演
習

実
験
実
習
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1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

工
業

理
科

単位数

必
修

選
択

自
由

備考（前
提履修
科目及
び注記）

毎週授業時間数 教員免許に
係る科目

1年次 2年次 4年次3年次

科
目
区
分

授業科目名
標準
履修
年次

講
義

演
習

実
験
実
習

流体力学Ⅳ 1 3 ○ 2 ○

⇕力学Ⅰ 1 2 ○ 2 ○

⇕力学Ⅱ 1 2 ○ 　 2 ○

⇕力学Ⅲ 1 2 ○ 2 ○

⇕力学Ⅳ 1 2 ○ 2 ○

ఏ⇕学Ⅰ 1 3 ○ 2 ○

ఏ⇕学Ⅱ 1 3 ○ 2 ○

流体機械 1 3 ○ 2 ○

エ䝛䝹䜼ー䛸⎔ቃ工学 1 3 ○ 2 ○

エンジン工学 1 3 ○ 2 ○

応用物理学 2 2 ○ 2 2 ○

数್計⟬法Ⅰ 1 2 ○ 2

数್計⟬法Ⅱ 1 2 ○ 2

♫䛸工学 2 3 ○ 4 ○

ᅜ㝿イン䝍ーンシップ 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーA 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーB 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習A 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習B 1 1･2･3･4 ○

㻤 4 ○

㻣4 3㻡 4計

専
門
科
目

24༞業◊✲
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開  講  単  位  数  一  覧

学 年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

学 期 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q

必 修 ８ ６ １７ ２０ ９ ５ １ ８

選 択 ７ ０ ２ ０ ７ １１ ２ ０

計 １５ ６ １９ ２０ １６ １６ ３ ８

合計 ２１ ３９ ３２ １１

（備 考）

１．選択科目の中から２２単位以上（うち備考欄に*1 を付した科目から２単位以上を含

む。）を修得すること。

２．他のコース及び他学部で修得した単位（副専攻プログラムにおいて修得した単位を含む。）

は，８単位までを別表第１に掲げる専門教育科目の選択科目の最低履修単位数に算入するこ

とができる。

３．教員免許に係る科目欄の●印は教員免許取得上の必修科目を，○印は教員免許取得上の

選択科目を表す。
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－電気電子工学コース－ 

《規 定》 

履修上の注意 

電気電子工学コースの学生は，工学部規程及びこの手引に定められた事項に加えて，

次の各項に注意して学習すること。

１．卒業研究着手基準 

電気電子工学コースの卒業研究は，修学状況が良好と認められた者のみが着手す

ることができる。最低限の基準は次のとおりであるが，最終的な認定は３年次末※の

コース会議にて行われる。なお，過年度生についての最低限の基準は別に指示する。

（１）教養教育科目の最低修得単位を修得していること。

（２）専門教育科目中より，６８単位以上（ただし自由科目は除く）を修得してい

ること。

（３）前項の単位数には，少なくとも必修科目４０単位以上を含んでいること。

２．早期卒業について 

早期卒業を希望するものは，予めコース長又は教務委員に申し出ることにより，

２年次末※の成績等により３年次※での卒業研究着手を認める。４年次※の開講科目

も３年次※に履修できる。なお，早期卒業の要件については以下のとおりである。

（１）３年次※における卒業研究等の履修に係る認定基準

以下の条件を全て満足すること。

① １年次末※及び２年次末※において，成績評価が工学部規程第９条第２項に

規定する上限単位数を超えて履修できる要件を満たしていること。

② ２年次末※において，教養教育科目の最低修得単位数を全て修得しているこ

と。

③ ２年次末※において，開講された必修の専門教育科目の全て４１単位及び選

択の専門教育科目のうち９単位以上を修得していること。

④ ２年次末※において，修得した必修の専門教育科目のうち３７単位以上が評

語Ａ以上であること。

⑤ ２年次末※において，修得した選択の専門教育科目のうち９単位以上が評語

Ａ以上であること。

（２）早期卒業の認定基準

以下の条件を全て満足すること。

① 卒業に必要な専門教育科目の最低修得単位数全て９６単位を修得しているこ

と。

② 修得した必修の専門教育科目のうち５２単位以上が評語Ａ以上であること。

③ 修得した選択の専門教育科目のうち３４単位以上が評語Ａ以上であること。

※「年次」は，入学から休学期間を含む在籍期間を意味する。例えば，２年次は，入学

から休学期間を含む在籍期間の２年目であることを意味する。
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1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

工
業

理
科

微分積分学Ⅰ 2 1 ○ 4 ●

微分積分学Ⅱ 2 1 ○ 4 ●

微分積分学Ⅲ 2 1 ○ 4 ●

線形代数学Ⅰ 2 1 ○ 4 ●

線形代数学Ⅱ 2 1 ○ 　 4 ●

確率 1 2 ○ 2 ●

統計 1 2 ○ 2 ●

応用数学A 2 2 ○ 4 ●

応用数学B 2 2 ○ 4 ●

応用数学C 2 1 ○ 4 ●

基礎物理A 2 1 ○ ○ ●

基礎物理B 2 2 ○ ○ ●

基礎物理C 2 1･2･3･4 ○ ○

基礎物理D 2 2 ○ 4 ○ ●

基礎化学 2 3 ○ ●

生命科学 2 3 ○ ●

基礎実験 1 1 ○ 4 4 ● ●

情報科学概論 2 1 ○ 4

技術英語Ⅰ 1 2 　 ○ ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○ 4 ○

技術英語Ⅲ 1 3 　 ○ ○

技術英語Ⅳ 1 4 ○

創成プロジェクト 1 1･2･3･4 　 　 ○ ●

工学倫理 1 3 ○ 2 ● ●

安全工学 1 3 ○ 2 ●

経営管理 2 4 ○ 4

産業経済学 2 4 ○ 4

プ䝺䝊ンテーシ䝵ン技法 㻜㻚㻡 2 ○ 2

ᛮ考法演習 㻜㻚㻡 2 ○ 2

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ 2 1 ○ 4 ○ ● ● ●

㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ 2 1 ○ 4 ○ ● ● ●

㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ 2 2 ○ 4 ○ ● ● ●

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅰ 2 1 ○ 4 ○ ● ● ●

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅱ 2 2 ○ 4 ○ ● ● ●

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅲ 2 2 ○ 4 ○ ● ● ●

㟁Ẽ㟁Ꮚ計測 2 3 ○ 4 ○ ● ● ● ●

プログラミング演習Ⅰ 㻜㻚㻡 2 ○ 2

プログラミング演習Ⅱ 㻜㻚㻡 2 ○ 2

数್ゎᯒア䝹䝂リ䝈ムⅠ 㻜㻚㻡 2 ○ 2

数್ゎᯒア䝹䝂リ䝈ムⅡ 㻜㻚㻡 2 ○ 2

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅰ 1 2 ○ ○ ● ●

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅱ 1 2 ○ ○ ● ●

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学応用実験 1 3 ○ ○ ● ●

プロジェクト実験 2 3 ○ ○ ● ●

ディジ䝍䝹ಙྕฎ理 2 3 ○ 4 䖂

㟁Ẽエ䝛䝹䜼ー工学Ⅰ 2 2 ○ 4 ○ ●

㟁Ẽエ䝛䝹䜼ー工学Ⅱ 2 3 ○ 4 ○ ● ●

㧗㟁ᅽ䞉䝟䝹ス䝟䝽ー工学 2 3 ○ 4 ○ ○

㟁Ẽ法つ䛚䜘び㟁力管理 2 4 ○ ● ●

㟁Ẽ機ჾ 2 2 ○ 　 4 ○ ● ●

自ື制御 2 2 ○ 4 ○ ●

ディジ䝍䝹制御システム 2 3 ○ 　 4 䖂

䝟䝽ーエ䝺クトロニクス 2 3 ○ 　 4 ○ ●

㟁Ẽ機ჾ設計䞉〇ᅗ 2 4 ○ 　 ● ●

㟁Ꮚᅇ㊰Ⅰ 2 3 ○ 　 4 ○ ● ●

㟁Ꮚᅇ㊰Ⅱ 2 3 ○ 　 4 ○ ●

ディジ䝍䝹論理ᅇ㊰ 2 3 ○ 　 4

㟁Ꮚ物性 2 2 ○ 　 4 ○ ● ○ ●

㟁Ẽ㟁Ꮚ材料学 2 3 ○ 　 4 ○ ○ ○ ●

㏻ಙ᪉ᘧ 2 2 ○ 　 4 ○ 䖂 ●

㏻ಙ機ჾ 2 3 ○ 　 4 ○ ●

㟁☢Ἴ工学A 2 3 ○ 4 ○ ● ●

㟁☢Ἴ工学B 2 3 ○ 　 4 ○ ●

ග工学 2 3 ○ 　 4

㏻ಙ法つ 2 4 ○ 　 ●

学እ実習䞉工ሙぢ学 1 3 ○

ᅜ㝿イン䝍ーンシップ 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーA 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーB 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習A 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習B 1 1･2･3･4 ○

㻤 4 ○

㻡㻤 㻢1 3

2

2

2

2

3

3

3

㻢

2

2

2

2

2

科目
区分

授業科目名

単位数
標準
履修
年次

講
義

毎週授業時間数 教員免許に
係る科目

㈨　　　᱁

3年次 4年次 㟁
Ẽ


㟁
Ẽ
工

༞業◊✲ ��

計

工
学
基
礎
科
目

ࠔ⾲ラムࣗ࢟ࣜ࢝のࢫ࣮ࢥ㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ࠓ

↓
線
技

専
門
科
目

備考（前提
履修科目
及び注記）

必
修

選
択

自
由

1年次 2年次演
習

≉
↓
技

実
験
実
習
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（備 考）

注１．他のコース，他学部（副専攻プログラムを含む）及び他大学（放送大学を含む）で修得

した単位は，合わせて８単位までを卒業要件の選択科目として認める。

注２．「学外実習・工場見学」において，学外実習は５日間以上とする。また，工場見学は適

当な日を選び教員が引率する。学外実習と工場見学を併せて単位として認める。

注３．教員免許に係る科目欄の●印は教員免許取得上の必修科目を，○印は教員免許取得上

の選択科目を表す。

注４．資格欄の「電気主」は電気主任技術者，「電気工」は第１種及び第２種電気工事士，「無

線技」は第１級陸上無線技術士，「特無技」は第１級陸上特殊無線技士並びに第２級海

上特殊無線技士をそれぞれ表す。また，●印は各資格取得上の必修科目，○印と◎印

は各資格取得上の選択科目を表す。

① 電気主任技術者免状取得希望者は，「電気主」欄の●印が表す必修科目を全て修得

すること。さらに，○印が表す選択科目から１科目以上修得し，◎印が表す選択科

目から２科目以上修得すること。これにより，所定の実務経験を経て認定申請をす

れば，免状を取得することができる。

② 第１種及び第２種電気工事士免状取得希望者は，「電気工」欄の●印が表す必修科

目を全て修得し，○印が表す選択科目から１科目以上修得すること。これにより，

第２種電気工事士の筆記試験が免除され，第１種電気工事士の免状申請に必要な実

務経験期間が短縮（５年→３年）される。

③ 第１級陸上無線技術士免許証取得希望者は，「無線技」欄の●印が表す必修科目を

全て修得すること。これにより，国家試験の一部が免除される。

④ 第１級陸上特殊無線技士並びに第２級海上特殊無線技士の免許証取得希望者は，

「特無技」欄の●印が表す必修科目を全て修得すること。これにより，指定された

機関に自己申請すれば，免許証を取得することができる。

  開  講  単  位  数  一  覧 

学 年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

学 期 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q １Q・2Q 3Q・4Q

必 修 １２ １１ １２ ６ ４ ５ ０ ８ 

選 択 ０ ０ ２ １２ ２０ １１ ４ ６ 

計 １２ １１ １４ １８ ２４ １６ ４ １４ 

合 計 ２３ ３２ ４０ １８ 
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－構造工学コース－

《規 定》 

履修上の注意

構造工学コース学生は，工学部規程及びこの手引に定められた事項に加えて，次の各項に注意し

て学習すること。

１．卒業研究着手基準 

判定会議までに次の条件をすべて満たしていること。

（１）教養教育科目の最低修得単位数を修得していること。

（２）専門教育科目について

必修科目より５８単位以上，及び選択科目より１８単位以上を修得していること。なお，

修得した選択科目には，基礎化学，生命科学及び環境地質学の３科目のうち２単位以上，経

営管理，産業経済学のうち２単位以上が含まれていること。

（３）下記の９科目すべてを修得していること。

科 目 名 単位 科 目 名 単位

建 築 製 図 Ⅰ ２ 構 造 力 学 Ⅰ ２

構 造 工 学 入 門 １ 構造力学演習Ⅰ １

材 料 力 学 ２ Ｃ Ａ Ｄ 演 習 ２

材 料 力 学 演 習 １ エンジニアリングデザイン入門 １

構造工学セミナー １

２．早期卒業について 

早期卒業を希望するものは，コース長又は教務委員に予め申し出なければならない。また，以

下の認定基準を満足しなければならない。

（１）３年次における卒業研究等の履修に係る認定基準

   以下の条件を全て満足すること。

① １年次末及び２年次末において成績評価が工学部規程第９条第２項に規定する上限単

位数を超えて履修できる要件を満たしていること。

② ２年次末までに，教養教育科目の最低修得単位数を全て修得していること。

③ ２年次末までに，開講された必修の専門教育科目の全て４６単位及び選択の専門教育科

目※の全て２０単位を修得していること。

④ ２年次末までに修得した必修の専門教育科目のうち４６単位が評語Ａ以上であること。

⑤ ２年次末までに修得した選択の専門教育科目のうち２０単位が評語Ａ以上であること。

（２）早期卒業の認定基準

   以下の条件を全て満足すること。

①  卒業に必要な専門教育科目の最低修得単位数全て９６単位を修得していること。

②  修得した必修の専門教育科目のうち７２単位以上が評語Ａ以上であること。

③  修得した選択の専門教育科目※のうち２４単位以上が評語Ａ以上であること。
  

※ 選択の専門教育科目に「創成プロジェクト」は含めない。
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工
業

理
科

微分積分学Ⅰ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅱ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅲ 2 1 ○ 2 2

線形代数学Ⅰ 2 1 ○ 2 2

線形代数学Ⅱ 2 1･2･3･4 ○

確率 1 1･2･3･4 ○

統計 1 1･2･3･4 ○

応用数学Ａ 2 2 ○ 2 2

応用数学䠞 2 1･2･3･4 ○

応用数学C 2 2 ○ 2 2

基礎物理Ａ 2 1 ○ 2 2 ○

基礎物理䠞 2 1 ○ 2 2 ○

基礎物理Ｃ 2 1 ○ 2 2 ○

基礎物理䠠 2 1･2･3･4 ○ ○

基礎化学 2 3 ○ 2 2 ● 注2

生命科学 2 2 ○ 2 2 ● 注2

基礎実験 1 1 ○ 3 3 ●

情報科学概論 2 1 ○ 2 2

技術英語Ⅰ 1 2 ○ 2 2 ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○ 2 2 ○

技術英語Ⅲ 1 3 ○ 2 2 ○

技術英語Ⅳ 1 4 ○

創成プロジェクト 1 1･2･3･4 ○ ●

工学倫理 1 1 ○ 2 ●

安全工学 1 3 ○ 2 ●

経営管理 2 3 ○ 4 注3

産業経済学 2 3 ○ 2 2 注3

構㐀工学ධ門 1 1 ○ 4 ○

材料力学 2 1 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪

材料力学演習 1 1 ○ 2 2 ○ 材料力学

構㐀力学Ⅰ 2 2 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪

構㐀力学Ⅱ 2 2 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪

構㐀力学演習Ⅰ 1 2 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪 構㐀力学Ⅰ

構㐀力学演習Ⅱ 1 2 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪 構㐀力学Ⅱ

構㐀ື学Ⅰ 2 2 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪

構㐀ື学Ⅱ 1 3 ○ 2 ○ 䕦 䖪

流体工学 2 2 ○ 2 2 ○

構㐀物安ᐃ論 2 2 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪

ᖹ㠃及び᭤㠃構㐀論 2 3 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪

シミ䝳䝺ーシ䝵ン工学 2 2 ○ 2 2 ○

計⟬力学 2 3 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪

計⟬力学演習 1 3 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪 計⟬力学

構㐀材料学 2 2 ○ 4 ○ 䕺 䖪

䝁ンクリート工学 2 2 ○ 2 2 ○ 䕺 䖪

⎔ቃᆅ㉁学 2 2 ○ 4 ○ 注2

㗰構㐀設計法Ⅰ 2 3 ○ 4 ○ 䖩 䖪

㗰構㐀設計法Ⅱ 1 3 ○ 2 䖩 䖪

䠮Ｃ構㐀設計法Ⅰ 2 3 ○ 4 ○ 䖩 䖪

䠮Ｃ構㐀設計法Ⅱ 1 3 ○ 2 䖩 䖪

構㐀ረ性設計法 2 3 ○ 2 2 ○ 䕦 䖪

基礎構㐀設計法 2 3 ○ 2 2 ○ 䖩 䖪

⥔ᣢ管理工学 2 3 ○ 2 2 ○ 䕔 䕕

ᾏὒ構㐀工学概論 2 2 ○ 　 4 ○

⯟✵Ᏹᐂ工学概論 2 3 ○ 2 2 ○

ᘓ⠏ྐ 2 1 ○ 䠆 䖂 䕧 注㻢

ᘓ⠏設計論 2 1 ○ 䠆 ○ 䖂 䕧 注㻢

ᘓ⠏法つ 2 2 ○ 4 ○ 䖂 䖂

ᘓ⠏計⏬基礎 1 2 ○ 2 ○ 䖂 䕧

ᘓ⠏計⏬Ａ 1 2 ○ 2 ○ 䖂 䕧

ᘓ⠏計⏬䠞 1 3 ○ 2 ○ 䖂 䕧

ᘓ⠏⎔ቃ工学 2 3 ○ 2 2 ○ 䖂 䕧

設備工学 2 3 ○ 2 2 ○ 䖂 䕧

ᘓ⠏工 2 3 ○ 2 2 ○ 䕔 䕕

ᘓ⠏〇ᅗⅠ 2 1 ○ 4 4 ○ ● ○

ᘓ⠏〇ᅗⅡ 1 2 ○ 4 ○ ● ○

ᘓ⠏〇ᅗⅢ 1 2 ○ 4 ○ ● ○

ࠔ⾲ラムࣗ࢟ࣜ࢝のࢫ࣮ࢥᵓ㐀ᕤ学ࠓ

科
目
区
分

授業科目名

単位数
標準
履修
年次

講
義

演
習

実
験
実
習

毎週授業時間数
備考（前提
履修科目及
び注記）

必
修

選
択

自
由

1年次 2年次 3年次 4年次
୍
⣭


⣭
䞉
ᮌ
㐀

工
学
基
礎
科
目

教員免許
に係る科目

㈨᱁

専
門
科
目
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Q
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Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

工
業

理
科

科
目
区
分

授業科目名

単位数
標準
履修
年次

講
義

演
習

実
験
実
習

毎週授業時間数
備考（前提
履修科目及
び注記）

必
修

選
択

自
由

1年次 2年次 3年次 4年次
୍
⣭


⣭
䞉
ᮌ
㐀

教員免許
に係る科目

㈨᱁

ᘓ⠏設計〇ᅗA 1 3 ○ 4 ○ ● ○

ᘓ⠏設計〇ᅗB 1 3 ○ 4 ○ ● ○

ＣＡ䠠演習 2 2 ○ 4 4 ○ 䈜 䈜

エンジニアリングデザインධ門 1 2 ○ 4

構㐀工学実験 2 3 ○ 㻢 㻢 ○ 䕦 䖪

構㐀デザイン 1 3 ○ 4 ○ ● ○ 注4

ᘓ⠏䞉アー䝞ンデザイン 1 3 ○ 4 ○ ● ○ 注4

機械デザイン 1 3 ○ 4 ○ 注4

エンジニアリングデザイン 2 3 ○ 4 4 ○

構㐀工学䝉ミ䝘ー 1 3 ○ 2 2 ○

学እ実習及びぢ学 1 3 ○ 䠆 䠆 注㻢䠈注㻣

ᅜ㝿イン䝍ーンシップ 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーA 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーB 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習A 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習B 1 1･2･3･4 ○

㻤 4 ○

㻣2 㻡㻡 㻥計

༞業◊✲ 24

専
門
科
目
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開 講 単 位 数 一 覧 

学 年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

学 期 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q

必 修 １１ ８ ９ １８ ９ ９ ０ ８ 

選 択 ２ ７ ４ ７ １５ １４ ０ ０ 

計 １３ １５ １３ ２５ ２４ ２３ ０ ８ 

合 計 ２８ ３８ ４７ ８ 

（備 考）

注 １．卒業に必要な専門教育の単位数は，必修６４単位，選択２４単位である。ただし，

選択については下記注２～５を満足すること。

注 ２．工学基礎科目の基礎化学，生命科学及び専門科目の環境地質学の３科目のうち，２

単位以上を修得すること。

注 ３．工学基礎科目の経営管理，産業経済学のうち，２単位以上を修得すること。

注 ４．専門科目の選択科目の構造デザイン，建築・アーバンデザイン及び機械デザインの

３科目のうち，１単位以上を修得すること。

注 ５．専門科目の選択科目の中から２０単位以上を修得すること。なお，選択科目の単位

（卒業要件）として６単位まで他コースの開講科目で置き換えることができる。

注 ６．毎週授業時間数欄に＊を付した科目は，集中講義として開講される。

注 ７．学外実習及び見学は，学外実習と見学の両方を修得して成立する。

注 ８．入学後に，他大学，放送大学，他学部で修得した単位については修得認定をするが，

卒業要件としては単位認定をしない。ただし，他学部との副専攻プログラムで修得した

単位は８単位まで，環境科学部で開講される地域計画論及び環境計画学Ⅰで修得した単

位は４単位までの計１２単位までを選択科目の単位（卒業要件）として算入することが

できるが，他コース科目と合わせて１２単位を超えないものとする。

注 ９．教員免許に係る科目欄の●印は教員免許取得上の必修科目を，○印は教員免許取得

上の選択科目を表す。

注１０．資格欄の「一級」は一級建築士，「二級・木造」は二級建築士及び木造建築士を表

す。

① 一級建築士受験資格取得希望者は，資格欄に示す◎印の全科目を履修すること。また，

●印の中から７単位以上，▲印から４単位以上，★印から３単位以上，◆印から２単位

以上，■印から２単位以上履修すること。

② 一級建築士の免許登録にあたっては，取得した単位数によって必要な実務経験の期間が

異なる。総単位数は①の履修条件を満足し，他に，※印の「CAD 演習」，社会環境デザ

イン工学コースで開講される授業科目「建設マネジメント」（但し，■印に分類され

る），「都市・交通計画」，「測量学」，「環境計量学」，「景観デザイン」，又は環境科学部

で開講される「地域計画論」，「環境計画学Ⅰ」（但し，※印に分類される）の単位数も

含めて，６０単位以上であれば実務経験２年，５０単位以上であれば実務経験３年で，

４０単位以上であれば実務経験４年で建築士の免許が登録できる。

③ 二級建築士及び木造建築士受験資格取得希望者は，資格欄に示す◎印の科目を履修する

こと。また，○印の中から５単位以上，△印から７単位以上，☆印から６単位以上，□
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印から１単位以上履修すること。

մ 二級建築士及び木造建築士の免許登録にあたっては，取得した単位数によって必要な実

務経験の期間が異なる。総単位数は③の履修条件を満足し，他に，※印の「CAD 演

習」，社会環境デザイン工学コースで開講される授業科目「建設マネジメント」（但し，

□印に分類される），「都市・交通計画」，「測量学」，「環境計量学」，「景観デザイン」又

は環境科学部で開講される「地域計画論」，「環境計画学Ⅰ」（但し，※印に分類され

る），の単位数も含めて，４０単位以上であれば実務経験０年，３０単位以上であれば

実務経験１年，２０単位以上であれば実務経験２年で建築士の免許が登録できる。
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－社会環境デザイン工学コース－ 

《規 定》 

履修上の注意

社会環境デザイン工学コース学生は，工学部規定及びこの手引に定められた事項に加えて，

次の各項に注意して学習すること。

１．前提履修科目  

  下記の授業科目の履修には，右欄の関連項目をすでに受講していることが必要である。

２．卒業研究着手基準 

  卒業研究を履修できる資格の基準は次のとおりとする。

（１）教養教育科目の最低修得単位を修得していること。

（２）工学基礎科目および専門科目の必修科目のうち，５７単位以上を修得していること。

ただし，３年次第２クォーターまでに開講される工学基礎科目の全必修科目を修得す

るとともに，次の指定科目（計３単位）の中から２単位以上を含んでいること。

授 業 科 目 単 位

測量学実習 １

社会環境デザイン工学実験･演習Ａ １

社会環境デザイン工学実験･演習Ｂ １

計 ３

（３）工学基礎科目および専門科目の選択科目のうち，１８単位以上を修得していること。

３．早期卒業について 

早期卒業を希望するものは，コース長または教務委員に予め申し出なければならない。

また，以下の認定基準を満足しなければならない。

（１）３年次における卒業研究等の履修に係る認定基準

  以下の条件をすべて満足すること。

① １年次末及び２年次末において成績評価が工学部規定第９条第２項に規定する上限

単位数を超えて履修できる要件を満たしていること。

② ２年次末までに，教養教育科目の最低修得単位数を修得していること。

③ ２年次末までに開講される全ての工学基礎科目および専門科目（必修５０単位及び

授業科目 関連科目 備考

測量学実習 測量学
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選択１０単位）を修得していること。

մ ２年次末までに修得した必修の工学基礎科目および専門科目のうち，５０単位以上

が評ㄒＡ以上，ࡑのうちの㸲５単位以上が評ㄒＡＡであること。

յ ２年次末までに修得した選択の工学基礎科目および専門科目のうち，１０単位以上

が評ㄒＡ以上，ࡑのうちの８単位以上が評ㄒＡＡであること。

（２）早期卒業の認定基準

  以下の条件をすべて満足すること。

① 卒業に必要な工学基礎科目および専門科目の最低修得単位数９㸴単位を修得してい

ること。

② 修得した必修の工学基礎科目および専門科目のうち，㸴３単位が評ㄒＡ以上，ࡑの

うちの５㸴単位以上が評ㄒＡＡであること。

③ 修得した選択の工学基礎科目および専門科目のうち，２５単位以上が評ㄒＡ以上，

。のうちの２２単位以上が評ㄒＡＡであることࡑ
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Q
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Q

1
Q

2
Q
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Q
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Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

工
業

理
科

微分積分学Ⅰ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅱ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅲ 2 1 ○ 4

線形代数学Ⅰ 2 1 ○ 4

線形代数学Ⅱ 2 1･2･3･4 ○ 　

確率 1 1 ○ 2

統計 1 1 ○ 2

応用数学A 2 2 ○ 4

応用数学B 2 2 ○ 4

応用数学C 2 1･2･3･4 ○

基礎物理A 2 1 ○ 4 ○

基礎物理B 2 2 ○ ○ 䠆1

基礎物理C 2 1 ○ ○ 䠆1

基礎物理D 2 1･2･3･4 ○ ○

基礎化学 2 3 ○ ● 䠆1

生命科学 2 3 ○ ● 䠆1

基礎実験 1 1 ○ ●

情報科学概論 2 1 ○ 䠆1

技術英語Ⅰ 1 2 ○ ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○ ○

技術英語Ⅲ 1 3 ○ ○

技術英語Ⅳ 1 4 ○

創成プロジェクト 1 1･2･3･4 　 　 ○ ●

工学倫理 1 2 ○ 2 ●

安全工学 1 2 ○ 2 ●

経営管理 2 4 ○ 4 䠆2

産業経済学 2 4 ○ 4 䠆2

プロジェクト演習Ⅰ 1 1 　 ○

プロジェクト演習Ⅱ 1 2 　 ○

プロジェクト演習Ⅲ 1 3 䚽

♫⎔ቃデザイン〇ᅗ 1 1 ○ ○

㐃⥆体力学ධ門 2 1 ○ 4 ○

構㐀力学Ⅰ 2㻚㻡 2 ○ 㻢 ○

構㐀力学Ⅱ 2㻚㻡 2 ○ 㻢 ○

ᆅ┙力学Ⅰ 2㻚㻡 2 ○ 㻢 ○

ᆅ┙力学Ⅱ 2㻚㻡 2 ○ 㻢 ○

Ỉ理学Ⅰ 2㻚㻡 2 ○ 㻢 ○

Ỉ理学Ⅱ 2㻚㻡 2 ○ 㻢 ○

ᅵᮌ技術のṔྐ 2 2 䚽

測㔞学 2 2 ○ 4 ○

測㔞学実習 1 2 ○ ○

㒔ᕷ䞉㏻計⏬ 2 2 ○ 4 ○

計⏬学数理 2 2 ○ 4 ○

応用ᆅ┙工学 2 3 ○ 4 ○

Ỉᅪ工学 2 3 ○ 4 ○

㜵⅏工学 2 3 ○ 4 ○

䝁ン䝢䝳ー䝍情報ฎ理 1 2 ○ 4

♫⎔ቃデザイン工学実験䞉演習A 1 3 ○ ○

♫⎔ቃデザイン工学実験䞉演習B 1 3 ○ ○

䜻䝱リア䝉ミ䝘ー 1 3 ○

学እ実習及びぢ学 1 3 ○ 㻢

構㐀ື学 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

ᘓ設材料学 2 2 ○ 4 ○ 䠆3

䝁ンクリート構㐀工学 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

Ỉᩥ学 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

応用Ỉ理学 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

⎔ቃᆅ㉁学 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

ᆅᅪ⎔ቃ工学 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

⎔ቃ計⏬学 2 2 ○ 4 ○ 䠆3

✵間情報ฎ理学 2 3 ○ ○ 䠆3

ᘓ設䝬䝛ジメント 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

ᬒほデザイン 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

⥔ᣢ管理工学 2 3 ○ ○ 䠆3

構㐀物設計工学 2 3 䚽 4 ○ 䠆3

数್構㐀ゎᯒ 1 4 ○ 4 ○ 䠆3

⎔ቃ生ែ学 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

単位数

必
修

選
択

自
由

1年次 2年次
標準
履修
年次

教員免許に
係る科目

2

2

ࠔ⾲ラムࣗ࢟ࣜ࢝のࢫ࣮ࢥᕤ学ࣥࢨࢹ環境♫ࠓ

実
験
実
習

講
義

備考（前提
履修科目及
び注記）

4年次演
習

3年次

工
学
基
礎
科
目

専
門
科
目

2

4

2

2

科
目
区
分

授業科目名

毎週授業時間数

4

2

2

㻤

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

工
業

理
科

単位数

必
修

選
択

自
由

1年次 2年次
標準
履修
年次

教員免許に
係る科目

実
験
実
習

講
義

備考（前提
履修科目及
び注記）

4年次演
習

3年次

科
目
区
分

授業科目名

毎週授業時間数

Ỉ⎔ቃ工学 2 3 䚽 4 ○ 䠆3

数್流ฟゎᯒ 1 4 ○ 4 ○ 䠆3

⎔ቃ修学 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

⎔ቃ計㔞学 2 3 ○ 4 ○ 䠆3

工業⇿⸆学 2 4 ○ 4（集） 䠆3

ᅜ㝿イン䝍ーンシップ 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーA 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーB 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習A 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習B 1 1･2･3･4 ○

㻤 4 ○

㻣1 㻡㻤 㻣計

24༞業◊✲

専
門
科
目
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開  講  単  位  数  一  覧 

学 年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

学 期 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q

必 修 8 9 １６．５ １６．５ ８ ５ ０ ８ 

選 択 ２ ２ ２ ４ 16 23 ９ ０ 

計 10 11 １８．５ ２０．５ 24 28 ９ ８ 

合 計 ２１ ３９ ５２ １７ 

（備 考）

１．選択科目の中から２５単位以上を修得すること。ただし以下①～③の要件を満足するこ

と。

 ① 備考欄に＊1 を付した科目から４単位以上を含むこと。

 ② 備考欄に＊2 を付した科目から２単位以上を含むこと。

 ③ 備考欄に＊3 を付した科目から合計１９単位以上を含むこと。

２．他のコース，他学部（副専攻プログラムを含む）及び他大学（放送大学を含む）で修得

した単位は，８単位までを備考欄に＊３を付した科目として卒業要件単位に含めること

ができる。

３．教員免許に係る科目欄の●印は教員免許取得上の必修科目を，○印は教員免許取得上の

選択科目を表す。

４．「工業爆薬学」の単位修得者は，火薬類取扱保安責任者の資格試験のうち，一般火薬学の

試験が免除される。
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－化学・物質工学コース－ 

《規 定》 

履修上の注意 

 化学・物質工学コースの学生は，工学部規程及びこの手引に定められた事項に加え

て，次の各項に注意して学習すること。

１．実験及び演習の履修 

（１）学生実験と専門教育科目の講義科目が重複する場合は，実験を優先的に履修

すること。

（２）学生実験（実験の講義，実験の安全指針を含む。）及び演習は全回出席しなけれ

ばならない。

２．卒業研究着手基準 

卒業研究を履修するためには，３年次の学年度末に行うコース判定会議の時点で

次の条件をすべて満たさなければならない（注１）。

（１）教養教育科目における最低修得単位を修得していること。

（２）専門教育科目において必修及び選択の合計で７０単位以上を修得しているこ

と。

（３）（２）の修得単位には，必修科目を５０単位以上含むこと。

（４）（２）の修得単位には，下表の実験科目（必修；４科目７単位）および演習科

目（選択必修；９科目のうち６科目３単位以上）を含むこと。なお，６科目３

単位を越えて演習科目の単位を習得した場合，その単位も選択科目として算

入することができる。

実験科目 単位 演習科目 単位

基礎実験 １ 固体化学演習 ０.５
化学・物質工学実験 A ２ 固体物理学演習 ０.５
化学・物質工学実験 B ２ 物理化学演習 ０.５
化学・物質工学実験 C ２ 高分子化学演習 ０.５

金属組織学演習 ０.５
分析化学演習 ０.５
無機化学演習 ０.５
有機化学演習 ０.５
生化学演習 ０.５

（注１）判定年度後期の成績が確定後に判定を行う。
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㸱．卒業せ௳ 

卒業するためには，以下の条件を全て満たすこと。

（１）教養教育科目における最低修得単位を修得していること。

（２）専門教育科目において必修科目を全て修得していること。

（３）専門教育科目の選択科目（選択必修科目を含む）を３２単位以上修得している

こと。

㸲．᪩ᮇ卒業࡚࠸ࡘ 

᪩期卒業をᕼᮃするものは，コース㛗ཪは教ົጤဨにணめ⏦し出なければならな

い。ࡲた，以下のㄆ定基‽を満㊊しなければならない。

（１）３年次における卒業研究➼の履修にಀるㄆ定基‽（注２）

   以下の条件を全て満㊊すること。

ձ １年次末及び２年次末において成績ホ౯が工学部規程➨９条➨２項に規定

する上㝈単位ᩘを㉸えて履修できるせ件を満たしていること。

ղ ２年次末ࡲでに，教養教育科目の最低修得単位ᩘを全て修得していること。

ճ ２年次末ࡲでに，㛤講された必修の専門教育科目４９単位以上及び選択の専

門教育科目１３単位以上を修得していること。

մ ２年次末ࡲでに修得した必修および選択の専門教育科目の全てがホㄒ㸿㸿で

。ること࠶

（２）᪩期卒業のㄆ定基‽

   以下の条件を全て満㊊すること。

ձ 卒業に必せな専門教育科目の最低修得単位ᩘ全て９６単位を修得しているこ

と。

ղ 修得した必修の専門教育科目の全て６４単位がホㄒ㸿㸿で࠶ること。

ճ 修得した選択の専門教育科目のうち３２単位以上がホㄒ㸿㸿で࠶ること。

（注２）卒業研究➼ㄆ定基‽に，履修した上⣭学年の単位も含む。
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1
Q
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Q
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Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

ᕤ
ᴗ

⌮
科

微分積分学Ⅰ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅱ 2 1 ○ 4

微分積分学Ⅲ 2 1 ○

線形代数学Ⅰ 2 1 ○ 4

線形代数学Ⅱ 2 1･2･3･4 ○ 　

確率 1 4 ○ 2

統計 1 4 ○ 2

応用数学A 2 1･2･3･4 ○

応用数学B 2 1･2･3･4 ○

応用数学C 2 1･2･3･4 ○

基礎物理A 2 1 ○ 4 ۑ

基礎物理B 2 1･2･3･4 ○ ۑ

基礎物理C 2 1 ○ ۑ

基礎物理D 2 1･2･3･4 ○ ۑ

基礎化学 2 1 ○ ە

生命科学 2 1 ○ ە

基礎実験 1 2 ○ ە

情報科学概論 2 1 ○

技術英語Ⅰ 1 2 　 ○ ۑ

技術英語Ⅱ 1 3 　 ○ 4 ۑ

技術英語Ⅲ 1 3 　 ○ 㻌㻌㻌㻌㻌㻌 ۑ

技術英語Ⅳ 1 4

創成プロジェクト 1 1･2･3･4 　 　 ○ ە

工学倫理 1 3 ○ 2 ە

安全工学 1 3 ○ 2 ە

経営管理 2 4 ○ 4

産業経済学 2 4 ○ 4

ᅛ体化学 2 2 ○ ۑ

ᅛ体化学演習 㻜㻚㻡 3 ○ 2 ۑ

᭷機化学Ⅰ 2 1 ○ ۑ

᭷機化学Ⅱ 2 2 ○ ۑ

᭷機化学Ⅲ 2 2 ○ ۑ

᭷機化学㻵㼂 1 3 ○ 2 ۑ

᭷機化学演習 㻜㻚㻡 3 ○ 2 ۑ

᭷機構㐀ゎᯒ学 2 3 ○ ۑ

ྜ成化学 2 3 ○ ۑ

↓機化学Ⅰ 2 1 ○ ۑ

↓機化学Ⅱ 2 2 ○ ۑ

↓機化学演習 㻜㻚㻡 3 ○ 2 ۑ

㔞Ꮚ化学 1 2 ○ 2 ۑ

㘒体化学 2 3 ○ ۑ

᭷機㔠ᒓ化学 2 3 ○ ۑ

物理化学Ⅰ 2 1 ○ ۑ

物理化学Ⅱ 2 2 ○ ۑ

物理化学演習 㻜㻚㻡 3 ○ 2 ۑ

応㏿度論 2 2 ○ ۑ

㧗分Ꮚ化学 2 2 ○ ۑ

㧗分Ꮚ物性学 2 3 ○ 4 ۑ

㧗分Ꮚ化学演習 㻜㻚㻡 3 ○ 2 ۑ

化学数学演習 1 3 ○

分ᯒ化学Ⅰ 2 2 ○ ۑ

分ᯒ化学Ⅱ 2 2 ○ ۑ

分ᯒ化学演習 㻜㻚㻡 3 ○ 2 ۑ

㟁Ẽ化学 2 2 ○ 4 ۑ

応用㟁Ẽ化学 1 3 ○ 2 ۑ

⏺㠃化学 2 3 ○ 4 ۑ

生化学Ⅰ 2 2 ○ ۑ

生化学Ⅱ 2 2 ○ 4 ۑ

生化学Ⅲ 1 3 ○ 2 ۑ

生化学演習 㻜㻚㻡 3 ○ 2 ۑ

工
学
基
礎
科
目

2

2

専
門
科
目

2

ࠔ⾲ラムࣗ࢟ࣜ࢝のࢫ࣮ࢥ学࣭≀㉁ᕤ学ࠓ

科
目
区
分

授業科目名

単位数

標準
履修
年次

講
義

演
習

実
験
実
習

毎週授業時間数

4年次

教員免許
に係る科

目

備考（前
提履修
科目及
び注記）

必
修

選
択
必
修

選
択

自
由

1年次 2年次 3年次

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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1
Q

2
Q

3
Q
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ᕤ
ᴗ

⌮
科

科
目
区
分

授業科目名

単位数

標準
履修
年次

講
義

演
習

実
験
実
習

毎週授業時間数

4年次

教員免許
に係る科

目

備考（前
提履修
科目及
び注記）

必
修

選
択
必
修

選
択

自
由

1年次 2年次 3年次

ᅛ体物理学Ⅰ 2 2 ○ ۑ

ᅛ体物理学Ⅱ 2 2 ○ ۑ

ᅛ体物理学演習 㻜㻚㻡 3 ○ 2 ۑ

↓機材料化学 2 3 ○ 4 ۑ

༙ᑟ体材料学 1 3 ○ 　 2 ۑ

㔠ᒓ⤌⧊学Ⅰ 2 2 ○ ۑ

㔠ᒓ⤌⧊学Ⅱ 2 2 ○ ۑ

㔠ᒓ⤌⧊学演習 㻜㻚㻡 3 ○ 2 ۑ

㔠ᒓ材料学 2 3 ○ ۑ

実験の安全ᣦ㔪 1 2 ○ ۑ

機ჾ分ᯒ学 1 3 ○ 2 ۑ

化学䞉物㉁工学実験A 2 2 ○ 㻤 ۑ

化学䞉物㉁工学実験B 2 3 ○ 㻤 ۑ

化学䞉物㉁工学実験C 2 3 ○ 㻤 ۑ

化学工学Ⅰ 2 3 ○ 4 ۑ

化学工学Ⅱ 2 3 ○ 4 ۑ

工ሙぢ学 1 3 ○ ۑ

イン䝍ーンシップ 1 3 ○ ۑ

≉ู講義 1 4 ○

ᅜ㝿イン䝍ーンシップ 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーA 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝉ミ䝘ーB 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習A 1 1･2･3･4 ○

グロー䝞䝹䝁ミ䝳ニ䜿ーシ䝵ン演習B 1 1･2･3･4 ○

㻤 4 ○

㻢4 4㻚㻡 㻡㻡 13

2

༞業◊✲ 24

計

2

2

2

2
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開  講  単  位  数  一  覧 

学 年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

学 期 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q 1Q・2Q 3Q・4Q

必 修 １２ ８ １６ １３ ４ ３ ０ ８ 

選 択 ０ ４ ０ ９ ２０．５ １３ １ ６ 

計 １２ １２ １６ ２２ ２４．５ １６ １ １４ 

合 計 ２４ ３８ ４０.５ １５ 

（備 考）

注１．選択科目（選択必修科目を含む）の中から３２単位以上を修得すること。

注２．上記の開講単位数一覧には，創成プロジェクト，国際インターンシップ，グローバル

セミナーA，グローバルセミナーB，グローバルコミュニケーション演習 A，グロー

バルコミュニケーション演習 B は含めていない。

注３．他のコース，他学部（副専攻プログラムを含む）及び他大学（放送大学を含む）で修

得した単位は，合わせて８単位までを卒業要件の選択科目に加えることができる。

注４．教員免許に係る教科に関する科目欄の●印は教員免許取得上の必修科目を，○印は教

員免許取得上の選択科目を表す。
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第㸷章 教育⫋員චチ≧の取得について

㸦㸯㸧ᕤ学部࡛ྲྀᚓ࡛ࡿࡁචチ 

工学部では，㧗等学ᰯ教ㅍ୍✀චチ≧のࠕ工業ࠖ及びࠕ理科ࠖが取得できます。 

なお，教育⫋員චチ≧の取得᪉法は，ධ学のࠕ᪂ධ⏕࢜リ࢚ンࢸーシࣙンࠖ及び各学年

対象のࠕ教⫋࢞イࢲンス（説明会）ࠖで説明が࠶ります。教⫋࢞イࢲンスについてはู㏵掲

示で通知します。 

㸦㸰㸧චチ≧ྲྀࢆᚓࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞༢ 

㧗等学ᰯ教ㅍ୍✀චチ≧を取得するには，ᕼᮃする教科ࡈとに下⾲の所定の単位数を修得

しなけれࡤなりませࢇ。 

༊分 授業科目名 単位数 
ᶆ‽履

修年次 
備考 

教科及び教科

の指ᑟ法に関

する科目 

工

ᴗ

工業の関係科目（第８章（２）各コースの 

 （。ラム⾲で☜ㄆすることࣗ࢟リ࢝
２㸴 １～㸲  

工業ධ㛛 ２ ２ ۼ ͤ 

⫋業指ᑟϨ ２ ۼ 㸱 ͤ 

⫋業指ᑟⅡ ２ ۼ 㸱 ͤ 

工業科教育法 ۼ 㸲 㸱 ͤ 

⌮

科

理科の関係科目（第８章（２）各コースの 

 （。ラム⾲で☜ㄆすることࣗ࢟リ࢝
２８ １～㸲  

≀理科学 ２ １ ۑ 

地学ᴫ論 ２ ２ ۼ ͤ 

理科教育法 ۼ 㸲 㸱 ͤ 

教育の基礎的

理ゎに関する

科目 

教⫋論 ２ ２ ۼ ͤ 

教育ཎ理（教育ㄢ⛬のព⩏及び⦅成の᪉法の 

内ᐜを含む。） ۼ 
 ۑ １ ２

教育ᚰ理学 ۑ １ ２ ۼ 

≉ูなᨭをᚲ要とするᏊもの理ゎ ۑ １ ２ ۼ 

教育社会・制度論 ۑ １ ２ ۼ 

㐨ᚨ，⥲合的

な学習の間

等の指ᑟ法及

び⏕ᚐ指ᑟ，

教育┦ㄯ等に

関する科目 

≉ูάື及び⥲合的な学習の間の指ᑟ法 ۑ ２ ２ ۼ 

教育᪉法・技⾡論 ۑ ２ １ ۼ 

,&7 ά⏝の理論と実践 ۑ ２ １ ۼ 

⏕ᚐ・㐍㊰指ᑟ論 ۑ ２ ２ ۼ 

教育┦ㄯ ۑ ２ ２ ۼ 
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教育実践に関

する科目 

๓・ᚋ指ᑟ １ ۼ 㸲 ͤ 

教育実習 ２ ۼ 㸲 ͤ 

教⫋実践₇習 ２ ۼ 㸲 ͤ 

教育චチ法

行つ๎第㸴㸴

᮲の㸴に定め

る科目 

᪥ᮏᅜ᠇法 ２ １ ۑ 

ᗣ科学 １ １ ۑ

ス࣏ー₇ࢶ習 １ ２ ۑ

ⱥㄒコࢽ࣑ࣗケーシࣙンϨ １ １ ۑ

ⱥㄒコࢽ࣑ࣗケーシࣙンⅡ １ １ ۑ

情報基礎 ２ １ ۑ

合    計 㸴㸵   

   ὀ１）備考ḍにۑ༳が࠶る科目は，教㣴教育科目です。 

ὀ２）授業科目名の┤ᚋにۼ༳が࠶る科目は，履修登録の上㝈単位数に⟬ධしない科目です。

ὀ㸱）備考ḍにͤ༳が࠶る科目は，専㛛教育科目として開講される自⏤科目です。 

   教育実習については，下記のとおりです。 

① 教育実習の受講㈨᱁は，㸱年次ᮎまでに次の要件を満たしていることです。 

・卒業◊✲を履修するための要件を満たしていること。 

・教育චチ法行つ๎第㸴㸴᮲の㸴に定める科目の８単位を修得していること。 

・教科及び教科の指ᑟ法に関する科目を㸱㸴単位以上修得していること。 

・教育の基礎的理ゎに関する科目及び㐨ᚨ，⥲合的な学習の間等の指ᑟ法及び⏕ᚐ指ᑟ，

教育┦ㄯ等に関する科目の１８単位をて修得していること。 

๓・ᚋ指ᑟࠕ ② （ࠖ１単位）は，๓指ᑟ㸸㸲年次๓期（実習๓㸸㸲～５᭶）１㸮間，

ᚋ指ᑟ㸸㸲年次ᚋ期（実習期間⤊了ᚋ）５間の講⩏科目です。 

教育実習ࠕ ③ （ࠖ２単位）は，㸴᭶～㸷᭶の間の２㐌間，㸷㸮間の実習科目です。実習は，

ཎ๎として出㌟㧗ᰯで受けてください。ただし，ࠕ工業ࠖのචチ取得をᕼᮃする場合，࠶る

いは出㌟㧗ᰯの受けධれがᅔ㞴な場合は，工学部学務係へ┦ㄯしてください。長崎┴内５

工業㧗ᰯ（長崎┴❧長崎工業㧗等学ᰯ，長崎┴❧ᮧ工業㧗等学ᰯ，長崎┴❧బୡಖ工業

㧗等学ᰯ，長崎┴❧ᓥཎ工業㧗等学ᰯ及び長崎┴❧㮵⏫工業㧗等学ᰯ）へ受けධれを申請

します。 

մ ࠕ教⫋実践₇習 （ࠖ２単位）は，㸲年次ᚋ期㸱㸮間の₇習科目です。教⫋の実務で┤㠃

するᵝࠎな場㠃を設定し，授業内ᐜにᛂࡌて，ロールプࣞーイングやグループウ論，実技

指ᑟのか，実務実習（学習ᨭ実習等）や◊✲，⌧地ㄪᰝ（ࣇールド࣡ーク），ᶍ

ᨃ授業等を取りධれます。 
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㸦㸱㸧චチ≧の⏦ㄳ 

上記に示した，所定の単位を修得した人には，都㐨ᗓ┴の教育委員会にචチ≧交付の申請

をすることで，ヱ当するචチ≧が授されます。 

工学部ではචチ取得にᚲ要な所定の単位を修得し，㸱᭶に卒業する学⏕に㝈り，長崎┴教

育委員会へචチ≧交付の୍ᣓ申請を行ࡗています。 

① චチ≧の授をᕼᮃする学⏕は，卒業する年度の１㸮᭶ึ᪪㡭に工学部学務係でࠕ教

育⫋員චチ≧取得ᕼᮃㄪᰝ⚊ࠖの受付を行いますので，ᚲࡎ手続きを行ࡗてください。

ᮍ提出の場合はಶ人申請となります。 

② １１᭶下᪪㡭にࠕ教育⫋員චチ≧୍ᣓ申請説明会ࠖを行いますので，ᚲࡎ出ᖍしてく

ださい。説明会に参ຍしない人はಶ人申請となります。申請の㝿，手数ᩱとして長崎┴

ධ証⣬㸱，㸱㸮㸮（௧㸲年度⌧ᅾ）がᚲ要です。 

③ ୍ᣓ申請したචチ≧については，卒業ᘧ当᪥に交付されます。 

なお，୍ ᣓ申請に₃れた場合は，卒業したᚋ，ಶ人申請を行ࡗてචチを取得してください。

ಶ人申請にᚲ要な書㢮等については，各都㐨ᗓ┴教育委員会のචチ担当ㄢに☜ㄆしてくださ

い。 
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第１㸮章 ㈨᱁について

工学部ᅾ学୰ཪは卒業ᚋに下記のとおり㈨᱁ヨ㦂を受᳨できます。

ከくの㈨᱁はᣢࡗていてもᚲࡎᑵ⫋がྍ⬟となるわけでは࠶りませࢇ。しかし，

業等は㈨᱁をᣢࡗていない人とẚ㍑すれࡤ，㈨᱁をᣢࡗている人を㞠⏝するྍ

⬟ᛶが㧗くなります。ఱかの㈨᱁を取得しておくことは，関係分野の専㛛知㆑が࠶

ることを証明でき，ᑵ⫋に㝿しても，᭷になります。また，務ඛにࡗࡼては，

。ります࠶の㈨᱁に対する手当てがᨭ⤥されることもࡑ

工学部ではいくつかの㈨᱁を取得できるࡼうになࡗています。以下にいくつか

の㈨᱁を⡆単に⤂しますので，参考にしてください。また，このにも，授業を

受講することにࡗࡼて，㈨᱁ヨ㦂に合᱁しやすくなるྍ⬟ᛶの࠶るものも࠶りま

すので，ㄪてみてください。

࠙㈨᱁୍ぴࠚ 

✀  㢮 ヱ当コース 備  考

㧗等学ᰯ教ㅍ୍✀චチ≧ 

（工業・理科） 
コース 

教育⫋員චチ法第５᮲ู⾲第１に定

める所定の単位を取得すると申請で

きる。 

修習技⾡⪅ 
構造工学コース 
社会環境デザイン工学コース

技⾡ኈの第୍次ヨ㦂のච㝖 

⾨⏕工学⾨⏕⟶理⪅චチ コース 
⾨⏕⟶理⪅つ⛬第㸱᮲に定める所定

の講習を修了すると申請できる。 

⣭࣎イラー技ᖌචチ 

ᶵᲔ工学コース 

イラーの取扱いについて，所定の࣎

実地修習ᚋ，受㦂㈨᱁がえられる。

⣭・・・㸱᭶以上の実地修習ᚋ 

୍⣭・・・１年以上の実地修習ᚋ 

≉⣭・・・２年以上の実地修習ᚋ 

 イラー及びᅽຊᐜჾᏳつ๎第࣎）

１㸮１᮲） 

୍⣭࣎イラー技ᖌචチ 

≉⣭࣎イラー技ᖌචチ 

電
気

௵
ᢏ
⾡
⪅

第 ୕ ✀ 㟁 Ẽ  

௵ 技 ⾡ ⪅ ච ≧ 

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学コース 

所定の実務⤒㦂年数以上でㄆ定申請

できる。 

第୕✀・・・１年以上 

第✀・・・㸱年以上 

第୍✀・・・５年以上 

（㟁Ẽ業法のつ定に基づく௵技

⾡⪅の㈨᱁等に関する┬௧第１᮲） 

第  ✀ 㟁 Ẽ  

௵ 技 ⾡ ⪅ ච ≧ 

第 ୍ ✀ 㟁 Ẽ  

௵ 技 ⾡ ⪅ ච ≧ 

第✀㟁Ẽ工ኈ 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学コース 
➹記ヨ㦂のච㝖（㟁Ẽ工ኈ法行

௧第㸷᮲） 

第୍⣭㝣上↓⥺技⾡ኈ 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学コース 
ヨ㦂の୍部ච㝖（↓⥺ᚑ⪅つ๎第

㸵᮲） 

第୍⣭㝣上≉Ṧ↓⥺技ኈ 

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学コース 
↓⥺ᚑ⪅つ๎第㸱㸮᮲に定める所

定の単位を取得すると申請できる。 
第⣭ᾏ上≉Ṧ↓⥺技ኈ 
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✀  㢮 ヱ当コース 備  考

୍⣭建築ኈ 構造工学コース 

所定の単位を取得すれࡤ卒業ᚋすࡄ

に受㦂することができる。所定の実

務⤒㦂（᭱ప２年）ᚋにචチが登録

できる。（建築ኈ法第１㸲᮲） 

⣭建築ኈ及びᮌ造建築ኈ 構造工学コース 

所定の単位を取得すれࡤ卒業ᚋすࡄ

に受㦂することができる。所定の実

務⤒㦂（᭱ప㸮年）ᚋにචチが登録

できる。（建築ኈ法第１５᮲） 

୍⣭ᅵᮌ工⟶理技ኈ 
構造工学コース 
社会環境デザイン工学コース 

指ᑟ┘╩的実務⤒㦂１年以上を含む

実務⤒㦂㸱年以上で技⾡᳨定を受け

ることができる。 

（建設業法行௧第２㸵᮲の５） 

測量ኈ⿵ 社会環境デザイン工学コース 
㈨᱁がえられる。 

（測量法第５１᮲） 

測量ኈ 社会環境デザイン工学コース 

１年以上の実務⤒㦂ᚋ㈨᱁がえら

れる。 

（測量法第５㸮᮲） 

ⅆ⸆㢮取扱ಖᏳ㈐௵⪅ 社会環境デザイン工学コース 
୍⯡ⅆ⸆学のヨ㦂ච㝖（ⅆ⸆㢮取⥾

法行つ๎第㸵㸵᮲） 

୍⣭建設ᶵᲔ工技ኈ 社会環境デザイン工学コース 

指ᑟ┘╩的実務⤒㦂１年以上を含む

実務⤒㦂㸱年以上で技⾡᳨定を受け

ることができる。 

（建設業法行௧第２㸵᮲の５） 

⏥✀༴㝤≀取扱⪅ 学・≀㉁工学コース 

学において，学に関する学科を

卒業した⪅は受㦂㈨᱁がえられ

る。 

（ᾘ㜵法第１㸱᮲の㸱） 

බᐖ㜵Ṇ⟶理⪅ 

（Ẽ関係・Ỉ㉁関係・㦁

㡢関係・⢊ࢇࡌ関係）බᐖ

㜵Ṇ௵⟶理⪅ 

ᶵᲔ工学コース 
社会環境デザイン工学コース 

学・≀㉁工学コース 

所定の実務⤒㦂年数を⤒たᚋ，所定

の講習を受けることができる。 

（≉定工場におけるබᐖ㜵Ṇ組⧊の

ᩚ備に関する法ᚊ行௧第１㸮・第

１１᮲） 
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第１１章 学⏕┦ㄯ

ⓙさࢇは，これからጞまる㸲年間の学⏕⏕άで修学上のၥ㢟や交関係，⤒῭ၥ㢟，ᑵ⫋・㐍

㊰ၥ㢟，人⏕観，ᐙ᪘関係，㌟య的ㄪな，ᵝࠎなၥ㢟でᅔࡗたり，ᝎࢇだりすることが࠶る

とᛮいます。

長崎学には，学⏕⏕άや修学上のၥや要ᮃにᛂえるためのᵝࠎなシスࢸムが࠶ります。工

学部では，ⓙさࢇの学⏕⏕ά⯡をᨭするため，各✀委員会及び学⏕┦ㄯᐊを設けてᵝࠎな┦

ㄯに対ᛂしていますので，✚ᴟ的にά⏝してください。

また，工学部に対するព見や要ᮃが࠶れࡤ，工学部学務係へメールまたは㟁ヰでࡈ連⤡くださ

い。

㸦㸯㸧ᕤ学部のྛ✀ጤဨ 

ⓙさࢇのධ学ᚋのᚰ㓄やᝎみの୰には，修学上のၥ㢟がたくさ࠶ࢇるとᛮいます。え

，ࠖ。専㛛のຮᙉの᪉や᪉法が分からないࠕ，ࠖ。いか分からないࡼな科目を履修したらࢇࠕ，ࡤ

ࠖ。ているࡗ単位ᮍ修得でᅔࠕ 及び㐍学のၥ㢟な。

⏕り，教務委員ཪは学࠶てくれるのが㌟㏆なコースの教員でࡗの┦ㄯにのࢇな，ⓙさࢇࡑ

委員なの教員です。┦ㄯ内ᐜにἢࡗた㐺ษなアドバイスが得られます。 

ձ ᩍົጤဨ 

教務委員は，ⓙさࢇがスムーࢬに授業を履修できるࡼう，修学指ᑟに῝くᦠわࡗていま

す。学期ࡈとの間の⦅成とㄪᩚ，履修指ᑟ，ධ学ᚋの࢜リ࢚ンࢸーシࣙンの実な

をおୡヰしています。授業等でఱかわからないことや┦ㄯが࠶れࡤ，まࡎ授業担当教員

及び教務委員の教員にẼ㍍にᑜࡡてみてください。

② 学⏕ጤဨ 

学⏕委員は，ⓙさࢇが学⏕άにᨭ㞀を᮶たさないࡼう，学⏕⏕ά⯡のᨭに῝くᦠ

わࡗています。学⏕のᨾ・件等への対ᛂ，ㄢ外άືᨭ及びዡ学ᨭながࡑの௵務

です。学⏕ά⯡でఱかわからないことや┦ㄯが࠶れࡤ，まࡎはコースの学⏕委員の

教員や学⏕┦ㄯᐊのコࢸࢽ࣑ࣗライࣇ・アドバイザーにẼ㍍にᑜࡡてみてください。

ճ ᑵ⫋ጤဨ 

ᑵ⫋担当教員は，㸱年次以㝆の㐍㊰指ᑟ・ᑵ⫋ᨭにᦠわࡗています。

   մ ࢡラࢫᢸ௵ཬ࣮ࢱ࣮ࣗࢳࡧᩍဨ 

ⓙさࢇが所属するコースには，クラス担௵の教員及びࣗࢳーター教員を㓄⨨して修学等

のᨭを行ࡗています。Ẽ㍍に┦ㄯしてください。
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㸦㸰㸧ᕤ学部学ົಀ 

工学部学務係（以下，学務係）は，コースの教員とタࢵグを組ࢇでⓙさࢇの修学・学⏕⏕ά

をᨭする၏୍の学⏕❆ཱྀです。こに┦ㄯしたらࡼいか，また，┦ㄯに行ࡗたらⰋいかุ᩿

できない場合でも，Ẽ㍍に申し出てください。

ձ 学ົಀ࡛のᑐᛂ㡯 

学務係の❆ཱྀでは，工学部（専㛛教育）の授業間，履修登録，定期ヨ㦂，成績⟶理，

各✀証明書のⓎ行，㌟分␗ື（ఇ学・学・㏥学）及び各✀掲示等の業務を行います。教

㣴教育に関することは，教㣴教育務ᐊの❆ཱྀで行ࡗています。また，ዡ学㔠や授業ᩱච

㝖関係は学⏕ᨭࢭンターで対ᛂします。

学ົಀの㐃⤡ඛ 㟁ヰ㸸㸮㸷㸳㸫㸶㸯㸷㸫㸰㸲㸷㸮 

        (�PDLO㸸HQJBJDNXPX#PO�QDJDVDNL�X�DF�MS 

ͤ 学からみなさࢇへ㟁ヰ連⤡をすることが࠶ります。上記の㟁ヰ␒ྕを含め͆ 㸮㸷５㸫８

１㸷㸫͇ۑۑۑۑは，長崎学内の部⨫からの㟁ヰですので，ᚲࡎᛂ⟅してください。

② 学ົಀの❆ཱྀ㛫 

㹙᭶᭙᪥～㔠᭙᪥㹛   ８㸱㸮分から１８㸮㸮分まで

㹙ኟᏘ・Ꮨఇ業期間㹛 ８㸲５分から１㸵㸱㸮分まで

ͤなお，ᅵ᭙・᪥᭙及び⚃⚍᪥，年ᮎ年ጞはఇ業します。

㸦㸱㸧ᤵᴗᢸᙜᩍဨ 

授業担当教員へ㉁ၥ等で連⤡したい場合は，シラバス（授業計画書）のࣇ࢜ࠕスア࣡

ーࠖ及びࠕ担当教員◊✲ᐊࠖḍで指示されたとおり対ᛂしてください。

なお，授業科目担当教員が㠀ᖖ講ᖌ（工学部に所属していない教員）の場合は，工学部

ᰯ⯋内に教員◊✲ᐊが࠶るとは㝈りませࢇ。㉁ၥ等が࠶れࡤ授業間୰ཪは授業⤊了┤ᚋ

が㈼明です。

  

㸦㸲㸧┦ㄯ❆ཱྀ࡚࠸ࡘ 

長崎学には，工学部以外で下記の┦ㄯ❆ཱྀが࠶ります。

ձ 学⏕ఱ࡛ࡶ┦ㄯᐊ 

ルス及び࣊る┦ㄯ（修学・履修，ᑵ⫋・㐍㊰，対人関係，⏕ά୍⯡，メンタルࡺら࠶

ちࡗࡻとしたᝎみな）に対ᛂしています。

ᝎࢇだり，ᅔࡗたりして，ࡑのゎỴにⱞ៖しているのは，࠶なただけでは࠶りませࢇ。

めなくなり，学習ពḧを႙ኻし，␃年や㏥学ࡌておくと，学⏕άになࡗなた自㌟がᨺ࠶

に⮳るケースがከく見受けられます。୍᪥も᪩く┦ㄯすることが⫢ᚰです。
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・インࢸー࢝ー（┦ㄯ受付）㸫学⏕ᨭࢭンター

㟁 ヰ㸸㸮㸷５㸫８１㸷㸫２１㸮㸴

(�PDLO㸸QDQGHPR#PO�QDJDVDNL�X�DF�MS 

・学⏕ఱでも┦ㄯ員㸫長崎学࣍ームペーࢪに名⡙を記載しています。

KWWS㸸��ZZZ�QDJDVDNL�X�DF�MS�]DLJDNX�OLIH�VRGDQ�KWPO 

ンターࢭーター 㸫学⏕ᨭ࣏ࢧ・アࣆ・

  ≉ูに講習を受けた学⏕┦ㄯ員のことです。 

単位のこと，授業のこと，アルバイトのことな，ఱでもẼ㍍に┦ㄯしてください。 

② ಖ࣮ࢱࣥࢭ 

ಖࢭンターでは，ⓙさࢇの㌟య㠃，⢭⚄㠃，ᚰ理的なၥ㢟のᝎみにᛂえるために࢝

てࡗています。ၥ㢟ゎỴのためのಶู┦ㄯを行ࡌラーを㓄⨨し，┦ㄯ・ຓゝにᛂࢭン࢘

いますので，Ẽ㍍におゼࡡください。

（ͤ ಖࢭンターの連⤡ඛ 㟁ヰ㸸㸮㸷５㸫８１㸷㸫２２１㸮）

ճ ࣁラࢺ࣓ࣥࢫ┦ㄯဨ 

り学⏕⏕ά（修学，ㄢ外άື等）にᨭ㞀ࡼから，ゝື等になたが教⫋員や人な࠶

をきたすᜍれが࠶るとឤࡌる場合には，ࣁラスメント┦ㄯ員へẼ㍍に┦ㄯしてください。

長崎学࣍ームペーࢪに名⡙を記載しています。

KWWS㸸��ZZZ�QDJDVDNL�X�DF�MS�]DLJDNX�OLIH�VRGDQ�KWPO 
。なたの⛎ᐦはᏲられます。᪩めの┦ㄯが⫢ᚰです࠶
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第１２章 学⏕⏕ά

Ϩ 学⏕⏕άୖのὀព㡯 

㸦㸯㸧学⏕ᥖ♧ᯈ࡚࠸ࡘ 

学からⓙさࢇに対して行う通知や連⤡は，学⏕掲示ᯈを通ࡌබ⾲されます。

授業や定期ヨ㦂等の教務㡯，授業ᩱච㝖・ዡ学⏕のເ㞟，ㄢ外άື等の学⏕⏕ά㡯及

び出し連⤡等は，すて掲示にࡼり通知されますので，୍᪥୍ᗘࡣᚲࡎᥖ♧ᯈࢆぢࡼࡿ

スに⧅がる⤖ᯝをᣍくことのない࣑たために㔜なࡗ掲示を見なかࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅᚰ࠺

。うにὀពしてくださいࡼ

学⏕掲示ᯈは，工学部・教㣴教育務ᐊ・学⏕ᨭࢭンター等に࠶ります。また，工学部

には工学部యと各コースの掲示ᯈが࠶ります。工学部యの掲示ᯈは工学部⋞関（ࣆロ

ります。工学部యの掲࠶に，各コースの掲示ᯈは各コースの所定の場所に設けて（ࢸ

示ᯈは，以下のとおりです。

㸦㸰㸧学⏕の㛫እ学⩦࣭◊✲のᏳ⟶⌮యไとチྍไ࡚࠸ࡘ 

長崎学では，Ᏻ⟶理の㠃からての学⏕が間外に学の設を⏝して学習や◊✲を

行う場合は，チྍがᚲ要になります。チྍなく間外（ᖹ᪥の２２～⩣ᮅ㸴，ᅵ᪥⚃᪥）

に工学部の建≀内（◊✲ᐊや自習ᐊ等）での学習や◊✲はできませࢇ。

① ᖹ᪥の༗ᚋ１㸮から⩣᪥の༗๓㸴までは，ཎ๎として◊✲ᐊ，自習ᐊ等の学習・◊

✲に⏝する設（以下ࠕ設等 ）ࠖの⏝を⚗Ṇします。

② 教員のいないᅵ・᪥・⚃᪥，ࡑのఇ業᪥等も，ཎ๎として⤊᪥，設等の⏝を⚗Ṇ

します。

③ 上記の⚗Ṇ間ᖏにやむを得ࡎ⏝する場合は，๓に指ᑟ教員等のチྍを得てくださ

い。（申請᪉法及び申請期㝈は各コースで☜ㄆすること。）

務ᐊ

（学務担当）

:& 

図

書

㤋

ᥖ ♧ ᯈ

工学部ࣆロࢸ
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㸦㸱㸧ᵓෆ環境のᩚഛ࡚࠸ࡘ 

建≀等の設やᮘ・᳔Ꮚ等の設備は，ᑀに取り扱ࡗてください。また，ࠗ 自分の࣑ࢦはᚲ

う。なお，長崎学ࡻーはᏲりましࢼ࣐に分ูしてධれる࠘という᭱ప㝈の⟽࣑ࢦ所定のࡎ

構内は㠃⚗↮です。ႚ↮ჾලの構内ᣢ㎸みも⚗Ṇしています。

㸦㸲㸧学ෆ㏻つไ࡚࠸ࡘ 

長崎学ᩥ教地༊では，࢟ャンࣃス内への自ື㌴のධ構はチྍ⪅以外できませࢇ。バイク

通学はྍ⬟ですが，所定のバイク専⏝㥔㌴場をᚲࡎ⏝してください。

ձ ⮬ື㌴㏻学࡚࠸ࡘ

ཎ๎として自ື㌴にࡼる通学はㄆめていませࢇ。

ただし，Ẽまたは㌟యに㞀がいが࠶る等，≉ูの情が࠶る⪅が申請した場合は，自

ື㌴にࡼる通学をㄆめられることが࠶ります。

② ⮬㌿㌴㏻学࡚࠸ࡘ 

自㌿㌴通学⪅は，ᚲࡎ学⏕ᨭࢭンターにて登録し，工学部の指定された場所に㥔㍯し

てください。

ճ ⮫ධᵓチྍド࡚࠸ࡘ 

◊✲⏝≀ရのᦙධ・ᦙ出で自ື㌴にࡼるධ構がᚲ要となࡗた場合は，⮫ධ構チྍ証を

㈚しますので，๓に工学部学務係に申し㎸ࢇでください。ࢧークルάືの場合は，学

⏕ᨭࢭンターに┦ㄯしてください。
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ϩ ⤒῭⏕ά 

㸦㸯㸧ᤵᴗᩱ 

ⓙさࢇの授業ᩱは，年㢠５㸱５，８㸮㸮（༙期２㸴㸵，㸷㸮㸮）です。

授業ᩱについては，長崎学࣍ームペーࠕࢪ授業ᩱに関するお知らせ をࠖ☜ㄆしてください。

ձ ᤵᴗᩱのࠕ㡸㔠ཱྀᗙ࡚᭰ࠖ࠸ࡘ 

長崎学の授業ᩱ⣡付は，㔠⼥ᶵ関（㖟行・㒑౽ᒁ）のཱྀᗙ᭰（ᘬⴠし）を᥇⏝して

います。 

๓期（第１ク࢛ーター㸩第２ク࢛ーター）分は㸲᭶２㸵᪥，ᚋ期（第㸱ク࢛ーター㸩

第㸲ク࢛ーター）分は１㸮᭶２㸵᪥に指定のཱྀᗙからᘬきⴠとしを行います。また，ᅾ

学୰に授業ᩱのᨵ定が行われた場合は，ᨵ定から᪂授業ᩱが㐺⏝されます。

② ᤵᴗᩱᮍ⣡ࡿࡼ㝖⡠࡚࠸ࡘ

授業ᩱᮍ⣡⪅がಖ証人への╩ಁ（２ᅇ）にも係わらࡎ⣡付にᛂࡌない場合，㝖⡠処分

（長崎学学๎第２８᮲第５ྕの㐺⏝）となります。

㸦㸰㸧ᤵᴗᩱච㝖 

   長崎学には，授業ᩱච㝖の制度が࠶ります。๓期及びᚋ期ࡈと，ཪは๓期ᚋ期୍ᣓでᮏ人

が申請を行い，選考のうえ，授業ᩱの㢠ච㝖ཪは୍部ච㝖されることが࠶ります。申請手続

きはすて学⏕ᨭࢭンターにて行います。手続き᪉法は，学⏕ᨭࢭンター❆ཱྀ，長崎学

HE:�18，ࢪームペー࣍ シスࢸム等で☜ㄆしてください。なお，選考⤖ᯝについては 18�:HE
シスࢸムから通知が࠶ります。

㸦㸱㸧ዡ学㔠ไᗘ 

長崎学では，᪥ᮏ学⏕ᨭᶵ構のዡ学㔠をはࡌめ，地᪉බඹᅋయや各✀ዡ学ᅋయのዡ学

㔠を取り扱ࡗています。ዡ学㔠ເ㞟は，学⏕ᨭࢭンターや工学部の掲示ᯈでお知らせして

いますので，ὀពしてみておいてください。

ͤ  詳細は，┤᥋学⏕ᨭࢭンター（⤒῭ᨭコーࢼー）でࡈ┦ㄯください。

㟁ヰ㸸㸮㸷５㸫８１㸷㸫２１㸮㸲（ዡ学㔠担当）
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Ϫ ㅖᡭ⥆୍ࡁぴ 

手続きや┦ㄯするときに，こへ行けࡼࡤいか㏞うことがከいとᛮいます。下の

⾲を参考にして，Ẽ㍍にࡈ┦ㄯください。

㸦�㸧ᕤ学部学ົಀ࡛ᡭ⥆ࡿࡍࡁ㡯 

   㡯 手  続  ᪉  法  等

通学証明書（学）

通学に㹈㹐，バス及び㊰㠃㟁㌴を⏝する人は定期ๆ㉎ධの㝿に

通学証明書がᚲ要です。学務係❆ཱྀで所定の申㎸⏝⣬に記ධして

申請してください。通学定期の⏝༊間は，自Ꮿと学のࡑれࡒ

れの᭱ᐤりの㥐，バス，㟁の༊間内とします。

ఇ学㢪

ᘬき続き２ࣨ᭶以上修学を୰Ṇしࡼうとするときは，手続きを行

てください。なお，Ẽの場合，་ᖌのデ᩿書をῧ付してくだࡗ

さい。ఇ学期間は通⟬して㸲年を㉸えることはできませࢇ。

学㢪

ఇ学期間満了ཪはఇ学期間୰にࡑの理⏤がなくなࡗたときは手

続きを行ࡗてください。なお，Ẽでఇ学していた場合は，་ᖌ

のデ᩿書をῧ付してください。

㏥学㢪
理⏤がⓎ⏕したときは手続きを行ࡗてください。なお，Ẽの場

合は，་ᖌのデ᩿書をῧ付してください。

㏣ヨ㦂㢪

ヨ㦂⤊了ᚋ，所定の期᪥までに手続きを行ࡗてください。なお，

ヨ㦂をḞᖍした理⏤について証明できる書㢮をῧ付してくださ

い。（教㣴教育科目については，教㣴教育務ᐊに提出してくだ

さい。）

Ḟᖍᒆ

理⏤がⓎ⏕したときから２㐌間以内に手続きを行ࡗてください。

なお，授業をḞᖍした理⏤について証明できる書㢮をᚲࡎῧ付し

てください。

ಖ証人（ఫ所）ኚ᭦ᒆ
ಖ証人ཪはಖ証人のఫ所にኚ᭦がࡗ࠶たときは，ࡑの都度，ᒆを

提出してください。

ᨵጣ㢪・㌿⡠㢪 理⏤がⓎ⏕したときは手続きを行ࡗてください。

学⏕ఫ所ᒆ
記載内ᐜにኚ᭦がࡗ࠶たときには，ࡑの都度ኚ᭦の手続きを行ࡗ

てください。

௬学⏕証のⓎ行
ヨ㦂に学⏕証をᛀれた，⣮ኻした場合には，学⏕証の௦わりに

ᚲ要です。工学部学務係で申し出てください。

設⏝㢪

工学部の設⏝をᕼᮃする場合は，工学部のチྍがᚲ要です。

⏝᪥の１㐌間๓までに学務係へ┦ㄯし，⏝㢪を提出してくだ

さい。

᪤修得単位のㄆ定申請

ධ学ᚋ，１㐌間以内に手続きを行ࡗてください。工学部学務係で

は専㛛教育科目に関する申請のみです。（教㣴教育に関する科目

は教㣴教育務ᐊで☜ㄆしてください。）

学等における修得単位

のㄆ定申請

␃学にࡼる修得単位のㄆ定

申請

履修๓に所属コースの承ㄆを得るᚲ要が࠶ります。手続きについ

て工学部学務係へ┦ㄯしてください。なお，単位修得ᚋは㏿やか

にㄆ定申請書等を提出してください。
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   㡯 手  続  ᪉  法  等

ᾏ外Ώ⯟ᒆ

ᖐᅜᒆ（᪥ᮏ人学⏕⏝）

ධᅜᒆ（外ᅜ人␃学⏕⏝）

ᾏ外Ώ⯟（ᖐᅜ）の㝿は，Ώ⯟᪥の１㐌間๓までにᾏ外Ώ⯟ᒆを

工学部学務係へ提出してください。また，᪥ᮏ人学⏕はᖐᅜᚋ１

㐌間以内にᖐᅜᒆを，外ᅜ人␃学⏕はධᅜᚋ１㐌間以内にධ

ᅜᒆを，ᚲࡎ工学部学務係へ提出してください。

ᾏ外Ώ⯟ᒆ及びᖐᅜᒆ，ධᅜᒆは，ᾏ外Ώ⯟シスࢸムにධຊし

స成・༳ๅᚋ，指ᑟ教員に⨫名・ᤫ༳を得たうえで，᪑⛬⾲，ࣃ

ス࣏ートのコࣆーとేせて提出してください。

ᾏ外Ώ⯟ᒆ等はᾏ外Ώ⯟シスࢸム（18�:HE シスࢸムからログイ

ンྍ）からධຊしてください。

また，ᾏ外Ώ⯟⪅はᚲࡎ外務┬が実するΏ⯟登録ࢧーࣅス（Ώ

⯟期間㸱ࣨ᭶ᮍ満㸸たびࣞࢪ，㸱ࣨ᭶以上㸸ᅾ␃ᒆ）への登録を

行ࡗてください。ఇ業期間୰（ኟ・・ఇみ等）でࡗ࠶てもᒆ

け出はᚲࡎ行ࡗてください。

స成ࣗࢽ࣐アルは，␃学⏕教育・ᨭࢭンター࣍ームペーࢪ

�KWWS���OLDLVRQ�QDJDVDNL�X�DF�MS�のࠕ༴ᶵ⟶理ࠖペーࢪで࢘ࢲン

ロードしてください。

掲示の手続き 掲示≀（㸿㸲に㝈ります。）を工学部学務係へᣢ参してください。

㑇ኻ≀・ᣠ得≀の受付

᭱ᐤりの各学部の学務係，教㣴教育務ᐊཪは学⏕ᨭࢭンター

にᒆけ出てください。工学部内でのᣠ得≀は工学部学務係でಖ⟶

しています。

┐㞴のᒆけ出

工学部内でⓎ⏕した場合は工学部学務係へ，ࡑのの場合は学⏕

ᨭࢭンターへᒆけ出てください。（㆙ᐹにᒆけ出る場合はࡑの

᪨知らせてください。）

交通ᨾのᒆけ出

交通ᨾに㐼ࡗたり，㉳こしたりした場合は，工学部学務係へ連

⤡してください。また，学構内でᨾが㉳きた場合，㆙ᐹに連

⤡するときも，工学部学務係へ๓に連⤡してください。

㸦�㸧ド᫂᭩⮬ືⓎ⾜ᶵ 

   㡯 手  続  ᪉  法  等

成績証明書

卒業見㎸証明書

ᅾ学証明書

学⏕᪑ᐈ㐠㈤ᘬ証

ᗣデ᩿書

学⏕証（㹇㹂࢝ード）をᣢ参の上，証明書自ືⓎ行ᶵにてⓎ行す

ることができます。ཝᑒがᚲ要な場合は工学部学務係へ申し出て

ください。なお，卒業見㎸証明書は，㸲年次⏕のうち，当ヱ年度

に卒業の見㎸みが࠶る⪅に㝈りⓎ行されます。また，ᗣデ᩿書

は，᳨ᰝの指示を受けた᪉，ᒀ᳨ᰝがᮍ᳨ᰝの᪉，Ⓨ行する年

度にᗣデ᩿を受デしていない᪉はⓎ行できませࢇ。

自ືⓎ行ᶵでⓎ行できない証明書が࠶る場合は，工学部学務係へ

┦ㄯしてください。

ͤ 証明書自ືⓎ行ᶵの設⨨場所は次のとおりです。

各࢟ャンࣃスのの自ືⓎ行ᶵでもධ手できます。

ᩥ教࢟ャンࣃス 学⏕会㤋（１㝵），教育学部（１㝵），∦ῲ࢟ャンࣃス ⤒῭学部，    

ᆏᮏ࢟ャンࣃス ་学部・ಖ学科，ṑ学部   
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㸦�㸧学⏕ᨭ࡛࣮ࢱࣥࢭᡭ⥆ࡿࡍࡁ㡯 

①ㄢ外ᨭコーࢼー

     㡯 手 続 き ᪉ 法

ᅋయ設❧㢪

᪂つにᅋయ（ࢧークル）を設❧するとき，ཪは⥅続するときは学

⏕ᨭࢭンターで手続きがᚲ要です。詳しい説明はධ学に㓄付

しているࠕ学⏕⏕ά内ࠖで☜ㄆしてください。   

学⏕ᅋయ（ࢧークル等）に

関すること。
ㄢ外ᨭコーࢼーにၥい合わせてください。

ㄢ外άືに関すること。 ㄢ外ᨭコーࢼーにၥい合わせてください。

┐㞴・㑇ኻ≀・ᣠ得≀の受付 ㄢ外ᨭコーࢼーにၥい合わせてください。

②⤒῭ᨭコーࢼー

  㡯 手  続  き  ᪉  法

ዡ学㔠申請

ᕼᮃするዡ学⏕のເ㞟がࡗ࠶た場合は，各自，申請書㢮を受け取

り，手続を行ࡗてください。とࢇのዡ学⏕のເ㞟は，㸲～５

᭶に㞟୰しますので，掲示を見ⴠとさないࡼうẼをつけてくださ

い。

授業ᩱච㝖申請

⤒῭的理⏤等にࡼり授業ᩱの⣡付がᅔ㞴で࠶り，かつ，学業ඃ⚽

とㄆめられる場合等に，申請することでチྍされることが࠶りま

す。申請手続きについては学⏕ᨭࢭンターで☜ㄆしてください。

③⏕άᨭコーࢼー

    㡯 手  続  き  ᪉  法

学⏕教育◊✲⅏ᐖಖ㝤の

ຍධ申㎸・ಖ㝤㔠請ồ

工学部では員ຍධすることをཎ๎としています。≉に㸱年次に

インターンシࢵプを履修する場合は，付ᖏ㈺㈐ಖ㝤へのຍධも⩏

務付けています。ຍධの᭷↓に関するၥ合せやຍධ手続き，ಖ㝤

㔠請ồに関することは学⏕ᨭࢭンターで☜ㄆしてください。

㈇യした場合は㏿やかにᒆけ出てください。ᒆ出が㐜くなるとಖ

㝤㔠の請ồができなくなることが࠶ります。

自㌿㌴の登録
自㌿㌴通学をする場合は，ᚲࡎ学⏕ᨭࢭンターで登録し，所定

の場所に㥔㍯してください。

学⏕証交付の手続き
⏕άᨭコーࢼーにၥい合わせの上，所定の手続きをおこなࡗて

ください。

մ学⏕ఱでも┦ㄯᐊ

       㡯 手続き᪉法

ᝎみの┦ㄯ受付 ఱでも┦ㄯᐊにၥい合わせてください。
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յ࢟ャリアࢭンター

       㡯 手続き᪉法

ᑵ⫋情報

ᑵ⫋࢞イࢲンス

インターンシࢵプに関すること

・ンター・コース務ᐊࢭャリア࢟

工学部学務係にၥい合わせてくだ

さい。

㸦�㸧ᩍ㣴ᩍ⫱ົᐊ 

         㡯 手続き᪉法

教㣴教育の授業（講⩏・ヨ㦂・࣏ࣞート・成績・履修登

録）に関すること

教㣴教育Ჷでの┐㞴・⣮ኻの受付

教㣴教育Ჷでの㑇ኻ≀・ᣠ得≀の受付

教㣴教育に関する修学・履修についての┦ㄯ

教㣴教育務ᐊにၥい合わせてく

ださい。

㸦�㸧ಖ࣮ࢱࣥࢭ 

        㡯 手続き᪉法

ᗣ（けが，Ẽ，メンタル

ルス等）について࣊

定期ᗣデ᩿について

ಖࢭンターにၥい合わせてください。なお，ẖ年１ᅇ（）

の定期ᗣデ᩿は，ಖࢭンターで実されるのでᚲࡎ受デし

てください。ẖ年受デしていないと，㸲年次⏕になࡗてᑵ⫋ヨ

㦂等でᗣデ᩿書がᚲ要になࡗてもⓎ行することができませ

。ࢇ

㸦�㸧␃学⏕ᩍ⫱࣭ᨭ࣮ࢱࣥࢭ 

        㡯 手続き᪉法

␃学⏕のዡ学㔠・་⒪㈝・ᐟ⯋等に関すること

学内外のᅜ㝿交ὶに関すること

ᾏ外␃学について

␃学⏕の⏕ά・修学について

␃学⏕教育・ᨭࢭンターにၥい合わ

せてください。
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長 崎  学 学 ๎ 

第１章 ⥲๎ 

（目的） 

第１᮲ 長崎学（以下ࠕᮏ学ࠖという。）は，ᅜ❧学法人 

長崎学基ᮏつ๎（ᖹ成１㸴年つ๎第１ྕ）第㸱᮲につ定する理ᛕに基づき，実践教育を

㔜どした᭱㧗Ỉ‽の教育を提供し，ᖜᗈいど野と㇏かな教㣴及び῝い専㛛知㆑を備え，

ㄢ㢟᥈ồ⬟ຊ及び造ຊにᐩࢇだ人材を㣴成し，もࡗて地域及びᅜ㝿社会に㈉⊩するこ

とを目的とする。 

２ ᮏ学の学部の修業年㝈，教育ㄢ⛬，教育◊✲組⧊ࡑのの学⏕の修学上ᚲ要な㡯に

ついては，この学๎の定めるとこࢁにࡼる。 

（教育◊✲上の目的のබ⾲等） 

第１᮲の２ 各学部は，学部，学科ཪはㄢ⛬ࡈとに，人材の㣴成に関する目的ࡑのの教

育◊✲上の目的を学部つ⛬に定め，බ⾲するものとする。 

（学部，学科，ㄢ⛬及びᐜ定員） 

第２᮲ ᮏ学の学部に，次の学科及びㄢ⛬を⨨く。 

学部 学科及びㄢ⛬ 

ከᩥ社会学部 ከᩥ社会学科 

教育学部 学ᰯ教育教員㣴成ㄢ⛬ 

⤒῭学部 ⥲合⤒῭学科 

་学部 ་学科，ಖ学科 

ṑ学部 ṑ学科 

⸆学部 ⸆学科，⸆科学科 

情報データ科学部 情報データ科学科 

工学部 工学科 

環境科学部 環境科学科 

Ỉ⏘学部 Ỉ⏘学科 

２ ⤒῭学部はኪ開講制とし，間に授業を行うコース（以下ࠕ間コースࠖという。）

及びとしてኪ間に授業を行うコース（以下ࠕኪ間コースࠖという。）を⨨く。 

㸱 ᐜ定員は，ู⾲第１のとおりとする。 

（講ᗙ等） 

第㸱᮲ ๓᮲第１㡯に掲ࡆる学部ཪは学科に，講ᗙ，学科目等を⨨くことができる。 

２ ๓㡯の講ᗙ，学科目等は，ูに定める。 

第２章 修業年㝈，ᅾ学期間，学年，学期及びఇ業᪥ 

（修業年㝈） 

第㸲᮲ 学部の修業年㝈は，㸲年とする。ただし，་学部་学科，ṑ学部及び⸆学部⸆学

科にࡗ࠶ては，㸴年とする。 
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（ධ学๓に୍定の単位を修得した⪅の修業年㝈の通⟬） 

第５᮲ 学の学⏕以外の⪅が第㸴１᮲につ定する科目等履修⏕ཪは第㸴㸱᮲の２につ定

する≉ูのㄢ⛬の履修⏕として୍定の単位（第１１᮲につ定するධ学㈨᱁を᭷したᚋ，

修得したものに㝈る。）を修得したᚋにᮏ学にධ学する場合において，当ヱ単位の修得

にࡼりᮏ学の教育ㄢ⛬の୍部を履修したとㄆめられるときは，修得した単位数ࡑのの

㡯を຺して所属学部教授会の㆟を⤒て学長が定める期間を修業年㝈に通⟬すること

ができる。ただし，ࡑの期間は，修業年㝈の２分の１を㉸えてはならない。 

（ᅾ学期間） 

第㸴᮲ ᮏ学におけるᅾ学期間は，修業年㝈の２ಸを㉸えることができない。 

（学年） 

第㸵᮲ 学年は㸲᭶１᪥にጞまり，⩣年㸱᭶㸱１᪥に⤊る。 

（学期） 

第８᮲ 学年を分けて，次の２期とする。 

๓期 㸲᭶１᪥から㸷᭶㸱㸮᪥まで 

ᚋ期 １㸮᭶１᪥から⩣年㸱᭶㸱１᪥まで 

２ ๓㡯に定める各学期は，๓༙及びᚋ༙に分けることができる。 

㸱 第１㡯のつ定にかかわらࡎ，学部の情にࡼり，学長がኚ᭦することが࠶る。 

（ఇ業᪥） 

第㸷᮲ ఇ業᪥は，次のとおりとする。 

᪥᭙᪥及びᅵ᭙᪥ 

ᅜẸの⚃᪥に関する法ᚊ（２㸱年法ᚊ第１㸵８ྕ）につ定するఇ᪥ 

開学記ᛕ᪥ ５᭶㸱１᪥ 

Ꮨఇ業 㸱᭶２１᪥から㸲᭶㸵᪥まで 

ኟᏘఇ業 ８᭶１１᪥から㸷᭶㸱㸮᪥まで 

Ꮨఇ業 １２᭶２５᪥から⩣年１᭶㸵᪥まで 

２ ๓㡯のつ定にかかわらࡎ，学部の情にࡼり，学長がኚ᭦することが࠶る。 

㸱 学長は，ᚲ要が࠶るとㄆめるときは，⮫のఇ業᪥を定めることができる。 

第㸱章 ධ学，⦅ධ学，㌿ධ学，㌿学部等，ఇ学，学，␃学，㏥学，㌿学，ධ

学及び㝖⡠ 

（ධ学の期） 

第１㸮᮲ ධ学の期は，学年のጞめとする。ただし，ᚋ期のጞめにධ学させることがで

きる。 

（ධ学㈨᱁） 

第１１᮲ ᮏ学にධ学することのできる⪅は，次の各ྕの୍にヱ当する⪅とする。 

�1� 㧗等学ᰯཪは୰等教育学ᰯを卒業した⪅ 

��� 通ᖖのㄢ⛬にࡼる１２年の学ᰯ教育を修了した⪅ཪは通ᖖのㄢ⛬以外のㄢ⛬にࡼ

り，これに┦当する学ᰯ教育を修了した⪅ 

��� 外ᅜにおいて学ᰯ教育における１２年のㄢ⛬を修了した⪅ཪはこれに‽ࡎる⪅で

ᩥ部科学⮧の指定したもの 

��� ᩥ部科学⮧が㧗等学ᰯのㄢ⛬とྠ等のㄢ⛬を᭷するものとしてㄆ定したᅾ外教

育設の当ヱㄢ⛬を修了した⪅ 

��� 専修学ᰯの㧗等ㄢ⛬（修業年㝈が㸱年以上で࠶ることࡑののᩥ部科学⮧が定め

る基‽を満たすものに㝈る。）でᩥ部科学⮧がูに指定するものをᩥ部科学⮧が
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定める᪥以ᚋに修了した⪅ 

��� ᩥ部科学⮧の指定した⪅ 

��� 㧗等学ᰯ卒業⛬度ㄆ定ヨ㦂つ๎（ᖹ成１㸵年ᩥ部科学┬௧第１ྕ）にࡼる㧗等学ᰯ

卒業⛬度ㄆ定ヨ㦂に合᱁した⪅（ྠつ๎㝃๎第２᮲のつ定にࡼるᗫṆ๓の学ධ学㈨

᱁᳨定つ⛬（２㸴年ᩥ部┬௧第１㸱ྕ）にࡼる学ධ学㈨᱁᳨定に合᱁した⪅を

含む。） 

��� 学ᰯ教育法（２２年法ᚊ第２㸴ྕ）第㸷㸮᮲第２㡯のつ定にࡼり学にධ学し

た⪅でࡗ࠶て，ᮏ学において，学における教育を受けるにࡩさわしい学ຊが࠶ると

ㄆめたもの 

��� ᮏ学において，ಶูのධ学㈨᱁ᑂᰝにࡼり，㧗等学ᰯを卒業した⪅とྠ等以上の学

ຊが࠶るとㄆめた⪅で，１８ṓに㐩したもの 

（ධ学ᚿ㢪の手続） 

第１２᮲ ධ学ᚿ㢪⪅は，所定の手続にࡼり，㢪い出なけれࡤならない。 

（選ᢤヨ㦂） 

第１㸱᮲ ධ学ᚿ㢪⪅に対しては，長崎学ධ学⪅選ᢤつ๎（ᖹ成１㸴年つ๎第１㸴ྕ）

の定めるとこࢁにࡼり，選ᢤヨ㦂を行う。 

（合᱁⪅のỴ定） 

第１㸲᮲ ๓᮲の選ᢤヨ㦂にࡼる合᱁⪅のỴ定は，各学部教授会の㆟を⤒て，学長が行う。 

（⦅ධ学定員を᭷する学部への⦅ධ学） 

第１５᮲ ⤒῭学部，་学部ಖ学科ཪは環境科学部の第㸱年次に⦅ධ学することのでき

る⪅は，次の各ྕのいࡎれかにヱ当する⪅で，かつ，当ヱ学部がูに定める出㢪㈨᱁を

᭷する⪅とし，選ᢤヨ㦂を行ࡗた上，当ヱ学部教授会の㆟を⤒て，学長がධ学をチྍす

る。 

�1� 学を卒業した⪅ 

��� 学ᰯ教育法第１㸮㸲᮲第㸵㡯のつ定にࡼり学ኈの学位を授された⪅ 

��� ▷期学ⱝしくは㧗等専㛛学ᰯを卒業した⪅ཪはこれとྠ等以上の学ຊが࠶ると

ㄆめられる⪅ 

��� 外ᅜにおいて学ᰯ教育における１㸲年のㄢ⛬を修了した⪅ 

��� 外ᅜの学ᰯが行う通ಙ教育における授業科目をᡃがᅜにおいて履修することにࡼ

り当ヱ外ᅜの学ᰯ教育における１㸲年のㄢ⛬を修了した⪅ 

��� ᡃがᅜにおいて，外ᅜの▷期学のㄢ⛬（ࡑの修了⪅が当ヱ外ᅜの学ᰯ教育におけ

る１㸲年のㄢ⛬を修了したとされるものに㝈る。）を᭷するものとして当ヱ外ᅜの学

ᰯ教育制度において位⨨付けられた教育設でࡗ࠶て，ᩥ部科学⮧がูに指定する

ものの当ヱㄢ⛬を修了した⪅ 

��� 専修学ᰯの専㛛ㄢ⛬（修業年㝈が２年以上で࠶ることࡑののᩥ部科学⮧の定め

る基‽を満たすものに㝈る。）を修了した⪅（第１１᮲につ定するධ学㈨᱁を᭷する

⪅に㝈る。） 

��� 㧗等学ᰯ，୰等教育学ᰯのᚋ期ㄢ⛬及び≉ูᨭ学ᰯの専攻科のㄢ⛬（修業年㝈が

２年以上で࠶ることࡑののᩥ部科学⮧の定める基‽を満たすものに㝈る。）を修

了した⪅（第１１᮲につ定するධ学㈨᱁を᭷する⪅に㝈る。） 

２ ་学部་学科の第２年次に⦅ධ学することのできる⪅は，次の各ྕのいࡎれかにヱ当

する⪅とし，選ᢤヨ㦂を行ࡗた上，当ヱ学部教授会の㆟を⤒て，学長がධ学をチྍする。 

�1� 学を卒業した⪅ 

��� 学ᰯ教育法第１㸮㸲᮲第㸵㡯のつ定にࡼり学ኈの学位を授された⪅ 

��� 外ᅜにおいて学ᰯ教育における１㸴年のㄢ⛬を修了した⪅ 
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��� 外ᅜの学ᰯが行う通ಙ教育における授業科目をᡃがᅜにおいて履修することにࡼ

り当ヱ外ᅜの学ᰯ教育における１㸴年のㄢ⛬を修了した⪅ 

��� ᡃがᅜにおいて，外ᅜの学のㄢ⛬（ࡑの修了⪅が当ヱ外ᅜの学ᰯ教育における１

㸴年のㄢ⛬を修了したとされるものに㝈る。）を᭷するものとして当ヱ外ᅜの学ᰯ教

育制度において位⨨付けられた教育設でࡗ࠶て，ᩥ部科学⮧がูに指定するもの

の当ヱㄢ⛬を修了した⪅ 

��� 専修学ᰯの専㛛ㄢ⛬（修業年㝈が㸲年以上で࠶ることࡑののᩥ部科学⮧が定め

る基‽を満たすものに㝈る。）でᩥ部科学⮧がูに指定するものをᩥ部科学⮧が

定める᪥以ᚋに修了した⪅ 

（Ḟ員の࠶る場合の⦅ධ学及び㌿ධ学） 

第１㸴᮲ 次の各ྕのいࡎれかにヱ当する⪅については，Ḟ員の࠶る場合に㝈り，選考の

上，当ヱ学部教授会の㆟を⤒て，学長がධ学をチྍすることが࠶る。 

�1� 学ᰯ教育法第１㸮㸲᮲第㸵㡯のつ定にࡼり学ኈの学位を授された⪅で，⦅ධ学を

ᚿᮃするもの 

��� ▷期学，㧗等専㛛学ᰯ，ᅜ❧工業教員㣴成所ཪはᅜ❧㣴ㆤ教ㅍ㣴成所を卒業した

⪅で，⦅ධ学をᚿᮃするもの 

��� 教育学部ⱝしくは学ⱁ学部の２年ㄢ⛬を修了した⪅ཪは学ᰯ教育法行つ๎（

２２年ᩥ部┬௧第１１ྕ）㝃๎第㸵᮲につ定するᚑ๓のつ定にࡼる学ᰯのㄢ⛬を修了

し，ⱝしくはこれらの学ᰯを卒業した⪅で，⦅ධ学をᚿᮃするもの 

��� 外ᅜにおいて学ᰯ教育における１㸲年のㄢ⛬を修了した⪅で，⦅ධ学をᚿᮃするも

の 

��� 外ᅜの学ᰯが行う通ಙ教育における授業科目をᡃがᅜにおいて履修することにࡼ

り当ヱ外ᅜの学ᰯ教育における１㸲年のㄢ⛬を修了した⪅で，⦅ධ学をᚿᮃするもの 

��� ᡃがᅜにおいて，外ᅜの▷期学のㄢ⛬（ࡑの修了⪅が当ヱ外ᅜの学ᰯ教育におけ

る１㸲年のㄢ⛬を修了したとされるものに㝈る。）を᭷するものとして当ヱ外ᅜの学

ᰯ教育制度において位⨨付けられた教育設でࡗ࠶て，ᩥ部科学⮧がูに指定する

ものの当ヱㄢ⛬を修了した⪅で，⦅ධ学をᚿᮃするもの 

��� 専修学ᰯの専㛛ㄢ⛬（修業年㝈が２年以上で࠶ることࡑののᩥ部科学⮧の定め

る基‽を満たすものに㝈る。）を修了した⪅（第１１᮲につ定するධ学㈨᱁を᭷する

⪅に㝈る。）で，⦅ධ学をᚿᮃするもの 

��� 㧗等学ᰯ，୰等教育学ᰯのᚋ期ㄢ⛬及び≉ูᨭ学ᰯの専攻科のㄢ⛬（修業年㝈が

２年以上で࠶ることࡑののᩥ部科学⮧の定める基‽を満たすものに㝈る。）を修

了した⪅（第１１᮲につ定するධ学㈨᱁を᭷する⪅に㝈る。）で，⦅ධ学をᚿᮃする

もの 

��� の学にᅾ学する⪅ཪは卒業し，ⱝしくは㏥学した⪅で，㌿ධ学をᚿᮃするもの 

�10� ᡃがᅜにおいて，外ᅜの学のㄢ⛬を᭷するものとして当ヱ外ᅜの学ᰯ教育制度

において位⨨付けられた教育設でࡗ࠶て，ᩥ部科学⮧がูに指定するものの当ヱ

ㄢ⛬にᅾ学する⪅ཪは当ヱㄢ⛬を修了し，ⱝしくは㏥学した⪅で，㌿ධ学をᚿᮃする

もの（第１１᮲につ定するධ学㈨᱁を᭷する⪅に㝈る。） 

２ ๓㡯各ྕに掲ࡆるもののか，་学ཪはṑ学の㐍学ㄢ⛬を修了した⪅ཪはこれとྠ等

以上の学ຊが࠶るとㄆめられる⪅の⦅ධ学については，་学部ཪはṑ学部がูに定める。

（⦅ධ学ཪは㌿ධ学をチྍされた⪅の修業年㝈等） 

第１㸵᮲ ๓２᮲のつ定にࡼりධ学をチྍされた⪅のධ学する๓に履修した授業科目につ

いて修得した単位及びධ学する๓に行ࡗた第㸱㸵᮲第１㡯につ定する学修の取扱い୪び

にᅾ学すき年数については，所属学部教授会の㆟を⤒て，学長が定める。 
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２ ๓㡯のつ定にࡼりᅾ学すき年数を定められた⪅のᅾ学期間は，第㸴᮲のつ定にかか

わらࡎ，ᅾ学すき年数の２ಸを㉸えることができない。 

㸱 第１㡯のつ定にࡼりᅾ学すき年数を定められた⪅のఇ学期間は，第２２᮲第２㡯の

つ定にかかわらࡎ，ᅾ学すき年数に┦当する年数を㉸えることができない。 

（ධ学手続） 

第１８᮲ 選ᢤヨ㦂ཪは選考の⤖ᯝに基づき，ධ学の合᱁通知を受けた⪅は，所定の期᪥

までに次の手続をしなけれࡤならない。 

�1� ධ学ᩱを⣡付すること。 

��� ㄋ⣙書及びಖ証書を提出すること。ただし，第㸴㸲᮲につ定する外ᅜ人␃学⏕につ

いては，ㄋ⣙書のみの提出とする。 

２ ಖ証書のಖ証人は，ཎ๎として∗ẕཪはこれに‽ࡎる⪅とし，学⏕と連ᖏして㈐௵を

㈇うものとする。ಖ証人ཪはಖ証人のఫ所にኚ᭦がࡗ࠶た場合は，㏿やかにᒆけ出なけ

れࡤならない。 

（ධ学チྍ） 

第１㸷᮲ 学長は，๓᮲のධ学手続（第５㸱᮲のつ定にࡼり，ධ学ᩱのච㝖ཪはᚩ⊰ண

の申請を行ࡗた⪅は，๓᮲第１㡯第１ྕの手続を㝖く。）を了した⪅にධ学をチྍす

る。 

２ 学長は，ධ学をチྍした⪅に対して，ධ学に学⏕証を交付する。 

（㌿学部等） 

第２㸮᮲ 学⏕から㌿学部の㢪い出がࡗ࠶たときは，関係学部教授会の㆟を⤒て，学長が

チྍすることが࠶る。 

２ ๓㡯のつ定にࡼり㌿学部をチྍされた⪅の修業年㝈等に関しては，第１㸵᮲のつ定を

‽⏝する。 

㸱 ๓２㡯のつ定は，学科及びㄢ⛬をኚ᭦する場合について‽⏝する。この場合において，

第１㡯୰ࠕ関係学部教授会ࠖと࠶るのはࠕ所属学部教授会ࠖとㄞみ᭰えるものとする。 

（ఇ学） 

第２１᮲ 学⏕がࡑのの理⏤にࡼり，ᘬき続き２か᭶以上修学を୰Ṇしࡼうとする

ときは，所属学部長を⤒て，学長にఇ学を㢪い出て，チྍを受けなけれࡤならない。 

（ఇ学期間） 

第２２᮲ ఇ学は，ᘬき続き１年を㉸えることができない。ただし，≉ูの理⏤が࠶ると

きは，᭦に１年以内のఇ学をチྍすることが࠶る。 

２ ఇ学期間は，通⟬して㸲年（་学部་学科，ṑ学部及び⸆学部⸆学科にࡗ࠶ては㸴年）

を㉸えることができない。 

㸱 ఇ学期間は，第㸴᮲及び第㸲５᮲の期間に⟬ධしない。 

（学） 

第２㸱᮲ ఇ学期間が満了したときཪはఇ学期間୰にࡑの理⏤がなくなࡗたときは，所属

学部長を⤒て，学長に学を㢪い出て，チྍを受けなけれࡤならない。 

（␃学） 

第２㸲᮲ 学長は，学⏕が外ᅜの学ཪは▷期学で学修することが教育上᭷┈で࠶ると

所属学部教授会においてㄆめるときは，࠶らかࡌめ，当ヱ外ᅜの学ཪは▷期学と༠

㆟の上，学⏕が当ヱ外ᅜの学ཪは▷期学に␃学することをㄆめることが࠶る。 

２ ␃学の期間は，第㸴᮲及び第㸲５᮲の期間に⟬ධする。 

（㏥学） 

第２５᮲ 学⏕が㏥学しࡼうとするときは，所属学部長を⤒て，学長に㢪い出て，チྍを

受けなけれࡤならない。 
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（㌿学） 

第２㸴᮲ 学⏕がの学に㌿学しࡼうとするときは，所属学部長を⤒て，学長に㢪い出

て，受㦂のチྍを受けなけれࡤならない。 

（ධ学） 

第２㸵᮲ 第２５᮲にࡼる㏥学⪅ཪは次᮲第５ྕにࡼり㝖⡠となࡗた⪅が，㏥学ᚋཪは㝖

⡠ᚋ２年以内に㏥学๓ཪは㝖⡠๓に所属していた学部の学科ཪはㄢ⛬にධ学を㢪い出

た場合は，当ヱ学部教授会の㆟を⤒て，学長がチྍすることが࠶る。この場合において，

次᮲第５ྕにࡼり㝖⡠となࡗた⪅がධ学をすることを⡠とし，⡠は，ᮍ⣡の授業

ᩱを⣡付することを᮲件とする。 

２ ๓㡯のつ定にࡼりධ学をチྍされた⪅については，ᮏ学㏥学ཪは㝖⡠までのᅾ学

期間，ఇ学期間，␃学期間及び学期間はධ学ᚋの当ヱ期間に通⟬するものとし，᪤に

履修した授業科目について修得した単位の取扱いについては当ヱ学部教授会の㆟を⤒て，

学長が定めるものとする。 

㸱 ⡠した⪅が，㝖⡠となࡗた場合は，⡠することをチྍしない。 

（㝖⡠） 

第２８᮲ 学⏕が次の各ྕの୍にヱ当するときは，所属学部教授会の㆟を⤒て，学長がこ

れを㝖⡠する。 

�1� ṇ当の理⏤なくしてḞᖍが長期にわたるとき。 

��� 成業の見㎸みがないとㄆめたとき。 

��� ᅾ学期間が修業年㝈の２ಸを㉸えたときཪはఇ学期間が第２２᮲第２㡯の期間を

㉸えたとき。 

��� ఇ学期間が満了しても学の㢪い出をしないとき。 

��� 授業ᩱを⣡めないとき。 

��� 第５㸱᮲のつ定にࡼりධ学ᩱのච㝖ཪはᚩ⊰ணを申請した⪅で，次に掲ࡆるもの

が⣡めるきධ学ᩱを所定の期᪥までに⣡めないとき。 

ア ච㝖ཪはᚩ⊰ணがチྍされなかࡗたもの 

イ ධ学ᩱの୍部のච㝖がチྍされたもの 

 ᚩ⊰ணがチྍされたもの ࢘

第㸲章 教育ㄢ⛬の⦅成，授業科目の༊分等，単位，履修᪉法，考ᰝ及び単位の授 

（教育ㄢ⛬の⦅成） 

第２㸷᮲ 教育ㄢ⛬は，ᮏ学，学部及び学科ཪはㄢ⛬の教育上の目的を㐩成するため，

学教育における基ᮏ的教㣴を会得させేせて専㛛のᖜᗈい基┙を理ゎさせることを目的

とした教㣴教育に関する授業科目（以下ࠕ教㣴教育科目ࠖという。）及び学部等の専攻

に係る専㛛教育に関する授業科目（以下ࠕ専㛛教育科目ࠖという。）を᭷ᶵ的に組み合

わせて，య⣔的に⦅成するものとする。 

２ 教育ㄢ⛬の⦅成に当たࡗては，学部等の専攻に係る専㛛の学ⱁを教授するとともに，

ᖜᗈく῝い教㣴及び⥲合的なุ᩿ຊをᇵい，㇏かな人間ᛶをᾰ㣴するࡼう㐺ษに㓄៖す

るものとする。 

（授業科目の༊分） 

第㸱㸮᮲ 教㣴教育科目の༊分は，次のとおりとする。ただし，ኪ間コースにࡗ࠶ては

ᗣ・ス࣏ーࢶ科学科目及び࢟ャリア教育科目を㝖くものとする。 

教㣴ࢼ࣑ࢮール科目 

情報科学科目 

数理データ・ࢧイ࢚ンス科目 
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ᗣ・ス࣏ーࢶ科学科目 

 ャリア教育科目࢟

プラࢿタリー࣊ルス科目 

外ᅜㄒ科目 

教㣴ࣔࣗࢪールϨ科目 

教㣴ࣔࣗࢪールⅡ科目 

人ᩥ・社会科科目 

⏕・自然科学科目 

⥲合科学科目 

グローバル科目 

教⫋ㄢ⛬関連科目 

２ 専㛛教育科目の༊分は，各学部の履修に関するつ⛬（以下ࠕ学部つ⛬ࠖという。）の

定めるとこࢁにࡼる。 

㸱 第㸴㸲᮲につ定する外ᅜ人␃学⏕及び外ᅜ人␃学⏕以外の学⏕で外ᅜにおいて┦当の

期間୰等教育（୰学ᰯཪは㧗等学ᰯに対ᛂする学ᰯにおける教育をいう。）を受けた⪅

（以下この章においてࠕ外ᅜ人␃学⏕等ࠖという。）の教育についてᚲ要が࠶るとㄆめ

るときは，第１㡯につ定する科目のか，␃学⏕⏝科目を開設する。 

㸲 各授業科目を，ᚲ修科目，選択科目及び自⏤科目に分ける。 

（授業科目の開設） 

第㸱１᮲ 教㣴教育科目は，ᮏ学のすての教員の参画にࡼり開設するものとする。 

２ 専㛛教育科目は，各学部の教員にࡼり開設するものとする。 

（授業の᪉法） 

第㸱２᮲ 授業は，講⩏，₇習，実㦂，実習ⱝしくは実技のいࡎれかにࡼりཪはこれらの

ే⏝にࡼり行うものとする。 

２ ๓㡯の授業は，ᩥ部科学⮧が定めるとこࢁにࡼり，ከᵝなメデアを㧗度に⏝し

て，当ヱ授業を行う教ᐊ等以外の場所で履修させることができる。 

㸱 第１㡯の授業は，外ᅜにおいて履修させることができる。๓㡯のつ定にࡼり，ከᵝな

メデアを㧗度に⏝して，当ヱ授業を行う教ᐊ等以外の場所で履修させる場合につい

ても，ྠᵝとする。 

（１単位当たりの授業間） 

第㸱㸱᮲ １単位の授業科目は，㸲５間の学修をᚲ要とする内ᐜをもࡗて構成すること

をᶆ‽とし，授業の᪉法にᛂࡌた１単位当たりの授業間は，次の基‽にࡼるものとす

る。 

�1� 講⩏については１５間 

��� ₇習については㸱㸮間 

��� 実㦂，実習及び実技については㸲５間 

２ ๓㡯の基‽おりできない情が࠶るときཪは教育ຠᯝを考៖してᚲ要が࠶るときは，

๓㡯第１ྕの講⩏及び๓㡯第２ྕの₇習については１５間から㸱㸮間の⠊ᅖで，๓

㡯第㸱ྕの実㦂，実習及び実技については㸱㸮間から㸲５間の⠊ᅖで，学部つ⛬ཪ

は長崎学教㣴教育履修つ⛬（ᖹ成２㸲年つ⛬第２ྕ。以下ࠕ教㣴教育履修つ⛬ࠖとい

う。）において定めることができる。ただし，講⩏，₇習，実㦂，実習ཪは実技のే⏝

にࡼり行う授業及びⱁ⾡等の分野におけるಶ人指ᑟにࡼる実技の授業については，学部

つ⛬ཪは教㣴教育履修つ⛬の定める間の授業をもࡗて１単位とすることができる。 

㸱 ๓２㡯のつ定にかかわらࡎ，卒業論ᩥ，卒業◊✲，卒業制స等の授業科目については，

これらの学修の成ᯝをホ౯して単位を授することが㐺ษとㄆめられる場合には，これ

― 67 ―



らにᚲ要な学修等を考៖して，単位数を定めることができる。 

（授業期間） 

第㸱㸲᮲ 各授業科目の授業は，༑分な教育ຠᯝを上ࡆることができるࡼう，８㐌，１５

㐌ࡑののᮏ学が定める㐺ษな期間を単位として行うものとする。１５㐌にわたる期間

を単位として行う。ただし，教育上ᚲ要が࠶り，かつ，༑分な教育ຠᯝをࡆ࠶ることが

できるとㄆめられる場合は，この㝈りでない。 

（成績ホ౯基‽等の明示等） 

第㸱㸲᮲の２ 各学部は，学⏕に対して，授業の᪉法及び内ᐜ୪びに１年間の授業の計画

を࠶らかࡌめ明示するものとする。 

２ 各学部は，学修の成ᯝに係るホ౯及び卒業のㄆ定に当たࡗては，ᐈ観ᛶ及びཝ᱁ᛶを

☜ಖするため，学⏕に対してࡑの基‽を࠶らかࡌめ明示するとともに，当ヱ基‽にした

がࡗて㐺ษに行うものとする。 

（教育内ᐜ等のᨵၿのための組⧊的な◊修等） 

第㸱㸲᮲の㸱 各学部は，当ヱ学部の授業の内ᐜ及び᪉法のᨵၿを図るための組⧊的な◊

修及び◊✲を実するものとする。 

（学部における授業科目の履修等） 

第㸱５᮲ 学⏕が学部の授業科目を履修することが教育上᭷┈で࠶ると各学部において

ㄆめるときは，当ヱ授業科目を履修させることができる。 

２ 学⏕は，学部の開設する授業科目を履修しࡼうとするときは，所属学部長を⤒て，

当ヱ授業科目を開設する学部長の承ㄆを受けなけれࡤならない。 

㸱 ๓２㡯のつ定にࡼり学⏕が履修した授業科目について修得した単位の取扱いは，学部

つ⛬の定めるとこࢁにࡼる。 

（ᮏ学学㝔における授業科目の履修等） 

第㸱５᮲の２ 学⏕がᮏ学学㝔に㐍学をᕼᮃし，当ヱ学㝔の授業科目を履修すること

が教育上᭷┈で࠶ると各学部においてㄆめるときは，当ヱ授業科目を履修させることが

できる。 

２ 学⏕は，ᮏ学学㝔の開設する授業科目を履修しࡼうとするときは，所属学部長を⤒

て，当ヱ授業科目を開設する◊✲科長の承ㄆを受けなけれࡤならない。 

㸱 第１㡯のつ定にࡼり学⏕が履修した授業科目について修得した単位は，所属学部の卒

業の要件として学部つ⛬で定める学⏕が修得すき単位数（以下ࠕ卒業要件単位ࠖとい

う。）に含めることはできない。 

（の学ཪは▷期学における授業科目の履修等） 

第㸱㸴᮲ 学⏕がの学ཪは▷期学の授業科目を履修することが教育上᭷┈で࠶ると

各学部においてㄆめるときは，࠶らかࡌめ当ヱの学ཪは▷期学と༠㆟の上，学⏕

が当ヱの学ཪは▷期学の授業科目を履修することをㄆめ，ࡑの履修した授業科目

について修得した単位は㸴㸮単位を㉸えない⠊ᅖでᮏ学における授業科目の履修にࡼり

修得したものとみなすことができる。 

２ ๓㡯のつ定は，学⏕が，第２㸲᮲のつ定にࡼり␃学する場合，ఇ学期間୰に外ᅜの

学ཪは▷期学の授業科目を履修する場合，外ᅜの学ཪは▷期学が行う通ಙ教育に

おける授業科目をᡃがᅜにおいて履修する場合及び外ᅜの学ཪは▷期学の教育ㄢ⛬

を᭷するものとして当ヱ外ᅜの学ᰯ教育制度において位⨨付けられた教育設でࡗ࠶て，

ᩥ部科学⮧がูに指定するものの当ヱ教育ㄢ⛬における授業科目をᡃがᅜにおいて履

修する場合について‽⏝する。 

（学以外の教育設等における学修） 

第㸱㸵᮲ 学⏕が行う▷期学ཪは㧗等専㛛学ᰯの専攻科における学修ࡑのᩥ部科学
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⮧がูに定める学修について，教育上᭷┈で࠶るとㄆめるときは，ᮏ学における授業科

目の履修とみなし，単位をえることができる。 

２ ๓㡯のつ定にࡼりえることができる単位数は，๓᮲のつ定にࡼりᮏ学において修得

したものとみなす単位数と合わせて㸴㸮単位を㉸えないものとする。 

（ධ学๓の᪤修得単位等のㄆ定） 

第㸱８᮲ 学⏕がᮏ学にධ学する๓に次の各ྕの୍にヱ当する単位を᭷する場合において，

教育上᭷┈で࠶るとㄆめるときは，ࡑの単位をධ学したᚋのᮏ学における授業科目の履

修にࡼり修得したものとみなすことができる。 

�1� 学ཪは▷期学（外ᅜの学ཪは▷期学を含む。）において履修した授業科目

について修得した単位 

��� 学設⨨基‽（㸱１年ᩥ部┬௧第２８ྕ）第㸱１᮲第１㡯につ定する科目等履

修⏕として修得した単位 

��� 学設⨨基‽第㸱１᮲第２㡯につ定する≉ูのㄢ⛬の履修⏕として修得した単位 

２ 学⏕がᮏ学にධ学する๓に行ࡗた๓᮲第１㡯につ定する学修について，教育上᭷┈で

るとㄆめるときは，ᮏ学における授業科目の履修とみなし，単位をえることができ࠶

る。 

㸱 ๓２㡯のつ定にࡼり修得したものとみなし，ཪはえることのできる単位数は，⦅ධ

学，㌿ධ学等の場合を㝖き，ᮏ学において修得した単位以外のものについては，第㸱㸴

᮲及び๓᮲第１㡯のつ定にࡼりᮏ学において修得したものとみなす単位数と合わせて㸴

㸮単位を㉸えないものとする。 

（長期にわたる教育ㄢ⛬の履修） 

第㸱㸷᮲ 学⏕が⫋業を᭷している等の情にࡼり，第㸲᮲につ定する修業年㝈を㉸えて

୍定の期間にわたり計画的に教育ㄢ⛬を履修し卒業することをᕼᮃする᪨を申し出たと

きは，長崎学長期履修つ⛬（ᖹ成１８年つ⛬第㸲㸵ྕ）の定めるとこࢁにࡼり，ࡑの

計画的な履修をㄆめることができる。 

（外ᅜ人␃学⏕等に係る␃学⏕⏝科目の単位の取扱い） 

第㸲㸮᮲ 外ᅜ人␃学⏕等が␃学⏕⏝科目について修得した単位は，教㣴教育履修つ⛬の

定めるとこࢁにࡼり，教㣴教育科目として修得すき単位に௦えることができる。 

（履修科目の登録の上㝈） 

第㸲１᮲ 学⏕が各年次にわたࡗて㐺ษに授業科目を履修するため，卒業要件単位につい

て，学⏕が１学年ཪは１学期に履修科目として登録することができる単位数の上㝈を学

部つ⛬で定めることができる。 

２ ๓㡯の場合において，学部つ⛬の定めるとこࢁにࡼり，所定の単位をඃれた成績をも

て修得した学⏕については，๓㡯につ定する上㝈を㉸えて履修科目の登録をㄆめるこࡗ

とができる。 

（考ᰝ及び単位の授） 

第㸲２᮲ 学⏕が୍の授業科目を履修した場合には，考ᰝを行い，合᱁した⪅に対しては，

単位をえる。 

２ 考ᰝは，ヨ㦂，論ᩥ，報࿌書ࡑのの᪉法にࡼり行うものとする。 

第㸲㸱᮲ 考ᰝ及び単位のㄆ定は，学部つ⛬ཪは教㣴教育履修つ⛬の定めるとこࢁにࡼる。

（履修᪉法等） 

第㸲㸲᮲ この章に定めるもののか，教育ㄢ⛬の⦅成，授業科目の名⛠，単位数，履修

᪉法，履修科目の登録の上㝈，考ᰝ及び単位の授等については，学部つ⛬及び教㣴教

育履修つ⛬の定めるとこࢁにࡼる。 
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第５章 卒業及び学位୪びに教員のචチ≧授の所要㈨᱁の取得 

（卒業及び学位の授） 

第㸲５᮲ 第㸲᮲につ定する期間（第１５᮲及び第１㸴᮲のつ定にࡼりධ学をチྍされた

⪅については，第１㸵᮲第１㡯のつ定にࡼり定められたᅾ学すき年数）以上ᅾ学し，

卒業要件単位を修得した⪅については，所属学部教授会の㆟を⤒て，学長が卒業をㄆ定

し，学ኈの学位を授する。ただし，各学部においてᚲ要とㄆめるときは，ᅾ学期間及

び卒業要件単位にຍえ，卒業の要件をㄢすことができる。 

２ 卒業要件単位のうち，第㸱２᮲第２㡯の授業の᪉法にࡼり修得できる単位数は，ูに

定めの࠶る場合を㝖き㸴㸮単位を㉸えないものとする。 

第㸲㸴᮲ 学部（་学部་学科，ṑ学部及び⸆学部⸆学科を㝖く。この᮲においてྠࡌ。）

に㸱年以上ᅾ学した⪅（これに‽ࡎるものとしてᩥ部科学⮧の定める⪅を含む。）が，

卒業要件単位をඃ⚽な成績で修得したとㄆめる場合には，第㸲᮲のつ定にかかわらࡎ，

 。の卒業をㄆめることができるࡑ

２ ๓㡯につ定する卒業のㄆ定は，次の各ྕに掲ࡆる要件のすてにヱ当する場合に㝈り

行うことができる。 

�1� 学修の成ᯝに係るホ౯の基‽ࡑのの๓㡯につ定する卒業のㄆ定の基‽を定め，ࡑ

れをබ⾲している学部の学⏕で࠶ること。 

��� 第㸲１᮲につ定する履修科目として登録することができる単位数の上㝈を定め，㐺

ษに㐠⏝している学部の学⏕で࠶ること。 

��� 学⏕が卒業要件単位を修得し，かつ，当ヱ単位をඃ⚽な成績をもࡗて修得したとㄆ

められること。 

��� 学⏕が๓㡯につ定する卒業をᕼᮃしていること。 

第㸲㸵᮲ 学位の授等については，長崎学学位つ๎（ᖹ成１㸴年つ๎第１１ྕ）の定

めるとこࢁにࡼる。 

（教員のචチ≧授の所要㈨᱁の取得） 

第㸲８᮲ ᮏ学の学部の学科等において，教育⫋員චチ法（２㸲年法ᚊ第１㸲㸵ྕ）

及び教育⫋員චチ法行つ๎（２㸷年ᩥ部┬௧第２㸴ྕ）に定める所要の単位を修

得した⪅は，教員のචチ≧授の所要㈨᱁を取得することができる。 

２ ๓㡯のつ定にࡼり所要㈨᱁を取得できる教員のචチ≧の✀㢮は，ู⾲第２のとおりと

する。 

第㸴章 ㈹⨩ 

（㈹⨩） 

第㸲㸷᮲ 学⏕として⾲ᙲに౯する行Ⅽがࡗ࠶た場合は，学長は，所属学部長等の᥎⸀に

 。る࠶り⾲ᙲすることがࡼ

第５㸮᮲ 学⏕がᮏ学のつ๎に⫼き学の⛛ᗎをし，ࡑの学⏕としてのᮏ分にする

行Ⅽがࡗ࠶たときは，長崎学教育◊✲ホ㆟会の㆟を⤒て，学長がこれをᠬᡄする。 

２ ᠬᡄは，㏥学，学及びカ࿌とする。 

㸱 学は，☜定期㝈を付す᭷期の学及び☜定期㝈を付さない↓期の学とする。 

㸲 学の期間が１か᭶以上にわたるときは，ࡑの期間は，第㸴᮲の期間に⟬ධし，第㸲

５᮲及び第㸲㸴᮲の卒業の要件としてᅾ学すき期間に⟬ධしない。 

第㸵章 ᳨定ᩱ，ධ学ᩱ，授業ᩱ及びᐤᐟᩱ 

（᳨定ᩱ） 
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第５１᮲ ධ学，㌿ධ学，⦅ධ学及びධ学をᚿ㢪する⪅は，᳨定ᩱを⣡めなけれࡤなら

ない。 

（᳨定ᩱ等の㢠及びࡑのᚩ᪉法等） 

第５２᮲ ᳨定ᩱ，ධ学ᩱ及び授業ᩱの㢠୪びにᚩ᪉法等は，この学๎に定めるものの

。か，長崎学授業ᩱ，ධ学ᩱ，᳨定ᩱ及びᐤᐟᩱᚩつ⛬（ᖹ成１㸴年つ⛬第㸷２ྕ

以下ࠕᚩつ⛬ࠖという。）の定めるとこࢁにࡼる。 

（ධ学ᩱのච㝖及びᚩ⊰ண） 

第５㸱᮲ ≉ูな情にࡼりධ学ᩱの⣡付がⴭしくᅔ㞴で࠶るとㄆめられる⪅については，

ᮏ人の㢪い出にࡼり，ධ学ᩱの部ཪは୍部をච㝖し，ཪはᚩ⊰ணすることが࠶る。 

２ ධ学ᩱのච㝖及びᚩ⊰ணについては，長崎学ධ学ᩱ，授業ᩱ及びᐤᐟᩱのච㝖等

に関するつ⛬（ᖹ成１㸴年つ⛬第㸷㸱ྕ。以下ࠕච㝖つ⛬ࠖという。）の定めるとこࢁ

にࡼる。 

（授業ᩱの⣡期） 

第５㸲᮲ 授業ᩱは，๓期分及びᚋ期分の２ᅇに分け，ࡑれࡒれ年㢠の２分の１に┦当す

る㢠を次に定める期間に⣡めなけれࡤならない。 

๓期分 㸲᭶１᪥から㸲᭶㸱㸮᪥まで 

ᚋ期分 １㸮᭶１᪥から１㸮᭶㸱１᪥まで 

２ ๓㡯のつ定にかかわらࡎ，๓期分に係る授業ᩱを⣡めるときに，当ヱ年度のᚋ期分に

係る授業ᩱをేせて⣡めることができる。 

㸱 ධ学年度の๓期分ཪは๓期分及びᚋ期分に係る授業ᩱについては，第１㡯のつ定にか

かわらࡎ，ධ学をチྍされるときに⣡めることができる。 

（授業ᩱのච㝖及びᚩ⊰ண） 

第５５᮲ ⤒῭的理⏤にࡗࡼて授業ᩱの⣡付がᅔ㞴で࠶り，かつ，学業ඃ⚽とㄆめられる

の情をࡑりࡼるとㄆめられる⪅に対しては，㢪い出に࠶のやむを得ない情がࡑ⪅

ᑂᰝし，授業ᩱの部ཪは୍部をච㝖し，ཪはᚩ⊰ணすることが࠶る。 

２ ๓㡯の授業ᩱのච㝖及びᚩ⊰ணについては，この学๎に定めるもののか，ච㝖つ

⛬の定めるとこࢁにࡼる。 

第５５᮲の２ ๓᮲第１㡯に定めるもののか，≉に学業ඃ⚽とㄆめられる⪅については，

授業ᩱの部ཪは୍部をච㝖することが࠶る。 

２ ๓㡯の授業ᩱのච㝖については，この学๎に定めるもののか，長崎学༟㉺した学

⏕に対する授業ᩱච㝖に関するつ⛬（ᖹ成㸱㸮年つ⛬第１ྕ。以下ࠕ༟㉺ච㝖つ⛬ࠖと

いう。）の定めるとこࢁにࡼる。 

第５㸴᮲ 第５５᮲につ定する授業ᩱのᚩ⊰ணの期㝈は，๓期分は㸷᭶１５᪥㝈りとし，

ᚋ期分は㸱᭶１５᪥㝈りとする。 

第５㸵᮲ 第５㸲᮲につ定する授業ᩱの⣡期୰にఇ学をチྍされた⪅については，ఇ学当

᭶の⩣᭶から学当᭶の๓᭶までの授業ᩱをච㝖する。ただし，᭶のึ᪥からఇ学期間

が開ጞする場合についてはఇ学当᭶の分，第８᮲第㸱㡯及び第㸷᮲第２㡯のつ定にࡼり

ᚋ期の開ጞ᪥が１㸮᭶１᪥๓となる場合で当ヱᚋ期の開ጞ᪥に学するときについては

学当᭶の分についてもච㝖する。 

第５８᮲ ㏥学する⪅，㌿学する⪅，学をࡐられた⪅ཪは㝖⡠される⪅については，

の期分の授業ᩱをᚩする。ただし，ච㝖つ⛬及び༟㉺ච㝖つ⛬のつ定にヱ当する場ࡑ

合は，この㝈りでない。 

（ᐤᐟᩱ） 

第５㸷᮲ ᐤᐟᩱの㢠及びᚩ᪉法等については，ᚩつ⛬の定めるとこࢁにࡼる。 

２ 学⏕に≉ูの情が࠶る場合は，ᐤᐟᩱをච㝖することが࠶る。 
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㸱 ᐤᐟᩱのච㝖については，ච㝖つ⛬の定めるとこࢁにࡼる。 

（ᩱ㔠の㏉㑏） 

第㸴㸮᮲ ᪤⣡のᩱ㔠は，㏉㑏しない。ただし，次の各ྕの୍にヱ当する場合は，当ヱᩱ

㔠の┦当㢠（第２ྕの場合にࡗ࠶ては第１ྕにつ定する第２ẁ㝵目の選ᢤに係る᳨定ᩱ

に┦当する㢠を，第㸲ྕの場合にࡗ࠶てはᚋ期分の授業ᩱ┦当㢠を，第５ྕの場合に࠶

 。てはච㝖された学期分の授業ᩱ┦当㢠）を㏉㑏するものとするࡗ

�1� 選ᢤヨ㦂において，出㢪書㢮等にࡼる選ᢤ（以下ࠕ第１ẁ㝵目の選ᢤࠖという。）

を行い，ࡑの合᱁⪅に㝈り学ຊ᳨ᰝ等にࡼる選ᢤ（以下ࠕ第２ẁ㝵目の選ᢤ とࠖいう。）

を行い，᭱⤊合᱁⪅をỴ定する場合に，第１ẁ㝵目の選ᢤの合᱁⪅が，所定の期᪥

までに第２ẁ㝵目の選ᢤに係る᳨定ᩱの㏉㑏を申し出たとき。 

��� ಶู学ຊ᳨ᰝの๓期᪥⛬ཪはᚋ期᪥⛬（以下ࠕ๓期ཪはᚋ期ヨ㦂ࠖという。）の出

㢪受付ᚋに各学部等がㄢす学ධ学ඹ通ࢸストの教科・科目を受㦂していないことに

り受㦂㈨᱁がないことがุ明した⪅が，所定の期᪥までに๓期ཪはᚋ期ヨ㦂に係るࡼ

᳨定ᩱの㏉㑏を申し出たとき。 

��� 第５㸲᮲第㸱㡯のつ定にࡼりධ学をチྍされるときに授業ᩱを⣡めた⪅が，ධ学年

度の๓年度の㸱᭶㸱１᪥までにධ学を㎡㏥し，授業ᩱの㏉㑏を申し出たとき。 

��� 第５㸲᮲第２㡯ཪは第㸱㡯のつ定にࡼり๓期分の授業ᩱを⣡ධする㝿にᚋ期分の

授業ᩱをేせて⣡ධした⪅が，ᚋ期分の授業ᩱの⣡ධ期๓にఇ学ཪは㏥学したとき。

��� 第５㸲᮲のつ定にࡼり๓期分ཪはᚋ期分の授業ᩱを⣡ධした⪅が，༟㉺ච㝖つ⛬に

 。り当ヱ期分の授業ᩱච㝖をチྍされたときࡼ

第８章 科目等履修⏕，◊✲⏕，≉ู⫈講学⏕，≉ูのㄢ⛬及び外ᅜ人␃学⏕ 

（科目等履修⏕） 

第㸴１᮲ 各学部の学⏕以外の⪅で，ᮏ学が開設する授業科目のうち୍ཪは」数の授業科

目について履修をᕼᮃするものが࠶るときは，選考の上，科目等履修⏕としてධ学をチ

ྍすることが࠶る。 

（◊✲⏕） 

第㸴２᮲ ᮏ学において≉Ṧの㡯について◊✲をᕼᮃする⪅が࠶るときは，選考の上，

◊✲⏕としてධ学をチྍすることが࠶る。 

（≉ู⫈講学⏕） 

第㸴㸱᮲ の学ཪは▷期学（外ᅜの学ཪは▷期学を含む。）の学⏕で，ᮏ学の

≉定の授業科目を履修することをᕼᮃするものが࠶るときは，当ヱの学ཪは▷期

学との༠㆟に基づき，≉ู⫈講学⏕としてධ学をチྍすることが࠶る。 

２ ≉ู⫈講学⏕に係る᳨定ᩱ及びධ学ᩱは，ᚩしない。 

㸱 ≉ู⫈講学⏕に係る授業ᩱについては，科目等履修⏕とྠᵝとする。 

㸲 ๓㡯のつ定にかかわらࡎ，≉ู⫈講学⏕が学⾡交ὶ༠定等において授業ᩱをᚩしな

いこととしている外ᅜの学ⱝしくは▷期学の学⏕ཪは学間┦単位༠定にお

いて授業ᩱをᚩしないこととしている学ⱝしくは▷期学の学⏕で࠶るときは，授

業ᩱをᚩしない。 

５ ᪤⣡の授業ᩱは，㏉㑏しない。 

㸴 実㦂，実習に要する実㈝は，ᚲ要にᛂࡌ≉ู⫈講学⏕の㈇担とする。 

（≉ูのㄢ⛬） 

第㸴㸱᮲の２ 学長は，ᮏ学の学⏕以外の⪅を対象とした≉ูのㄢ⛬を⦅成し，これを修

了した⪅に対し，修了の実を証する証明書を交付することができる。 

２ ๓㡯につ定する≉ูのㄢ⛬に関して，࠶らかࡌめ単位の授をබ⾲している当ヱㄢ⛬
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を修了した⪅に対し，単位をえることができる。 

㸱 ᮏ学の学⏕が第１㡯につ定する≉ูのㄢ⛬を履修することが教育上᭷┈で࠶るとㄆめ

るときは，当ヱㄢ⛬を履修させることができる。 

（外ᅜ人␃学⏕） 

第㸴㸲᮲ 外ᅜ人␃学⏕としてᮏ学にධ学をᕼᮃする⪅が࠶るときは，選考の上，ධ学を

チྍすることが࠶る。 

（つ⛬） 

第㸴５᮲ 第㸴１᮲から๓᮲までに関する細部についてのつ๎は，ูに定める。 

第㸷章 㞧๎ 

（ᐤᐟ⯋） 

第㸴㸴᮲ ᮏ学に，ᐤᐟ⯋を⨨く。 

２ ᐤᐟ⯋に関するつ๎は，ูに定める。 

（ಖ） 

第㸴㸴᮲の２ 学⏕は，ẖ学年ᮏ学が行うᗣデ᩿を受けなけれࡤならない。 

２ 所属学部長は，学⏕のᗣを⟶理し，ᚲ要にᛂࡌて⒪をࡌ，ཪは登学をṆする

ことができる。 

（⿵๎） 

第㸴㸵᮲ この学๎の行にᚲ要な㡯は学長が定め，各学部にᚲ要なつ⛬については，

学長の承ㄆを得て，各学部長が定めるものとする。 

㝃 ๎ （␎） 
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長 崎  学 工 学 部 つ ⛬

(㊃᪨)
第1᮲ このつ⛬は，長崎学学๎(ᖹ成16年学๎第1ྕ。以下ࠕ学๎ࠖという。)に定めるものの

。の教育に関しᚲ要な㡯を定めるものとする(。ᮏ学部ࠖというࠕ以下)か，工学部

(学部の目的)
第2᮲ ᮏ学部は，学教育における基ᮏ的教㣴と専㛛の基┙となるᖜᗈい知㆑を修得させると

ともに，工学に関する専㛛的知㆑を修得させ，工学技⾡⪅として要ồされるㄢ㢟᥈ồ⬟ຊ，コ

。ケーシࣙン⬟ຊ及び技⾡⪅理を㌟につけた人材を㣴成することを目的とするࢽ࣑ࣗ

 (教育ㄢ⛬)
第3᮲ ᮏ学部の教育ㄢ⛬は，教㣴教育に関する授業科目(以下ࠕ教㣴教育科目ࠖという。)を第1
年次ཪは第2年次に，専㛛教育に関する授業科目(以下ࠕ専㛛教育科目ࠖという。)を第1年次か

ら第4年次までに開設して⦅成する。

(履修コース)
第4᮲ 工学科に，次の履修コースを設ける。

ᶵᲔ工学コース 

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学コース 

構造工学コース 

社会環境デザイン工学コース 

学・≀㉁工学コース

2 ๓㡯の履修コースの選択，Ỵ定᪉法等に関しᚲ要な㡯は，ูに定める。

(᭱ప修得単位数)
第5᮲ 卒業にᚲ要な教㣴教育科目及び専㛛教育科目の᭱ప修得単位数は，ู ⾲第1のとおりとす

る。ただし，自⏤科目の授業科目の単位数は，᭱ప修得単位数に⟬ධしないものとする。

(教㣴教育科目の履修᪉法等)
第6᮲ 教㣴教育科目の༊分，名⛠，単位数，履修᪉法等については，長崎学教㣴教育履修つ

⛬(ᖹ成24年つ⛬第2ྕ)の定めるとこࢁにࡼる。

(専㛛教育科目の༊分，名⛠等)
第7᮲ 専㛛教育科目の༊分は，工学基礎科目，専㛛科目及び卒業◊✲とする。

2 専㛛教育科目の名⛠，単位数及びᶆ‽履修年次は，ู⾲第2のとおりとする。

3 ๓㡯に定めるもののか，教育上ᚲ要とㄆめたときは，⮫に授業科目を開設することが࠶

る。
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(1単位当たりの授業間)
第8᮲ 専㛛教育科目の1単位当たりの授業間は，次の基‽にࡼるものとする。

(1) 講⩏については15間

(2) ₇習については30間

(3) 実㦂及び実習については45間

2 ๓㡯第2ྕのつ定にかかわらࡎ，教⫋実践₇習の1単位当たりの授業間は，学๎第33᮲第2
㡯のつ定に基づき，教育ຠᯝを考៖して15間とする。

(履修科目の登録の上㝈)
第9᮲ 学⏕が履修科目として登録することのできる単位数の上㝈(以下ࠕ上㝈単位数 とࠖいう。)
は，1学年当たり，教㣴教育科目及び専㛛教育科目を合わせて48単位までとする。ただし，㞟

୰講⩏にࡼり開講される授業科目及びู⾲第㸱に掲ࡆる教員චチに係る科目のうち≉に指定

する授業科目については，この㝈りでない。

2 学⏕が，๓年度に登録した履修科目の単位について，次の計⟬᪉ᘧにࡼるグࣞード・࣏イン

ト・アࣞ࣋ーࢪ(以下ࠕGPAࠖという。)が2.5以上で࠶る場合には，๓㡯につ定する上㝈単位数

を㉸えて履修科目を登録することができる。

GPA㸻(ホ౯AAの単位数�4㸩ホ౯Aの単位数�3㸩ホ౯Bの単位数�2㸩ホ౯Cの単位数�1㸩
ホ౯D(ኻ᱁，Ḟᖍ等を含む。)の単位数�0)㸭履修登録単位⥲数

(履修科目の登録)
第10᮲ 学⏕は，所定の期᪥までに，履修しࡼうとする専㛛教育科目を登録しなけれࡤならない。

(考ᰝ及び単位のㄆ定)
第11᮲ 専㛛教育科目の単位のㄆ定は，考ᰝの⤖ᯝに基づき行う。

2 ๓㡯の考ᰝは，ヨ㦂，論ᩥ，࣏ࣞートࡑのの᪉法にࡼり行う。

3 第1㡯の考ᰝは，学期ᮎに期᪥を定めて行う。ただし，授業科目にࡗࡼては㝶にヨ㦂を行う

ことが࠶る。

(㏣ヨ㦂)
第12᮲ Ẽ，ᚷᘬࡑのやむを得ない理⏤にࡼりヨ㦂を受けることができなかࡗた⪅には，当

ヱ授業科目について㏣ヨ㦂を行うことが࠶る。

2 ㏣ヨ㦂を受けࡼうとする⪅は，所定の期᪥までに，証明書等をῧえ㏣ヨ㦂㢪を提出し，チྍ

を受けなけれࡤならない。

(ヨ㦂)
第13᮲ 専㛛教育科目のヨ㦂の⤖ᯝ，合᱁となࡗた⪅については，ヨ㦂を行うことが࠶る。

2 ๓㡯のヨ㦂の細部に関しᚲ要な㡯は，ูに定める。
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(成績ホ౯)
第14᮲ 専㛛教育科目の成績ホ౯の基‽及びホㄒについては，次のとおりとする。

ุ定 成績ホ౯ ホㄒ 成績ホ౯基‽

合᱁ 100～90Ⅼ 㸿㸿 㸿以上にඃれている

89～80Ⅼ 㸿 授業科目の฿㐩目ᶆ以上に㧗度な内ᐜを㌟に付けており，

授業で㌟に付けるき内ᐜを༑分に習得している

79～70Ⅼ 㹀 㹁以上にඃれているが㸿に満たない場合

69～60Ⅼ 㹁 授業科目の฿㐩目ᶆを満たしており，授業で㌟に付ける

き᭱ప㝈の内ᐜを習得している

合᱁ 59Ⅼ以下 㹂 授業科目の฿㐩目ᶆを満たしていない

(学部等における授業科目の履修等にࡼる専㛛教育科目の単位のㄆ定等)
第15᮲ 学๎第35᮲及び第36᮲から第38᮲までにつ定する学部における授業科目の履修，

の学ཪは▷期学における授業科目の履修，学以外の教育設等における学修及びධ学๓

の᪤修得単位のㄆ定にࡼり，ᮏ学部において修得したものとみなし，ཪはえられた単位のう

ち，専㛛教育科目の単位としてㄆ定できる単位数は，合わせて30単位以内とする。

2 ๓㡯につ定する学部等における授業科目の履修等に係る学⏕の履修手続，ࡑの単位のㄆ定

手続等に関しᚲ要な㡯は，ูに定める。

(工学◊✲科༤ኈ๓期ㄢ⛬ཪは༤ኈㄢ⛬（5年୍㈏制）における授業科目の履修等にࡼる専㛛教

育科目の単位のㄆ定等)
第15᮲の2 学๎第35᮲の2のつ定にࡼり，学⏕が工学◊✲科༤ኈ๓期ㄢ⛬ཪは༤ኈㄢ⛬（5年୍

㈏制）へ㐍学をᕼᮃする場合でࡗ࠶て学部長がㄆめたときは，指ᑟ教員の履修指ᑟに基づき，

工学◊✲科༤ኈ๓期ㄢ⛬ཪは༤ኈㄢ⛬（5年୍㈏制）において開設する授業科目を履修するこ

とができる。

2 ๓㡯につ定する工学◊✲科༤ኈ๓期ㄢ⛬ཪは༤ኈㄢ⛬（5年୍㈏制）における授業科目の履修

等に係る学⏕の履修手続，ࡑの単位のㄆ定手続等に関しᚲ要な㡯は，ูに定める。

(㐍⣭要件)
第16᮲ 第２年次の学⏕は，教㣴教育科目及び専㛛教育科目から合計㸲㸮単位以上を修得しなけ

れࡤ，第㸱年次へ㐍⣭することができない。

(卒業◊✲)
第17᮲ 学⏕は，第4年次において卒業◊✲を履修しなけれࡤならない。

2 卒業◊✲を履修する⪅は，ูに定める所属コースが指定する授業科目を履修していなけれࡤ

ならない。

(成績ඃ⚽⪅の授業科目履修の≉)
第18᮲ ๓᮲のつ定にかかわらࡎ，第2年次までに所属コースが指定する授業科目の単位を修得
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し，かつ，ࡑの成績がඃ⚽で࠶る⪅のうち，教育上᭷┈で࠶るとㄆめた場合は，第3年次にお

いて，卒業◊✲等(第4年次をᶆ‽履修年次とするᚲ修科目を含む。以下ྠࡌ。)の履修をㄆめ

る。

(卒業のㄆ定)
第19᮲ ᮏ学部に4年以上ᅾ学し，ู⾲第1に定める᭱ప修得単位数以上を修得した⪅に対して

は，卒業をㄆ定する。

2 ᮏ学部に3年以上ᅾ学した⪅が，次に掲ࡆる要件にヱ当する場合には，๓㡯のつ定にかかわら

。をㄆ定する(。᪩期卒業ࠖというࠕ以下)の卒業ࡑ，ࡎ

(1) ู⾲第1に定める᭱ప修得単位数を修得し，かつ，当ヱ単位をඃ⚽な成績をもࡗて修得し

たとㄆめられること。

(2) 学⏕が，᪩期卒業をᕼᮃしていること。

(成績ඃ⚽⪅の授業科目履修の≉及び᪩期卒業のㄆ定基‽)
第20᮲ 第18᮲の卒業◊✲等の履修をㄆめる場合のㄆ定基‽及び๓᮲第2㡯の᪩期卒業をㄆめ

る場合のㄆ定基‽については，ูに定める。

(㌿コース)
第21᮲ 学⏕から㌿コースの㢪い出がࡗ࠶たときは，ู に定めるとこࢁにࡼりチྍすることが࠶

る。

(教員のචチ≧を取得しࡼうとする学⏕の履修᪉法)
第22᮲ 学๎ู⾲第2につ定するචチ教科のうち，工業及び理科に係る教員のචチ≧を取得しࡼ

うとする学⏕（以下ࠕ教員චチ≧取得ᕼᮃ学⏕ࠖという。）は，卒業にᚲ要な単位のか，次

の各ྕに掲ࡆる単位を修得しなけれࡤならない。この場合において，第１ྕに掲ࡆる授業科目

及び第㸲ྕに掲ࡆる授業科目のうち≀理科学の単位については教㣴教育科目の᭱ప修得単位

数に，第㸱ྕに掲ࡆる授業科目（ู⾲第２に掲ࡆる各履修コースู対象科目に㝈る。）のᚲ修

科目及び選択科目の単位については専㛛教育科目の᭱ప修得単位数に含めることができる。

(1) 教㣴教育科目の᪥ᮏᅜ᠇法 ２単位

(2) 教㣴教育科目のス࣏ー₇ࢶ習 １単位

(3) ู⾲第２に指定する教員චチに係る科目 工業に係る教員චチ≧取得ᕼᮃ学⏕は２㸴単

位以上，理科に係る教員චチ≧取得ᕼᮃ学⏕は２８単位以上

(4) ู⾲第㸱に掲ࡆる教員චチに係る科目 工業に係る教員චチ≧取得ᕼᮃ学⏕は㸱㸱単位，

理科に係る教員චチ≧取得ᕼᮃ学⏕は㸱１単位

 (長期履修)
第23᮲ 学๎第39᮲のつ定にࡼり，学⏕が修業年㝈を㉸えて୍定期間にわたり計画的に履修す

ること(以下ࠕ長期履修ࠖという。)をᕼᮃする場合は，これをㄆめることが࠶る。ただし，修

業年㝈における᭱⤊年次の⪅を㝖く。

2 長期履修に関しᚲ要な㡯は，ูに定める。
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(⿵๎)
第24᮲ このつ⛬に定めるもののか，このつ⛬の実の細部に関しᚲ要な㡯は，ู に定める。

㝃 ๎

～ ␎ ～ 

㝃 ๎

1 このつ⛬は，௧5年4᭶1᪥から行する。

2 ௧5年3᭶31᪥⌧ᅾᮏ学部にᅾ学している⪅については，ᨵṇᚋの長崎学工学部つ⛬のつ

定にかかわらࡎ，なおᚑ๓のにࡼる。ただし，ᨵṇᚋのู⾲第2の2㟁Ẽ㟁Ꮚ工学コースのつ

定は，௧3年度及び௧4年度のධ学⪅についても㐺⏝する。
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ู⾲第1
教㣴教育科目及び専㛛教育科目の᭱ప修得単位数

༊

分
授業科目の༊分㹚コース

機
械
工
学
コ
ー
ス

電

気

電

子

工

学

コ

ー

ス

構
造
工
学
コ
ー
ス

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン

工

学

コ

ー

ス

化
学
・
物
質
工
学

コ

ー

ス

備考

教

養

教

育

科

目

教

養

基

礎

科

目

教 㣴 ࢮ ࣑ ࢼ ー ル 科 目 1 1 1 1 1 
情 報 科 学 科 目 2 2 2 2 2 
数理・データࢧイ࢚ンス科目 2 2 2 2 2 
 ᗣ ・ ス ࣏ ー ࢶ 科 学 科 目 1 1 1 1 1 (ὀ 1) 
࢟ ャ リ ア 教 育 科 目 1 1 1 1 1 
プ ラ ࢿ タ リ ー ࣊ ル ス 科 目 1 1 1 1 1 

外ᅜㄒ科目
ⱥ ㄒ 6 6 6 6 6 
ึ 習 2 2 2 2 2 (ὀ2) 

ᑠ 計 16 16 16 16 16 
モ
ジ
ュ
ー

ル
科
目

教 㣴 ࣔ ࢪ ࣗー ル Ϩ 科 目 4 4 4 4 4 

教 㣴 ࣔ ࢪ ࣗー ル Ⅱ 科 目 4 4 4 4 4 

ᑠ 計 8 8 8 8 8 

㑅

ᢥ

科

目

人 ᩥ ・ 社 会 科 学 科 目 2～4 2～4 2～4 2～4 2～4 

⏕  ・ 自 然 科 学 科 目 2～4 2～4 2～4 2～4 2～4 

⥲ 合 科 学 科 目 0～2 0～2 0～2 0～2 0～2 

グ ロ ー バ ル 科 目 0～2 0～2 0～2 0～2 0～2 

ᑠ 計 6 6 6 6 6 

計 30 30 30 30 30 

専
門
教
育
科
目

ᚲ修科目 66 50 64 63 56 
選択科目 22 38 24 25 32 
卒業◊✲ 8 8 8 8 8 

計 96 96 96 96 96 

合計 126 126 126 126 126 
ὀ1 教員චチ≧取得ᕼᮃ学⏕はᗣ・ス࣏ーࢶ科学科目のうち，ス࣏ー₇ࢶ習（１単位）を修得す

るᚲ要が࠶る。ただし，᭱ప修得単位数には含まない。

ὀ2 ึ習の外ᅜㄒ科目は，ドイࢶㄒ，ࣇランスㄒ，୰ᅜㄒ及び㡑ᅜㄒのうちから1科目を選択す

る。
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別表第2

工業 理科

微分積分学Ⅰ 2 1

微分積分学Ⅱ 2 1

微分積分学Ⅲ 2 1

線形代数学Ⅰ 2 1

線形代数学Ⅱ 2 1・2・3・4

確率 1 2

統計 1 2

応用数学Ａ 2 3

応用数学Ｂ 2 3

応用数学Ｃ 2 2

基礎物理Ａ 2 1 ○

基礎物理Ｂ 2 1・2・3・4 ○

基礎物理Ｃ 2 2 ○

基礎物理Ｄ 2 4 ○

基礎化学 2 1 ●

生命科学 2 1 ●

基礎実験 1 1 ●

情報科学概論 2 1

技術英語Ⅰ 1 2 ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○

技術英語Ⅲ 1 3 ○

技術英語Ⅳ 1 4

創成プロジェクト 1 1・2・3・4 ●

工学倫理 1 2 ●

安全工学 1 3 ●

経営管理 2 3 ＊１

産業経済学 2 3 ＊１

プログラミング概論 1 1

機械工学実験 1 2 ○

機械のデザインＡ 1 1 ○

機械のデザインＢ 1 2 ○

実践ＩＯＴ実習 1 3 ○

エンジニアリングアプローチ 2 2 ○

エンジニアリングプラクティス 1 3

ＣＡＥ実習 1 3

材料力学Ⅰ 1 2 ○

材料力学Ⅱ 1 2 ○

材料力学Ⅲ 1 2 ○

材料力学Ⅳ 1 2 ○

弾性力学 1 3 ○

機械材料Ⅰ 1 1 ○

機械材料Ⅱ 1 1 ○

材料強度学 1 3 ○

機械力学Ⅰ 1 2 ○

機械力学Ⅱ 1 2 ○

機械力学Ⅲ 1 2 ○

機械力学Ⅳ 1 3 ○

備考必
修

選
択

自
由

工

学

基

礎

科

目

専

門

科

目

　　専門教育科目の名称，単位数及び標準履修年次

１　機械工学コース

科
目
区
分

授業科目名

単位数
標準履修

年次

教員免許に
係る科目
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工業 理科

備考必
修

選
択

自
由

科
目
区
分

授業科目名

単位数
標準履修

年次

教員免許に
係る科目

機ᵓࢩステ࣒学Ⅰ 1 2 ○

機ᵓࢩステ࣒学Ⅱ 1 2 ○

タ計工学Ⅰ 1 3 ○

タ計工学Ⅱ 1 3 ○

生産ຍ工学Ⅰ 1 2 ○

生産ຍ工学Ⅱ 1 2 ○

生産ຍ工学実習 1 2 ○

機械計 ἲⅠ 1 2 ○

機械計 ἲⅡ 1 2 ○

機械計 ἲⅢ 1 3 ○

トロニクス࣓࢝ 2 3 ○

ไᚚ工学Ⅰ 1 2 ○

ไᚚ工学Ⅱ 1 2 ○

ไᚚ工学Ⅲ 1 3 ○

ロࢵ࣎ト工学 1 3 ○

ὶయ力学Ⅰ 1 2 ○

ὶయ力学Ⅱ 1 2 ○

ὶయ力学Ⅲ 1 2 ○

ὶయ力学Ⅳ 1 3 ○

⇕力学Ⅰ 1 2 ○

⇕力学Ⅱ 1 2 ○

⇕力学Ⅲ 1 2 ○

⇕力学Ⅳ 1 2 ○

ఏ⇕学Ⅰ 1 3 ࠐ

ఏ⇕学Ⅱ 1 3 ○

ὶయ機械 1 3 ○

エࢠࣝࢿー⎔ቃ工学 1 3 ○

エンジン工学 1 3 ○

応用物理学 2 2 ○

数್計⟬ἲⅠ 1 2

数್計⟬ἲⅡ 1 2

♫工学 2 3 ○

ᅜ㝿インࢱーンࢵࢩプ 1 1・2・3・4

グローࢭࣝࣂミࢼーＡ 1 1・2・3・4

グローࢭࣝࣂミࢼーＢ 1 1・2・3・4

グローࣝࣂコミࣗニࢣーࣙࢩン₇習Ａ 1 1・2・3・4

グローࣝࣂコミࣗニࢣーࣙࢩン₇習Ｂ 1 1・2・3・4

8 4

�4 3� 4

備考

１　選択科目の୰22ࡽ単位௨ୖ㸦ࡕ࠺備考ḍにࢆ㸧ࠋࡴྵࢆ2単位௨ୖࡽ科目ࡓࡋࢆ1
　修ᚓࡍるࠋࡇ

㸰bbのコース及び学㒊࡛修ᚓࡓࡋ単位㸦専ᨷプログラ࣒に࡚࠸࠾修ᚓࡓࡋ単位ࠋࡴྵࢆ㸧
ࡇるࡍる専門教育科目の選択科目の᭱ప履修単位数に⟬ධࡆ別表第１にᥖࢆ࡛ࡲ㸶単位，ࡣ　
ࠋるࡁ࡛ࡀ　

㸱bb教員免許に係る科目ḍの●༳ࡣ教員免許ྲྀᚓୖの必修科目ࢆ，○༳ࡣ教員免許ྲྀᚓୖの
　選択科目ࢆ表ࠋࡍ

༞業◊✲

計

専

門

科

目

― 81 ―



工業 理科

微分積分学Ⅰ 2 1

微分積分学Ⅱ 2 1

微分積分学Ⅲ 2 1

線形代数学Ⅰ 2 1

線形代数学Ⅱ 2 1

確率 1 2

統計 1 2

応用数学Ａ 2 2

応用数学Ｂ 2 2

応用数学Ｃ 2 1

基礎物理Ａ 2 1 ○

基礎物理Ｂ 2 2 ○

基礎物理Ｃ 2 1・2・3・4 ○

基礎物理Ｄ 2 2 ○

基礎化学 2 3 ●

生命科学 2 3 ●

基礎実験 1 1 ●

情報科学概論 2 1

技術英語Ⅰ 1 2 ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○

技術英語Ⅲ 1 3 ○

技術英語Ⅳ 1 4

創成プロジェクト 1 1・2・3・4 ●

工学倫理 1 3 ●

安全工学 1 3 ●

経営管理 2 4

産業経済学 2 4

プレゼンテーション技法 0.5 2

思考法演習 0.5 2

電気回路Ⅰ 2 1 ○

電気回路Ⅱ 2 1 ○

電気回路Ⅲ 2 2 ○

電気磁気学Ⅰ 2 1 ○

電気磁気学Ⅱ 2 2 ○

電気磁気学Ⅲ 2 2 ○

電気電子計測 2 3 ○

プログラミング演習Ⅰ 0.5 2

プログラミング演習Ⅱ 0.5 2

数値解析アルゴリズムⅠ 0.5 2

数値解析アルゴリズムⅡ 0.5 2

電気電子工学実験Ⅰ 1 2 ○

電気電子工学実験Ⅱ 1 2 ○

電気電子工学応用実験 1 3 ○

プロジェクト実験 2 3 ○

ディジタル信号処理 2 3

電気エネルギー工学Ⅰ 2 2 ○

電気エネルギー工学Ⅱ 2 3 ○

高電圧・パルスパワー工学 2 3 ○

電気法規及び電力管理 2 4

電気機器 2 2 ○

自動制御 2 2 ○

ディジタル制御システム 2 3

教員免許に
係る科目

科
目
区
分

２　電気電子工学コース

単位数

必
修

選
択

授業科目名 標準履修年次自
由

工

学

基

礎

科

目

専

門

科

目
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工業 理科

教員免許に
係る科目

科
目
区
分

単位数

必
修

選
択

授業科目名 標準履修年次自
由

パワーエレクトロࢽクス 2 3 ○

電気機器タ計・〇ᅗ 2 4

電子回路Ⅰ 2 3 ○

電子回路Ⅱ 2 3 ○

ディジタル論理回路 2 3

電子物ᛶ 2 2 ○

電気電子ᮦᩱ学 2 2 ○

㏻信᪉ᘧ 2 2 ○

㏻信機器 2 3 ○

電磁Ἴ工学Ａ 2 3 ○

電磁Ἴ工学Ｂ 2 3 ○

ග工学 2 3

㏻信法規 2 4

学እ実習・工ሙぢ学 1 3

ᅜ㝿ンターンシࢵプ 1 1・2・3・4

グローࣂルࢭミࢼーＡ 1 1・2・3・4

グローࣂルࢭミࢼーＢ 1 1・2・3・4

グローࣂルコミࣗࢣࢽーション演習Ａ 1 1・2・3・4

グローࣂルコミࣗࢣࢽーション演習Ｂ 1 1・2・3・4

8 4

58 61 3

㸯　選択科目ࡢ୰3ࡽ�単位௨ୖࢆ修ᚓࡍるࠋࡇ

༞業◊✲

ഛ考

計

２bbࡢコース㸪学㒊㸦専ᨷプログラムࡴྵࢆ㸧及び学㸦ᨺ㏦学ࡴྵࢆ㸧࡛修ᚓࡓࡋ
　単位ࡣ㸪㸶単位ูࢆ࡛ࡲ⾲➨㸯にᥖࡆる専門教⫱科目ࡢ選択科目᭱ࡢప修ᚓ単位数に⟬ධࡍる
ࠋるࡁ࡛ࡀࡇ　

㸱bb教員免許に係る科目ḍࡢ●༳ࡣ教員免許ྲྀᚓୖࡢ必修科目ࢆ㸪○༳ࡣ教員免許ྲྀᚓୖࡢ選択
　科目ࠋࡍ⾲ࢆ

専

門

科

目
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工業 理科

微分積分学Ⅰ 2 1

微分積分学Ⅱ 2 1

微分積分学Ⅲ 2 1

線形代数学Ⅰ 2 1

線形代数学Ⅱ 2 1・2・3・4

確率 1 1・2・3・4

統計 1 1・2・3・4

応用数学Ａ 2 2

応用数学Ｂ 2 1・2・3・4

応用数学Ｃ 2 2

基礎物理Ａ 2 1 ○

基礎物理Ｂ 2 1 ○

基礎物理Ｃ 2 1 ○

基礎物理Ｄ 2 1・2・3・4 ○

基礎化学 2 3 ● ＊１

生命科学 2 2 ● ＊１

基礎実験 1 1 ●

情報科学概論 2 1

技術英語Ⅰ 1 2 ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○

技術英語Ⅲ 1 3 ○

技術英語Ⅳ 1 4

創成プロジェクト 1 1・2・3・4 ●

工学倫理 1 1 ●

安全工学 1 3 ●

経営管理 2 3 ＊２

産業経済学 2 3 ＊２

構造工学入門 1 1 ○

材料力学 2 1 ○

材料力学演習 1 1 〇

構造力学Ⅰ 2 2 ○

構造力学Ⅱ 2 2 ○

構造力学演習Ⅰ 1 2 ○

構造力学演習Ⅱ 1 2 ○

構造振動学Ⅰ 2 2 ○

構造振動学Ⅱ 1 3 ○

流体工学 2 2 ○

構造物安定論 2 2 ○

平面及び曲面構造論 2 3 ○

シミュレーション工学 2 2 ○

計算力学 2 3 ○

計算力学演習 1 3 ○

構造材料学 2 2 ○

コンクリート工学 2 2 ○

環境地質学 2 2 ○ ＊１

鋼構造設計法Ⅰ 2 3 ○

鋼構造設計法Ⅱ 1 3

ＲＣ構造設計法Ⅰ 2 3 ○

ＲＣ構造設計法Ⅱ 1 3

構造塑性設計法 2 3 ○

基礎構造設計法 2 3 ○

維持管理工学 2 3 ○

海洋構造工学概論 2 2 ○

専

門

科

目

教員免許に
係る科目

必
修

選
択

自
由

備考

３　構造工学コース

科
目
区
分

授業科目名

単位数

標準履修年次

工

学

基

礎

科

目
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工業 理科

教員免許に
係る科目

必
修

選
択

自
由

備考

科
目
区
分

授業科目名

単位数

標準履修年次

⯟✵Ᏹᐂ工学概論 2 3 ○

ᘓ⠏ྐ 2 1

ᘓ⠏設計論 2 1 ○

ᘓ⠏法つ 2 2 ○

ᘓ⠏計⏬基礎 1 2 ○

ᘓ⠏計⏬Ａ 1 2 ○

ᘓ⠏計⏬Ｂ 1 3 ○

ᘓ⠏環境工学 2 3 ○

設備工学 2 3 ○

ᘓ⠏工 2 3 ○

ᘓ⠏〇ᅗⅠ 2 1 ○

ᘓ⠏〇ᅗⅡ 1 2 ○

ᘓ⠏〇ᅗⅢ 1 2 ○

ᘓ⠏設計〇ᅗＡ 1 3 ○

ᘓ⠏設計〇ᅗＢ 1 3 ○

ＣＡＤ演習 2 2 ○

ン入門ࢨࢹࢢリンࢽンジ࢚ 1 2

構造工学実験 2 3 ○

構造ࢨࢹン 1 3 ○ ＊３

ᘓ⠏・ーࣂンࢨࢹン 1 3 ○ ＊３

ᶵᲔࢨࢹン 1 3 ○ ＊３

ンࢨࢹࢢリンࢽンジ࢚ 2 3 ○

構造工学ࢭミࢼー 1 3 ○

学እ実習及びぢ学 1 3

ᅜ㝿ンࢱーンシࢵプ 1 1・2・3・4

ーＡࢼミࢭࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

ーＢࢼミࢭࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

ーション演習Ａࢣࢽコミュࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

ーション演習Ｂࢣࢽコミュࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

8 4

72 55 9

専

門

科

目

２bbࡢコースに࡚࠸࠾修ᚓࡓࡋ単位ࡣ㸪�単位1➨⾲ูࢆ࡛ࡲにᥖࡆる専門教⫱科目ࡢ選択科目᭱ࡢప
　修ᚓ単位数に算入ࡍるࡁ࡛ࡀࡇるࠋ

㸲bb教員免許に係る科目ḍࡢ●༳ࡣ教員免許ྲྀᚓୖࡢ必修科目ࢆ㸪○༳ࡣ教員免許ྲྀᚓୖࡢ選択科目
ࠋࡍ⾲ࢆ　

��4��専門科目2ࡽ�単位௨ୖࢆ修ᚓࡍるࠋࡇ

３　学㒊及び学㸦ᨺ㏦学ࠋࡴྵࢆ㸧࡛修ᚓࡓࡋ単位᭱ࡣప修ᚓ単位数に算入ࡋࡔࡓࠋ࠸࡞ࡋ㸪
　専ᨷプロ࣒ࣛࢢに࡚࠸࠾修ᚓࡓࡋ単位ࡣ㸶単位࡛ࡲ㸪環境科学㒊に࡚࠸࠾㛤ㅮࢀࡉる地ᇦ計⏬論
　及び環境計⏬学Ⅰ࡛修ᚓࡓࡋ単位ࡣ㸲単位ࡢ࡛ࡲ計１２単位１➨⾲ูࢆ࡛ࡲにᥖࡆる専門教⫱科目
࡚࠸࠾にࡓࡋ修ᚓ࡚࠸࠾コースにࡢ㸪ࡘ㸪ࡁ࡛ࡀࡇるࡍప修ᚓ単位数に算入᭱ࡢ選択科目ࡢ　
　修ᚓࡓࡋ単位数１２࡚ࡏࢃྜ単位ࢆ㉸ࡍࡢࡶ࠸࡞࠼るࠋ

��1��ࠋࡇるࡍ修ᚓࢆ2単位௨ୖࡽ科目ࡓࡋࢆ1

��2��ࠋࡇるࡍ修ᚓࢆ2単位௨ୖࡽ科目ࡓࡋࢆ2

��3��ࠋࡇるࡍ修ᚓࢆ1単位௨ୖࡽ科目ࡓࡋࢆ3

１　選択科目ࡢ୰24ࡽ単位௨ୖࢆ修ᚓࡍるࡋࡔࡓࠋࡇ㸪次にᥖࡆるࡢ࡚ࡍせ௳ࡤࢀࡅ࡞ࡉࡓ‶ࢆ
ࠋ࠸࡞ࡽ࡞　

༞業◊✲

計

備考
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工業 理科

微分積分学Ⅰ 2 1

微分積分学Ⅱ 2 1

微分積分学Ⅲ 2 1

線形代数学Ⅰ 2 1

線形代数学Ⅱ 2 1・2・3・4

確率 1 1

統計 1 1

応用数学Ａ 2 2

応用数学Ｂ 2 2

応用数学Ｃ 2 1・2・3・4

基礎物理Ａ 2 1 ○

基礎物理Ｂ 2 2 ○ *1

基礎物理Ｃ 2 1 ○ *1

基礎物理Ｄ 2 1・2・3・4 ○

基礎化学 2 3 ● *1

生命科学 2 3 ● *1

基礎実験 1 1 ●

情報科学概論 2 1 *1

技術英語Ⅰ 1 2 ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○

技術英語Ⅲ 1 3 ○

技術英語Ⅳ 1 4

創成プロジェクト 1 1・2・3・4 ●

工学倫理 1 2 ●

安全工学 1 2 ●

経営管理 2 4 *2

産業経済学 2 4 *2

プロジェクト演習Ⅰ 1 1

プロジェクト演習Ⅱ 1 2

プロジェクト演習Ⅲ 1 3

社会環境デザイン製図 1 1 ○

連続体力学入門 2 1 ○

構造力学Ⅰ 2.5 2 ○

構造力学Ⅱ 2.5 2 ○

地盤力学Ⅰ 2.5 2 ○

地盤力学Ⅱ 2.5 2 ○

水理学Ⅰ 2.5 2 ○

水理学Ⅱ 2.5 2 ○

土木技術の歴史 2 2

測量学 2 2 ○

測量学実習 1 2 ○

都市・交通計画 2 2 ○

計画学数理 2 2 ○

応用地盤工学 2 3 ○

水圏工学 2 3 ○

防災工学 2 3 ○

コンピュータ情報処理 1 2

社会環境デザイン工学実験・演習Ａ 1 3 ○

社会環境デザイン工学実験・演習Ｂ 1 3 ○

キャリアセミナー 1 3

学外実習及び見学 1 3

構造振動学 2 3 ○ *3

建設材料学 2 2 ○ *3

４　社会環境デザイン工学コース

科
目
区
分

単位数

標準履修年次

教員免許に
係る科目

必
修

選
択

自
由

工

学

基

礎

科

目

専

門

科

目

備考
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工業 理科

科
目
区
分

単位数

標準履修年次

教員免許に
係る科目

必
修

選
択

自
由

備考

コンクリート構造工学 2 3 ○ *3

水ᩥ学 2 3 ○ *3

応用水理学 2 3 ○ *3

環境地㉁学 2 3 ○ *3

地圏環境工学 2 3 ○ *3

環境計画学 2 2 ࠐ *3

✵㛫情報処理学 2 3 ○ *3

建設ࢿ࣐ジ࣓ント 2 3 ○ *3

ᬒほデザイン 2 3 ○ *3

⥔ᣢ管理工学 2 3 ○ *3

構造物設計工学 2 3 ○ *3

数್構造ゎᯒ 1 4 ○ *3

環境生ែ学 2 3 ○ *3

水環境工学 2 3 ○ *3

数್ὶฟゎᯒ 1 4 ○ *3

環境修学 2 3 ○ *3

環境計量学 2 3 ○ *3

工業⇿⸆学 2 4 *3

ᅜ㝿インターンࢵࢩプ 1 1・2・3・4

セミナーＡࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

セミナーＢࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

ン演習Ａࣙࢩーࢣࢽコミュࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

ン演習Ｂࣙࢩーࢣࢽコミュࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

8 4

71 58 7

㸱bb教員免許に係る科目ḍの●༳ࡣ㸪教員免許ྲྀᚓୖの必修科目ࢆ㸪○༳ࡣ㸪教員免許ྲྀᚓୖの選択科目
ࠋࡍ⾲ࢆ　

計

備考

ࠋࡇるࡍ修ᚓࢆ4単位௨ୖࡽ科目ࡓࡋࢆ1*��1��

ࠋࡇるࡍ修ᚓࢆ2単位௨ୖࡽ科目ࡓࡋࢆ2*��2��

༞業◊✲

㸯　選択科目の୰2ࡽ�単位௨ୖࢆ修ᚓࡍるࡋࡔࡓࠋࡇ㸪次にᥖࡆる࡚ࡍのせ௳ࡤࢀࡅ࡞ࡉࡓ‶ࢆ
ࠋ࠸࡞ࡽ࡞　

㸰bbのコース㸪学㒊㸦専ᨷプロࡴྵࢆ࣒ࣛࢢ㸧及び学㸦ᨺ㏦学ࡴྵࢆ㸧࡛修ᚓࡓࡋ
　単位ࡣ㸪㸶単位ูࢆ࡛ࡲ⾲➨㸯にᥖࡆる専門教⫱科目の選択科目の᭱ప修ᚓ単位数に⟬入ࡍる
ࠋるࡁ࡛ࡀࡇ　

�1ࡽ科目ࡓࡋࢆ3*��3��単位௨ୖࢆ修ᚓࡍるࠋࡇ

専

門

科

目
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５　化学・物質工学コース

工業 理科

微分積分学Ⅰ 2 1

微分積分学Ⅱ 2 1

微分積分学Ⅲ 2 1

線形代数学Ⅰ 2 1

線形代数学Ⅱ 2 1・2・3・4

確率 1 4

統計 1 4

応用数学Ａ 2 1・2・3・4

応用数学Ｂ 2 1・2・3・4

応用数学Ｃ 2 1・2・3・4

基礎物理Ａ 2 1 〇

基礎物理Ｂ 2 1・2・3・4 ○

基礎物理Ｃ 2 1 ○

基礎物理Ｄ 2 1・2・3・4 ○

基礎化学 2 1 ●

生命科学 2 1 ●

基礎実験 1 2 ●

情報科学概論 2 1

技術英語Ⅰ 1 2 ○

技術英語Ⅱ 1 3 ○

技術英語Ⅲ 1 3 ○

技術英語Ⅳ 1 4

創成プロジェクト 1 1・2・3・4 ●

工学倫理 1 3 ●

安全工学 1 3 ●

経営管理 2 4

産業経済学 2 4

固体化学 2 2 ○

固体化学演習 0.5 3 ○

有機化学Ⅰ 2 1 ○

有機化学Ⅱ 2 2 ○

有機化学Ⅲ 2 2 ○

有機化学Ⅳ 1 3 ○

有機化学演習 0.5 3 ○

有機構造解析学 2 3 ○

合成化学 2 3 ○

無機化学Ⅰ 2 1 ○

無機化学Ⅱ 2 2 ○

無機化学演習 0.5 3 ○

量子化学 1 2 ○

錯体化学 2 3 ○

有機金属化学 2 3 ○

物理化学Ⅰ 2 1 ○

物理化学Ⅱ 2 2 ○

物理化学演習 0.5 3 ○

反応速度論 2 2 ○

高分子化学 2 2 ○

高分子物性学 2 3 ○

高分子化学演習 0.5 3 ○

化学数学演習 1 3

分析化学Ⅰ 2 2 ○

分析化学Ⅱ 2 2 ○

分析化学演習 0.5 3 ○

自
由

工

学

基

礎

科

目

専

門

科

目

標準履修年次

教員免許に
係る科目選

択
必
修

選
択

科
目
区
分

単位数

必
修
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工業 理科

自
由

標準履修年次

教員免許に
係る科目選

択
必
修

選
択

科
目
区
分

単位数

必
修

㟁Ẽ化学 2 2 ○

応用㟁Ẽ化学 1 3 ○

⏺㠃化学 2 3 ○

生化学Ⅰ 2 2 ○

生化学Ⅱ 2 2 ○

生化学Ⅲ 1 3 ○

生化学演習 0.5 3 ○

固体物理学Ⅰ 2 2 ○

固体物理学Ⅱ 2 2 ○

固体物理学演習 0.5 3 ○

無機ᮦᩱ化学 2 3 ○

༙ᑟ体ᮦᩱ学 1 3 ○

金属⤌⧊学Ⅰ 2 2 ○

金属⤌⧊学Ⅱ 2 2 ○

金属⤌⧊学演習 0.5 3 ○

金属ᮦᩱ学 2 3 ○

実験ࡢ安全ᣦ㔪 1 2 ○

機ჾ分析学 1 3 ○

化学・物質工学実験Ａ 2 2 ○

化学・物質工学実験Ｂ 2 3 ○

化学・物質工学実験Ｃ 2 3 ○

化学工学Ⅰ 2 3 ○

化学工学Ⅱ 2 3 ○

工ሙぢ学 1 3 ○

プࢵࢩーࣥࢱࣥ 1 3 ○

≉ูㅮ⩏ 1 4

ᅜ㝿ࢱࣥーࣥࢵࢩプ 1 1・2・3・4

ーＡࢼ࣑ࢭࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

ーＢࢼ࣑ࢭࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

演習Ａࣥࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗコࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

演習Ｂࣥࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗコࣝࣂローࢢ 1 1・2・3・4

8 4

64 4.5 55 13

専

門

科

目

㸱bb教員免許に係る科目ḍࡢ●༳ࡣ教員免許ྲྀᚓୖࡢ必修科目ࢆ㸪○༳ࡣ教員免許ྲྀᚓୖࡢ選択科目
ࠋࡍ⾲ࢆ　

計

༞業◊✲

ഛ⪃

㸯　選択科目㸦選択必修科目ࡴྵࢆ㸧32ࡣ単位௨ୖࢆ修ᚓࡍるࠋࡇ

㸰bbࡢコース㸪学㒊㸦専ᨷプロࡴྵࢆ࣒ࣛࢢ㸧ཬࡧ学㸦ᨺ㏦学ࡴྵࢆ㸧࡛修ᚓࡓࡋ
　単位ࡣ㸪㸶単位ูࢆ࡛ࡲ⾲➨㸯にᥖࡆる専門教⫱科目ࡢ選択科目᭱ࡢప修ᚓ単位数に⟬ධࡍる
ࠋるࡁ࡛ࡀࡇ　
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ู⾲第3
教員චチに係る科目 

科
目
区
分

授業科目の名⛠ 単位数

ᶆ
‽
ᒚ
ಟ
ᖺ
ḟ

චチ教科の༊分

備考工

ᴗ

⌮

科

教
ဨ
ච
チ

ಀ
ࡿ
科
目

工業ධ㛛 ە 2 2 ۼ  ͤ 

⫋業指ᑟϨ ە 2 2 ۼ  ͤ 

⫋業指ᑟⅡ ە 2 2 ۼ  ͤ 

≀理科学 2 1  ە  

地学ᴫ論 ە  2 2 ۼ ͤ 

理科教育法 ۼ ە  3 4 ͤ

工業科教育法 ۼ ە 3 4 ͤ

教⫋論 ۼ ە 2 2 ە ͤ

教育ཎ理（教育ㄢ⛬のព⩏及び

⦅成の᪉法の内ᐜを含む。） ۼ
ە 1 2 ە ۑ

教育ᚰ理学 ۼ ە 1 2 ە ۑ

≉ูなᨭをᚲ要とするᏊも

の理ゎ ۼ
ۑ ە ە 1 2

教育社会・制度論 ۼ ە 1 2 ە ۑ

≉ูάື及び⥲合的な学習の

間の指ᑟ法 ۼ
ە 2 2 ە ۑ

教育᪉法・技⾡論 ۼ ە 2 2 ە ۑ

⏕ᚐ・㐍㊰指ᑟ論 ۼ ە 2 2 ە ۑ

教育┦ㄯ ۼ ە 2 2 ە ۑ

教⫋実践₇習 ۼ ە 4 2 ە ͤ

๓・ᚋ指ᑟ ۼ ە 4 1 ە ͤ

教育実習 ۼ ە 4 2 ە ͤ

備考  

1 චチ教科の༊分ḍのە༳は，教員චチ取得上のᚲ修科目を⾲す。 

� 備考ḍのͤ༳は，専㛛教育科目として開講される自⏤科目の授業科目を⾲す。 

� 備考ḍのۑ༳は，教㣴教育科目として開講される自⏤科目の授業科目を⾲す。 

� 授業科目名の┤ᚋのۼ༳は，第 � ᮲につ定する上㝈単位数に⟬ධしない科目で࠶ること

を⾲す。 
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履修登録に関する申合せ 

                                 
ᖹ成 �� 年 �᭶ 10 ᪥工学部௦㆟員会制定           

                            ᖹ成 �� 年 11 ᭶ 1� ᪥୍部ᨵṇ

                                     ᖹ成 �� 年 � ᭶ 1� ᪥୍部ᨵṇ 

                             ᖹ成 �� 年 1 ᭶ 1� ᪥୍部ᨵṇ 

                        ᖹ成 �� 年 1� ᭶ 1� ᪥୍部ᨵṇ

                            ᖹ成 �1 年 � ᭶ 1� ᪥୍部ᨵṇ 

（履修登録期間）

第１᮲ 履修登録期間は，各学期の1㐌間๓から授業開ጞ᪥の�㐌間ᚋまでをཎ๎とする。 

２ 履修登録期間内に，登録ᶵჾのල合，⮫ఇᰯ，ࡑのの情にࡼり履修登録でき

ない᪥がࡗ࠶た場合，履修登録期間をヱ当᪥数ᘏ長するものとする。 

（履修登録修ṇ期間） 

第２᮲ 履修登録期間⤊了ᚋ１㐌間を，履修登録修ṇ期間とし，履修登録に修ṇが࠶る場

合は，期間内に学務ㄢへᒆけ出なけれࡤならない。ただし，第２ク࢛ーター，第㸲

ク࢛ーターについては，授業開ጞ᪥から２㐌間以内で࠶れࡤ，履修登録の๐㝖のみ

ㄆめる。 

（期間外の履修登録） 

第㸱᮲ 第１᮲及び第２᮲に定められた期間以外の履修登録，修ṇ及び๐㝖（以下ࠕ登録

等ࠖという。）は，ཎ๎としてㄆめない。ただし，下記の場合で当ヱ授業担当教員が

チྍした場合に㝈り，外として登録等をㄆめることが࠶る。 

（１）年度㏵୰で当ヱ科目の間がኚ᭦された場合 

 （２）実習科目が，学⏕に㉳ᅉしない情にࡼり実されなかࡗた場合 

 （㸱）科目が掲載されていない等 18�:HE シスࢸムのၥ㢟にࡼり，履修登録期間内の登

録等がྍ⬟でࡗ࠶た場合 

 （㸲）Ẽ等やむを得ない情にࡼり，履修登録期間内の登録等がྍ⬟でࡗ࠶た場合 

 の，教務委員長がㄆめた場合ࡑ（５） 

（ヨ㦂科目の履修登録） 

第㸲᮲ ヨ㦂科目については，第１᮲及び第２᮲に定められた期間以外の登録をཎ๎と

してㄆめない。ただし，卒業ண定⪅については，教務委員会にて了承された場合に

㝈り，外として登録をㄆめることが࠶る。 

   

㝃 ๎ 
 １ この申合せは，ᖹ成２５年㸲᭶１᪥から行する。 
㝃 ๎ 
 ２ この申合せは，ᖹ成２５年１㸮᭶１᪥から行する。 
㝃 ๎ 
 㸱 この申合せは，ᖹ成２㸴年㸲᭶１᪥から行する。 
㝃 ๎ 
 㸲 この申合せは，ᖹ成２８年２᭶１᪥から行する。 
㝃 ๎ 
 ５ この申合せは，ᖹ成㸱㸮年１᭶１᪥から行する。 
㝃 ๎ 
 㸴 この申合せは，ᖹ成㸱１年㸲᭶１᪥から行する。 
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長崎学工学部の考ᰝに係る学⏕のṇ行Ⅽの取扱いに関する申合せ

ᖹ成２１年１㸮᭶１᪥工学部௦㆟員会制定

     

（㊃᪨）

第１᮲ この申合せは，長崎学工学部つ⛬第１１᮲第２㡯のつ定に基づき，長崎

学工学部（以下ࠕᮏ学部 とࠖいう。）の考ᰝにおいてṇ行Ⅽを行ࡗた学⏕（以下ࠕ

ṇ行Ⅽ学⏕ࠖという。）の取扱いに関しᚲ要な㡯を定めるものとする。

（対象）

第２᮲ この申合せは，ᮏ学部授業科目を履修するすての学⏕を対象とする。

 （対象となる考ᰝの⠊ᅖ）

第㸱᮲ ๓期（第１ク࢛ーター及び第２ク࢛ーター）の定期ヨ㦂期間，ཪはᚋ期（第

㸱ク࢛ーター及び第㸲ク࢛ーター）の定期ヨ㦂期間において，ᮏ学部の定期ヨ㦂

間に掲載され，かつ，ヨ㦂が実された科目のヨ㦂間୰にṇ行Ⅽがㄆめられ

た場合には第㸲᮲にࡼり処⨨を行う。なお，㞟୰講⩏科目及びヨ㦂科目について

も定期ヨ㦂期間୰にヨ㦂間に๎ࡗてヨ㦂が行われた場合には第㸲᮲にࡼり処⨨

を行う。

（処⨨内ᐜ）

第㸲᮲ ṇ行Ⅽがㄆめられた学期（๓期には，第１ク࢛ーター及び第２ク࢛ーター

を含み，ᚋ期には，第㸱ク࢛ーター及び第㸲ク࢛ーターを含む。）に履修したᮏ学部

のすての授業科目のうち，定期ヨ㦂間に掲載され，ヨ㦂が実されたすて

の科目の考ᰝを↓ຠとする。

（ṇ行Ⅽのᒆ出）

第５᮲ 授業担当教員（ヨ㦂┘╩⿵ຓ⪅を含む。以下ྠࡌ。）は，ᮏ学部の考ᰝにおい

てṇ行Ⅽのいが࠶る場合は，所定の報࿌書にࡼり学部長にᒆけ出るものとする。

（情⫈取）

第㸴᮲ ṇ行Ⅽのいが࠶る学⏕に対する情⫈取は，授業担当教員の❧会いの下

に，教務委員長が学部長の付クを受けて行う。

（実ㄆ定）

第㸵᮲ ṇ行Ⅽに係る実ㄆ定は，教務委員長にࡼる情⫈取の⤖ᯝを基に，工学

部教務委員会を⤒て工学部௦㆟員会（以下ࠕ௦㆟員会ࠖという。）が行う。

（␗㆟申❧て）

第８᮲ ๓᮲のつ定にࡼる実ㄆ定に᭹が࠶る学⏕は，学部長から࿌知を受けた᪥

から１㐌間以内にᩥ書にࡼり௦㆟員会に␗⩏申❧てを行うことができる。

２ ௦㆟員会は，๓㡯の␗㆟申❧てがࡗ࠶た場合には，ᚲ要なㄪᰝを行ࡗた上，ᨵ

めて実ㄆ定を行うものとする。
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（Ỵ定及び通知）

第㸷᮲ ๓᮲の所定の期᪥までに␗㆟申❧てがなかࡗた場合ཪは␗㆟申❧てに基づく

実ㄆ定においてもṇ行Ⅽがࡗ࠶た場合には，学部長は，ㄆ定内ᐜ及び第㸲᮲の

処⨨内ᐜをỴ定の上，ᩥ書にࡼりṇ行Ⅽ学⏕及びಖㆤ⪅に通知するものとする。

㝃 ๎

１ この申合せは，ᖹ成２１年１㸮᭶１᪥から行する。

２ この申合せの制定๓のヨ㦂୰のṇ行Ⅽに対するࠕ履修の手ᘬきࠖの記載ᩥとࡑ

のゎ㔘に対する申合せについて（ᖹ成１㸵年１㸮᭶１２᪥௦㆟員会承ㄆ）は，ᖹ成

２１年１㸮᭶１᪥からᗫṆする。

㝃 ๎

この申合せは，ᖹ成２８年１２᭶１㸲᪥から行し，ᖹ成２８年㸲᭶１᪥から㐺⏝す

る。
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工学部における成績ホ౯の⩏申❧てに関する申合せ 

                             ௧２年㸱᭶１２᪥ 

                             工学部௦㆟員会Ỵ定 

（㊃᪨） 

第１᮲ この申合せは，工学部つ⛬第 11 ᮲，第 1� ᮲，第 1� ᮲及び第 1� ᮲に基づき，

成績ホ౯のṇ☜ᛶを担ಖすることを目的として，学⏕からの成績ホ౯の⩏申❧

てに関し，ᚲ要な㡯を定めるものとする。 

 （申❧⏤） 

第２᮲ 学⏕は成績ホ౯に関し，次の各ྕにヱ当するとุ᩿した場合は，各学期の定期

ヨ㦂期間๓に通知する所定の期間に，⩏を申し❧てることができる。 

（１） 成績のㄗ記ධ等，明らかに授業担当教員のㄗりで࠶るとᛮわれるもの。 

（２） シラバス等にࡼり，学⏕に࿘知している授業฿㐩目ᶆ及び成績ホ౯の᪉法・基

‽等に照らして，明らかなㄗりが࠶るとᛮわれるもの。 

（㸱） ࡑの，ᐈ観的な᰿ᣐが࠶るとᛮわれるもの。 

 （申❧手続き） 

第㸱᮲ ๓᮲の成績の⩏申❧ては，次の手続きにࡼり取り扱う。 

（１） 学⏕は所定の期㝈内にࠕ成績ホ౯に関する⩏申❧書 （ูࠖ⣬ᵝᘧ１）をす地

༊務ㄢ学務係（以下，ࠕ学務係ࠖという。）へ提出する。 

（２） 学務係は申❧書を受付けᚋ，授業担当教員へ通知する。 

（㸱） 授業担当教員は申❧て内ᐜに対する所見について記ධし，㏿やかに学務係へ提

出する。 

（㸲） 学務係は㏿やかに所見の内ᐜを学⏕へ通知する。 

（５） ⩏申❧ての⤖ᯝについては，教務委員会の報࿌㡯とする。 

 （成績ホ౯のゞṇ等） 

第㸲᮲ ๓᮲第㸱㡯において，成績ホ౯のゞṇ等が⏕ࡌた場合，授業担当教員はࠕ成績

ኚ᭦㢪 （ูࠖ⣬ᵝᘧ２）を学務係へ提出するものとする。 

 （務） 

第５᮲ 成績ホ౯の⩏申❧てに関する務手続き及び書㢮の⟶理は，学務係が行う。

   㝃 ๎ 

 この申合せは，௧２年㸲᭶１᪥から行する。 
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長崎大学工学部・工学研究科校舎案内図

薬学部本館

駐車場

総合教育研究棟

工学部
２号館

工学部
１号館

環境科学部

水 産 学 部

教 育 学 部

附 属
図書館事務局

保健ｾﾝﾀｰ

学 生 会館
（売店・食堂）

中部
講堂

守
衛
室

東
門

正
門

守衛室

工学部実習工場

体育館
コンクリート実験場

風洞実験室

グ ラ ウ ン ド

ICT基盤センター

長崎大学ダイバーシティ推進センター

先端計算
研究センター

サイエンス＆
テクノラボ

コンクリート実習場

グローバル教育
・学生支援棟

１階 学生支援センター

２階 留学生教育・支援センター

学生相談室

１階 教養教育事務

1階 工学部総務係

工学部学務係

工学研究科大学院係

インフラ総合研究センター・
研究開発推進機構

入試課
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工学部･工学研究科1号館配置図（1階）
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工学部･工学研究科1号館配置図（2階）
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生体分子化学
実験室

2‐4 錯体化学
実験室1

教員・ゼミ室

205
教

員

室

3

教

員

室

2

教

員

室

1
ＷＣ（男）

音響映像

解析室 教員・ゼミ室

204

リフレッシュ
コーナー

機材室 ＷＣ（男）

情報システム研究室
205

情報システム研究室

204 情報システム
研　究　室

203

情報システム
研　究　室

202

情報システム
研　究　室

201

酒井
智弥

喜安
千弥

田邉
はつみ

有川康弘

馬越啓介

長岡順子

薗田
光太郎

サイエンス＆

テクノラボ

千原博子

橋本州史

田中亘

森山雅雄

海野英昭

澤井仁美

眞邉泰斗
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工学部･工学研究科1号館配置図（3階）

教員室
ミーティング

ルーム
ME-D301

教
員
室

ME-C301 ME-C302

教員室
教
員
室

教員室

リフレッシュ
ルーム

WC（男）WC（男）

教員室

天然分子化学
実 験 室（３）

錯体化学研究
室4

MEラボ
W303

教育研究
支援部２

オープンラボ8

化学・物質
工学コース

事務室

ME-D302

MEラボ
W301

ＭＥラボ
Ｅ３０１リフレッシュ

コーナー

第８番
講義室

情
報
機
器
室

学生研究室

ＥＰＳ

就職資料室兼
複写室

学生研究室 学生研究室 オープンラボ7

生物有機化学
実験室７

生物有機化学
実験室３教員室

就　 職
支援室

WC（女）

EV

天然分子化学
実験室（２）情報処理室

第９番
講義室

教員室

生物有機化学
実験室６

生物有機化学
実験室2教員室

技
術
職
員
室

教員室

教員室 面談室２ 面談室１
生物有機化学

実験室８

生体分子化学
実験室3‐5

生体分子化学
実験室3‐2

教員室 打合せ室 生物有機化学
実験室４

生体分子化学
実験室3‐3

教員室
大学院
ゼミ室

生物有機化学
実験室５

生物有機化学
実　験　室 1

リフレッシュ
コーナー

教員室
ＥＰＳ

生体分子化学
実験室3-4

生体分子化学
実験室3‐1

教員室

教員室
社会環境

ﾃﾞｻｲﾝ工学
ｺｰｽ事務室

教員室 打合せ室

ＷＣ（男）
教員室
ゼミ室

情報システム
研究室  301

リフレッシュ
コーナー

自習室

ＷＣ（女）

情報システム研究室
306 情報システム

研 究 室
305

情報システム
研 究 室

304

情報システム
研 究 室

303

情報システム
研究室  302

情報システム
会　議　室

蒋宇静

中村聖三

鈴木誠二

樋口由紀子

小野寺玄

木村正成

畠山智充

柴田裕一郎

奥松俊博

Garcia Novo 

Patxi

坂口大作

瀬戸心太

石橋知也

奥
村
哲
也

梶
聖
悟

馬場俊匡
嶋田弘美

佐
々
木
壮
一

西川貴文

原田一生

出水享

山本正幸

岡本健太

大嶺聖

森政信吾

寺原雅子 北村拓也

岩
﨑
俊

近
藤
智
恵
子

山
田
玲
子

山口朝彦

神田尚輝

桃
木
悟

全炳徳

高田英明

吉川沙耶花

作田絵里
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工学部･工学研究科1号館配置図（4階）

リフレッ
シュ

コーナー
情報システム

研究室
408

情報
システム
研究室

407

演　習　室－１

情報システム
資 料 室

演習室
－２

情報工学
コース

事 務 室
Ｗ Ｃ(男） サーバー室

第１０番講義室

ＷＣ（男）
リフレッシュ
コーナー

ＥＰＳ

情報システム
研究室

406

教員・
ゼミ室
412

第１１番講義室
情報システム

研究室
405

教員・
ゼミ室
411

社会環境デザ
イン工学コース

計算機室
情報システム

研究室
404

教員・
ゼミ室
410

教員・
ゼミ室
409

土
木
構
造
研
究
室

資料室 教員・
ゼミ室
408

情報システム
研究室

403

教員・
ゼミ室
407

地
盤
環
境
研
究
室

教員・
ゼミ室
406

教員・
ゼミ室
405

教員室
情報システム

研究室
402

情報システム
研究室

401

WC（女）
ＥＰＳ

EV

オープンラボ
１１

教

員

ゼ
ミ
室

教

員

ゼ
ミ
室

会議室
測
定
室

オープンラボ
（天然分子化学

実験室(1)）
オープンラボ

１4(1)技術職員室
書　庫

オープンラボ
１2

学生研究室 学生研究室

オープンラボ
１4(2)

教育研究
支援部１

教員室

オープンラボ
１3

学生
研究室

資料室

リフレッシュ
コーナー

EPS

ME-A403

リフレッシュ
ルーム学生

研究室
ＷC（男） WC（女）

教員室

ME-A401 ME-A402

教員室
測定室

・
ゼミ室

ME-B401

ミーティング
ルーム

ME-B402

教
員
室

教員室 教員室 暗室
教
員
室

教員室

小
山
敦
弘

杉本知史

福
田
勉

原澤隆一

藤村誠

才本明秀

矢
澤
孝
哲

小林透

松尾健太郎

元島晃伸

扇
谷
保
彦

原
田
晃

大坪樹

今井清利

園部陽平

藤井亜衣

伊
藤
宗
平

荒井研一
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工学部･工学研究科1号館配置図（5階および屋上）

教員室

ME-A502ME-A501

教
員
室

教
員
室

教
員
室

学生研究室

学
生
研
究
室

学生研究室

教
員

ゼ
ミ
室

学
生
研
究
室

ＭＥラボ
Ｎ501

教
員
室

EV

WC（女）

安
武
敦
子

本
村
文
孝

田中良幸

陳
逸
鴻

山
口
浩
平

佐
々
木
謙
二
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工学部･工学研究科1号館配置図（6階および創造工房）

WC（男）

ME-B602
教
員
室

教
員
室

教
員
室

教
員
室

ＭＥラボ
Ｎ601

教
員
室

教
員
室

教
員
室

教
員

ゼ
ミ
室

基礎エネルギー工学実験室
創成プロジェクト

学生ものづくりスペース

鋳　造　場
中　　　　庭 機　械　場

鍛　造　場
研　削　場 管理室

EV

下
本
陽
一

6 階

創 造 工 房

久
田
英
樹

鬼
塚
祐
人

山
本
郁
夫

勝
河
史
典

中
原
浩
之

盛
永
明
啓

Lawn Murray John

永
井
弘
人

近
藤
睦
浩

源
城
か
お
り
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工学部・工学研究科2号館配置図（1階・2階・3階）

203

 電気電子
実験研究室

電気電子
実験研究室

 電気電子会議室 

 教員室 
 電気電子

実験研究室

 電気電子
実験研究室

電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

 電気電子
応用実験室

２

 電気電子
実験研究室

工作室

 電気電子
応用実験室

３

ワーク
ショップ１

 電気電子
実験研究室

 教員室 

吹　　　　抜

201 202

 教員室 

PS

EV

２４番
講義室

２３番
講義室

301 302 303 304

 男子トイレ  女子トイレ 

309

 電気電子教育
プログラム資料室

EPSDS DS

リフレッシュ
コーナー  教員室  教員室 

 電気電子
実験研究室

 大学院
ゼミ室

305 306 307 308

 教員室 

 電気電子
実験研究室

 教員室 教員室

リフレッシュ
コーナー  教員室 

311 EPS310 312

２２番
講義室

２１番
講義室

211210

 非常勤
講師
控室

EV

 男子トイレ 
 女子トイレ 

PS

EPS

207 208

 教員室 

３階

電気電子事務室・
技術支援室

EPS

オープンラボ ３
 電気電子

実験研究室

２階

 教員室 
ワーク

ショップ ３

１階

PS  多目
的トイ

レ

リフレッシュ
コーナー

オープンラボ ２電気室

EPSDS

 男子トイレ 

101 102 103 104 105

EV

 電気電子
実験研究室

DS

 電気電子
実験研究室 オープンラボ １

109

ワーク
ショップ ２

110 EPS

E119

 電気電子
応用実験室1

E117 EPS

 電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

玄関

106 107 108

209

DS

 電気電子
実験研究室

323

E321

215

214 204 205 206

是
枝
弘
行

高
嶋
恵
佑

野
村
謙
次

米
倉
孝
洸

岩
崎
昌
平

岩
永
雅
洋

川
原

学

喜
納

淳

榎
波
康
文

中
野
正
基

柳
井
武
志

石
塚
洋
一

松
田
良
信

藤
島
友
之

古
里
友
宏

大
島
多
美
子

松
岡
悟
志

山
下
昂
洋

― 102 ―



工学部・工学研究科2号館配置図（４階・５階）

電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

 教員室  教員室  教員室  教員室 

E421

 電気電子
実験研究室

電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

DS

 男子トイレ 

503 504

 教員室 

401 402

DS

505

EVDS

 電気電子
実験研究室

 電気電子
実験研究室

513

５階
506 507 508 509 510

EPS

514

 リフレッ
シュコー

ナー

EPS

PS
 電気電子

実験研究室
ワーク

ショップ5

404 405

 男子トイレ 

511 512

４階
EPS

 教員室  教員室 

 リフレッ
シュコー

ナー
EVDS

ワーク
ショップ4PS

413 414

 小会議室  教員室  電気電子
実験研究室

412411

 電気電子
実験研究室

DS

409

E423

E521

406 408

 教員室 

410

 教育用
計算機室

E523

501 502

407

403

電気電子
実験研究室

 教員室  教員室 

Guan Chai Eu

横
井
裕
一

阿
部
貴
志

森
山
敏
文

田
中
俊
幸

浜
崎
真
一

大
道
哲
二

丸
田
英
徳

藤
本
孝
文

大
友
佳
嗣
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ＷＣ
女性用

階段

吹抜

209
講義室

階段

ピロティ－

203
多目的ホール

階段

ラウンジ
リフレッシュコーナー

階段

ＷＣ
男性用

階段

ＥＶ

ＰＳ 階段

ＥＶ
ＷＣ
男性用

108
講義室

ＷＣ
女性用

ＥＶ

109
講義室

油タンク
置場

104
発電機室

107
電気室

ＥＶ

ＰＳ

101
風除室

ピロティ－

106
空調
機械室

倉
庫

102
防災センター

103
仮眠室

105
倉庫

総合教育研究棟配置図（2階）

総合教育研究棟配置図（1階）
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ＷＣ
女性用

ＥＶ
ＷＣ
男性用ＥＶ

階段 ＰＳ 階段

302
大講義室

階段

ラウンジ
リフレッシュ
コーナー

吹　　抜

総合教育研究棟配置図（3階）
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森
村
隆
夫

505
物性制御室３

511
更衣室2

ＷＣ
男性用

513
談話
室

501
材料
準備室

508512
湯沸
し室

502
構造
解析室

階段

603
精密
測定室

吹　　抜

608

学
科
事
務
室

616
院生研究室

ＥＶ

佐野秀明

中越修

石橋史啓

ＷＣ
女性用

609
コース
図書室

総合教育研究棟配置図（６階）

階段

吹　　抜

ＷＣ
男性用

617
データ
処理室

林田将充

ＰＳ

ＥＶ

ＥＶ

総合教育研究棟配置図（５階）

619
材料
試験室

吹　　　抜

大
貝
猛

山本将貴

ＷＣ
女性用

615
試料
準備室

511
更衣室1

614
材料作製室

階段
611

更衣室

ＰＳ

ＥＶ

階段

610
研究
企画室

618
資料
調査室 613

談話
室

507
データ
解析室

607
教職
員室

605
データ
処理室

604
材料試験室

506
計算機室

鎌田海

近
藤
慎
一
郎

工
作
室

503
物性制御室１

504
物性制御室２

階段

601
材料作製室611

更衣室

602
院生研究室

612
湯沸
し室

606
院生
研究室
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野
口
大
介

吹　　　抜

ＰＳ

702
院生研究室

704
高次構造
解析室

資
料
調
査
室

階段
710

更衣室2

本
九
町
卓

703
物性研究室

中
谷
久
之

707

708
機能

設計室

715
機能材料
開 発 室

716
機能

測定室

709
界面物性
測定室

田
邉
秀
二

兵
頭
健
生

吹　　抜

714
院生研究室

階段

712
談話
室

上田太郎

705
材料

設計室

806
化　学
合成室

807
材料設計室

701
合成研究室

ＷＣ
男性用

ＥＶ

813
談話
室

リフレッシュ
コーナー

田原弘宣
815

院生研究室
Bun Chan

808
データ
処理室

ＥＶ

711
湯沸
し室

809
データ
解析室

706
研究
企画
室

816
院生精密
測定室

810
院生

測定室
Ｂ

803
材　料
分析室

805
特　殊
測定室

階段

817
院生試料
準備室

階段
710

更衣室1

総合教育研究棟配置図（７階）

ＷＣ
女性用

713
特性評価室

818
院生実験室

814
院生測定室Ａ

ＷＣ
女性用

村
上
裕
人

相
樂
隆
正

812
湯沸
し室

総合教育研究棟配置図（８階）

吹　　抜

ＥＶ

ＰＳ

Dao Thi Ngoc Anh

瓜田幸幾
能登原展穂

ＥＶ

階段

ＷＣ
男性用

階段

801
材料加工室

804 前室

802
院生研究室

山
田
博
俊

森
口
勇
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総合教育研究棟配置図（９階）

911
環境系分析室

ＷＣ
女性用

ＥＶ ＷＣ
男性用

901
ガスクロマト分析室

ＥＶ
更衣室5 更衣室5階段 ＰＳ 階段

吹　　抜

903
ﾊﾞｲｵｱｯｾｲ室

904
試薬調整室

905
FT-IR分析室

912
前処理
室

913
環境地理
情報解析室

902
無機系分析室

階段

907
スタッフルーム２

湯沸
室 906

スタッフ
ルーム１

吹　　　抜
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オープンラボ

更衣室5 階段

吹　　抜

階段

湯沸
室５

リフレッシュ
コーナー

吹　　　抜

総合教育研究棟配置図（１２階）

階段 ＰＳ

ＷＣ
女性用

ＥＶ ＷＣ
男性用

ＥＶ
更衣室
5
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技術開発エリア 技術開発エリア

操作・分析ブース

流体応用
準備エリア

技術開発エリア

セミナー室②

1階
振動騒音
技術開発エリア

環境負荷低減 マイクロ・ナノ

２階

サイエンスラボ（化学）

サイエンスラボ（物理）

セミナー室①

サイエンス＆テクノラボ棟配置図

工学部・工学研究科１号館
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実験室
（１１）

ILEM
資料室

Ｗ
Ｃ

実験室
（１３）

実験室（１４－２） 実験室（１４－３）Ｗ
Ｃ

ILEM
機材室

実験室（１５）

実験室（１２） Ｗ
Ｃ

インフラ総合
研究センター
(RCSI)
事務室

ILEM
準備室

インフラ総合研究センター・研究開発推進機構 配置図

２階

1階

ＷＣ（男）

ＷＣ（女）

北村史

瀬戸崎典夫
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